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SUMMARY

The purpose of this study is to shed light on Koshibai （minor style Kabuki） theater groups 
which have rarely been discussed in the history of Japanese theater. There are numerous 
studies of major Kabuki plays, and of local plays performed by amateurs as a form of folk 
performing art, but there are very few studies of Koshibai theater groups which were mainly 
traveling troupes. Koshibai troupes of the Showa period, in particular, have been treated as 
a vestige of a disappearing art form. However, the Ichikawa Ichizō Gekidan （Ichikawa Ichizō 
Theater Troupe） continued to perform original Kabuki plays until 1975. This study focuses on 
this troupe, and offers a clearer picture of the reality of the Kabuki world from the early Showa 
period to 1975, which was not limited to Shochiku Major style Kabuki. One of the factors that 
enabled the Ichikawa Ichizō Troupe to remain active until 1975 was the formation of a group 
of actors who were all family members. In addition, many of the good actors of Kabuki who 
wished to improve their skills but were not hired because they were not members of Monbatsu 

（the inner Kabuki clique） were able to join Koshibai troupes;  this active interaction made it 
possible to continue performances of authentic Kabuki plays until 1975, distinct from Kengeki 

（the samurai plays that featured swordplay）. It is also noteworthy that there were many 
female Kabuki actors among the members of these troupes. Although the ban that had allowed 
only men to become kabuki actors was lifted in 1890, the common belief that Kabuki actors are 
male has continued to the present day. We should reconsider the common view that “Kabuki is 
performed by men” as one that was created in the modern era.
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昭和五十年まで活動した中芝居劇団　市川市蔵劇団の軌跡　その一

行
も
あ
っ
た
。
ま
ず
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
く
。
ま
た
、
昭
和
三
十
年
代
に
人
気
を

得
た
市
川
少
女
歌
舞
伎
は
小
芝
居
出
身
の
市
川
升
十
郎（
註
９
）が
率
い
た
劇
団
だ
が
、
市
蔵
劇

団
と
人
的
交
流
が
な
い
た
め
今
回
は
触
れ
な
い
。

［
市
松
延
見
子
一
座
］

　
市
松
延
見
子
（
本
名
松
尾
波
儔
江 

明
治
三
十
四
年
生
）
に
つ
い
て
も
本
稿
で
は
概
略
の
み

述
べ
る
が
、
彼
女
は
歌
舞
伎
を
専
門
と
し
た
い
わ
ゆ
る
女
役
者（
註
10
）で
あ
る
こ
と
に
注
目
し

て
お
き
た
い
。
延
見
子
の
夫
は
大
阪
で
新
歌
舞
伎
座
も
持
っ
て
い
た
松
尾
国
三（
註
11
）で
あ
る
。

松
尾
は
九
州
出
身
で
、
浪
曲
師
か
ら
始
ま
り
十
六
歳
で
太
夫
元
と
な
っ
た
。
そ
の
後
二
代
目
実

川
延
若
の
弟
子
と
な
り
大
正
七
年
か
ら
実
川
延
十
郎
、
昭
和
五
年
頃
か
ら
六
代
目
嵐
三
五
郎
と

し
て
活
動
し
、
昭
和
九
年
か
ら
は
本
格
的
な
興
行
師
と
な
り
、
手
広
く
興
行
を
行
っ
た
。

　
昭
和
三
年
の
松
竹
の
訪
ソ
海
外
公
演
に
先
立
ち
、
大
正
十
五
年
に
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
で
初

め
て
歌
舞
伎
の
海
外
公
演
を
し
た
の
は
実
川
延
十
郎
（
松
尾
）
一
座
で
あ
る（
註
12
）。
そ
し
て

昭
和
六
年
に
も
再
び
ア
メ
リ
カ
公
演
を
行
い
、

そ
の
時
写
し
た
の
が
写
真
１
で
あ
る
。
前
列
中

央
に
秩
父
丸
の
浮
き
輪
を
持
っ
た
嵐
三
五
郎
こ

と
松
尾
国
三
と
、
花
束
を
持
つ
延
見
子
が
座
っ

て
お
り
「
嵐
三
五
郎
御
一
行
様
」
の
飾
り
帯
が

見
え
、
後
ろ
に
は
乗
船
し
た
秩
父
丸
が
写
っ
て
い

る
。
こ
の
写
真
は
三
代
目
岩
井
小
紫
（
兼
元
多

恵
子
）
師
所
蔵
の
も
の
で
あ
る（
註
13
）。
後
列
左

か
ら
六
人
目
の
背
の
高
い
男
性
が
多
恵
子
の
父
、

の
ち
の
三
河
屋
市
川
市
蔵
（
本
名
藤
田
栄
）
で

あ
り
、
前
列
中
央
に
座
る
延
見
子
の
真
後
ろ
の

人
が
多
恵
子
の
義
理
の
叔
父
、
初
代
岩
井
小
紫

（
後
述
）
と
思
わ
れ
る
。
松
尾
は
昭
和
八
年
頃
、

三
五
郎
の
名
前
を
譲
り
、
興
行
師
松
尾
国
三
と

し
て
市
松
延
見
子
を
座
頭
と
す
る
座
組
を
し
て

活
躍
し
た
。
延
見
子
の
相
手
に
五
代
目
中
村
福

助
（
高
砂
屋
）
を
特
別
加
入
で
呼
ぶ
な
ど
し
て

中
芝
居
の
一
流
ど
こ
ろ
の
劇
団
に
育
て
た
。
延
見
子
は
『
演
藝
画
報
』
で
も
た
び
た
び
取
り
上

げ
ら
れ
、
現
片
岡
仁
左
衛
門
が
『
義
賢
最
期
』
の
型
を
市
松
延
見
子
に
習
っ
た
と
い
う
こ
と
は

周
知
の
事
実
で
あ
る
。

［
新
鋭
歌
舞
伎
］

　
松
竹
所
属
の
名
題
役
者
た
ち
が
、
松
竹
か
ら
離
れ
て
作
っ
た
劇
団
が
昭
和
十
六
年
十
月
に
結

成
さ
れ
た
新
鋭
歌
舞
伎
で
あ
る
。
片
岡
秀
郎
を
顧
問
（
師
匠
格
）
と
し
、
市
川
荒
太
郎
を
中
心

に
中
村
雁
之
助
・
片
岡
松
太
郎
・
中
村
福
太
郎
・
尾
上
多
見
丸
・
松
本
京
之
介
な
ど
が
主
要
メ

ン
バ
ー
で
あ
り
、
市
川
右
升
（
の
ち
の
五
代
目
上
村
吉
弥
）
や
七
代
目
嵐
三
五
郎
も
後
に
加
入

し
た
。
五
代
目
上
村
吉
弥
を
取
り
上
げ
た
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
『
一
方
の
花
』（
註
14
）に
よ
れ
ば
、

こ
の
新
鋭
歌
舞
伎
は
大
変
な
人
気
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
阿
古
屋
の
右
升
か
、
右
升
の
阿
古

屋
か
」
と
絶
賛
さ
れ
て
い
た
右
升
が
松
竹
に
引
き
抜
か
れ
、
中
心
と
な
っ
て
い
た
荒
太
郎
が
昭

和
二
十
三
年
、
三
十
七
歳
で
死
去
し
た
こ
と
と
終
戦
の
時
期
と
が
重
な
り
、
活
動
は
縮
小
し
た
。

昭
和
二
十
年
か
ら
二
十
一
年
頃
は
東
宝
専

属
の
劇
団
と
な
り
、
最
後
は
松
竹
に
戻
っ

た
よ
う
だ
が
昭
和
二
十
年
代
後
半
に
解
散

と
な
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
各
々
は
座
頭
と
な
っ

て
巡
業
し
た
り
、
他
の
劇
団
に
加
入
し
た

り
な
ど
し
て
活
動
を
続
け
た
。
新
鋭
歌
舞

伎
は
前
進
座
と
同
様
、
門
閥
で
は
な
い
、

あ
る
い
は
腕
が
あ
っ
て
も
役
の
つ
か
な
い

役
者
達
が
大
興
行
資
本
か
ら
離
れ
て
結
成

し
た
劇
団
で
あ
っ
た
。

［
細
川
興
行
］

　
細
川
興
行
は
市
川
市
蔵
劇
団
と
同
じ
く
、

歌
舞
伎
専
門
で
地
方
巡
業
を
し
た
中
芝
居

劇
団
で
あ
る
。
昭
和
四
十
五
年
に
解
散
し

た
。
市
蔵
劇
団
に
次
い
で
長
く
活
動
し
て
い

た
劇
団
で
あ
る
。
広
島
を
本
拠
地
と
し
て

写真1 昭和6年アメリカ公演をした嵐三五郎（松尾国三）一座

写真2 昭和30年頃の細川興行の座員
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一
、
は
じ
め
に

　
本
研
究
の
き
っ
か
け
は
元
中
芝
居
役
者
、
岩
井
小
紫
師
と
の
出
会
い
に
よ
る
。
筆
者
は
、

二
〇
一
一
年
、
長
浜
曳
山
祭
調
査
の
調
査
員
と
し
て
子
供
歌
舞
伎
の
調
査
に
赴
い
た
。
子
供
歌

舞
伎
で
は
「
振
付
け
」
と
呼
ば
れ
る
指
導
者
が
子
供
に
歌
舞
伎
を
教
え
て
い
る
。
筆
者
は
そ
の

指
導
者
た
ち
に
つ
い
て
興
味
を
持
ち
、
調
査（
註
１
）を
始
め
た
矢
先
、「
旅
を
廻
っ
て
い
た
歌
舞

伎
役
者
さ
ん
が
お
い
で
に
な
る
」
と
の
情
報
を
得
た
。
い
わ
ゆ
る
「
旅
廻
り
」
の
歌
舞
伎
劇
団

は
昭
和
三
十
年
代
に
は
す
べ
て
消
滅
し
た
と
思
っ
て
い
た
た
め
、
実
際
に
地
方
巡
業
を
し
て
い

た
役
者
さ
ん
と
出
会
え
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
筆
者
は
、
早
速
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
を
申
し
込

ん
だ
。
そ
の
方
が
岩
井
小
紫
師（
註
２
）で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
さ
ら
に
驚
く
こ
と
に
な
っ
た
。
三

代
目
岩
井
小
紫
（
本
名
兼
元
多
恵
子 

昭
和
十
一
年
生
）
師
は
女
性
な
の
で
あ
る
。
実
際
の
役

者
経
験
者
で
、
な
お
か
つ
女
性
。
歌
舞
伎
と
い
う
の
は
男
性
が
行
う
も
の
と
ば
か
り
決
め
つ
け

て
い
た
筆
者
が
想
像
だ
に
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
遠
目
で
小
紫
師
の
姿
を
お
見
か
け
し

た
筆
者
は
、
小
粋
に
着
物
を
着
こ
な
し
、
立
ち
居
振
る
舞
い
は
い
か
に
も
役
者
と
い
う
凛
と
し

た
お
姿
に
一
目
ぼ
れ
し
、
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
前
日
は
眠
れ
な
い
ほ
ど
興
奮
し
た
記
憶
が
未
だ
新
し

い
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
彼
女
に
対
す
る
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
は
現
在
に
至
る
ま
で
続
け
て

い
る（
註
３
）。

　
彼
女
が
所
属
し
て
い
た
の
は
主
に
丸
本
物
の
外
題
を
得
意
と
す
る
関
西
系
小
芝
居（
中
芝
居
）

の
歌
舞
伎
専
門
の
劇
団
「
市
川
市
蔵
劇
団
」
で
あ
っ
た
。
剣
戟
（
剣
劇
）
を
発
祥
と
す
る
大
衆

演
劇
と
は
一
線
を
画
し
て
い
た
。
関
東
で
は
「
小
芝
居
」
と
称
さ
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
だ
が
、
彼
ら

は
「
中ち
ゅ
う
し
ば
い

芝
居
」
あ
る
い
は
「
中
歌
舞
伎
」（
註
４
）と
称
し
て
い
る
。
市
川
市
蔵
劇
団
が
解
散
し
た

の
は
昭
和
五
十
年
。
本
格
的
な
歌
舞
伎
で
地
方
巡
業
を
し
て
い
た
最
後
の
中
芝
居
劇
団
な
の
で

あ
る
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
の
中
で
他
に
も
中
芝
居
の
劇
団
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。
し

か
し
こ
れ
ま
で
戦
後
の
中
芝
居
劇
団
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
は
い
な
い
。

　
明
治
か
ら
戦
中
戦
後
、
そ
し
て
現
在
に
至
る
ま
で
の
大
歌
舞
伎
に
つ
い
て
、
歌
舞
伎
研
究
者

た
ち
に
よ
る
著
述
、
評
論
、
研
究
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
一
方
、
素
人
が
祭
な
ど
で
行
う

地
歌
舞
伎
、
地
芝
居
、
素
人
歌
舞
伎
に
つ
い
て
は
民
俗
芸
能
研
究
者
が
研
究
を
進
め
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
は
ざ
ま
に
位
置
す
る
よ
う
な
小
芝
居
・
中
芝
居
に
つ
い
て
は
阿
部
優
蔵（
註
５
）

ら
の
著
作
以
外
、
な
か
な
か
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
が
、
近
年
、
江
戸
末
期
か
ら
明
治
期

の
小
芝
居
に
つ
い
て
の
研
究
は
い
く
つ
か
発
表
さ
れ
て
い
る（
註
６
）。
し
か
し
、
昭
和
の
時
代
、

戦
後
に
至
る
ま
で
、
市
川
市
蔵
劇
団
の
よ
う
な 

中
芝
居
（
関
西
系
小
芝
居
）
の
歌
舞
伎
劇
団

が
数
多
く
活
躍
し
て
い
た
こ
と
は
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
知
ら
れ
て
い
な
い（
註
７
）。
小
芝

居
の
劇
団
と
言
う
と
、
大
衆
演
劇
の
劇
団
と
混
同
さ
れ
て
い
る
節
も
あ
る
。

　
筆
者
は
昭
和
初
期
か
ら
昭
和
五
十
年
く
ら
い
ま
で
の
、
松
竹
の
大
歌
舞
伎
だ
け
で
は
な
か
っ

た
歌
舞
伎
の
実
態
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
昭
和
五
十
年
ま

で
全
国
を
廻
っ
て
歌
舞
伎
を
上
演
し
て
い
た
市
川
市
蔵
劇
団
の
成
り
立
ち
と
そ
の
関
係
者
を
中

心
に
述
べ
て
ゆ
き
た
い
。

二
、
関
東
系
小
芝
居
と
中
芝
居
（
関
西
系
小
芝
居
）
の
概
略

　
市
蔵
劇
団
の
活
動
メ
ン
バ
ー
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
小
芝
居
・
中
芝
居
劇
団
に
つ
い
て
概

観
し
て
お
く
。

　
関
東
系
の
小
芝
居
で
有
力
な
劇
団
は
か
た
ば
み
座（
註
８
）で
あ
る
。
松
本
高
麗
之
助
を
中
心

と
し
て
坂
東
竹
若
・
坂
東
鶴
蔵
・
市
川
門
三
郎
・
市
川
女
猿
・
市
川
鶴
之
助
な
ど
が
活
躍
し
た
。

　
一
方
、
関
西
に
目
を
転
じ
た
時
、
市
松
延
見
子
を
座
頭
と
す
る
劇
団
と
新
鋭
歌
舞
伎
と
の
二

つ
が
重
要
で
あ
る
。
市
川
市
蔵
劇
団
と
ほ
ぼ
同
時
期
迄
活
動
し
て
い
た
中
芝
居
劇
団
の
細
川
興

浅

　野

　久

　枝

　
A

S
A

N
O

  H
isae

昭
和
五
十
年
ま
で
活
動
し
た
中
芝
居
劇
団 

市
川
市
蔵
劇
団
の
軌
跡

　そ
の
一

―
小
芝
居
の
歌
舞
伎
で
活
躍
し
た
役
者
家
族
と
そ
の
周
辺
―

査
読
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。
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ず
は
そ
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ら
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つ
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て
概
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く
。
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た
、
昭
和
三
十
年
代
に
人
気
を

得
た
市
川
少
女
歌
舞
伎
は
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て
も
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で
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が
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を
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と
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で
新
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た
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出
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、
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ら
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六
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で
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と
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た
。
そ
の
後
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目
実

川
延
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の
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大
正
七
年
か
ら
実
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十
郎
、
昭
和
五
年
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か
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六
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て
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、
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和
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年
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昭
和
三
年
の
松
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の
訪
ソ
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外
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演
に
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ち
、
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正
十
五
年
に
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カ
・
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で
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め
て
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の
海
外
公
演
を
し
た
の
は
実
川
延
十
郎
（
松
尾
）
一
座
で
あ
る（
註
12
）。
そ
し
て

昭
和
六
年
に
も
再
び
ア
メ
リ
カ
公
演
を
行
い
、

そ
の
時
写
し
た
の
が
写
真
１
で
あ
る
。
前
列
中

央
に
秩
父
丸
の
浮
き
輪
を
持
っ
た
嵐
三
五
郎
こ

と
松
尾
国
三
と
、
花
束
を
持
つ
延
見
子
が
座
っ

て
お
り
「
嵐
三
五
郎
御
一
行
様
」
の
飾
り
帯
が

見
え
、
後
ろ
に
は
乗
船
し
た
秩
父
丸
が
写
っ
て
い

る
。
こ
の
写
真
は
三
代
目
岩
井
小
紫
（
兼
元
多

恵
子
）
師
所
蔵
の
も
の
で
あ
る（
註
13
）。
後
列
左

か
ら
六
人
目
の
背
の
高
い
男
性
が
多
恵
子
の
父
、

の
ち
の
三
河
屋
市
川
市
蔵
（
本
名
藤
田
栄
）
で

あ
り
、
前
列
中
央
に
座
る
延
見
子
の
真
後
ろ
の

人
が
多
恵
子
の
義
理
の
叔
父
、
初
代
岩
井
小
紫

（
後
述
）
と
思
わ
れ
る
。
松
尾
は
昭
和
八
年
頃
、

三
五
郎
の
名
前
を
譲
り
、
興
行
師
松
尾
国
三
と

し
て
市
松
延
見
子
を
座
頭
と
す
る
座
組
を
し
て

活
躍
し
た
。
延
見
子
の
相
手
に
五
代
目
中
村
福

助
（
高
砂
屋
）
を
特
別
加
入
で
呼
ぶ
な
ど
し
て

中
芝
居
の
一
流
ど
こ
ろ
の
劇
団
に
育
て
た
。
延
見
子
は
『
演
藝
画
報
』
で
も
た
び
た
び
取
り
上

げ
ら
れ
、
現
片
岡
仁
左
衛
門
が
『
義
賢
最
期
』
の
型
を
市
松
延
見
子
に
習
っ
た
と
い
う
こ
と
は

周
知
の
事
実
で
あ
る
。

［
新
鋭
歌
舞
伎
］

　
松
竹
所
属
の
名
題
役
者
た
ち
が
、
松
竹
か
ら
離
れ
て
作
っ
た
劇
団
が
昭
和
十
六
年
十
月
に
結

成
さ
れ
た
新
鋭
歌
舞
伎
で
あ
る
。
片
岡
秀
郎
を
顧
問
（
師
匠
格
）
と
し
、
市
川
荒
太
郎
を
中
心

に
中
村
雁
之
助
・
片
岡
松
太
郎
・
中
村
福
太
郎
・
尾
上
多
見
丸
・
松
本
京
之
介
な
ど
が
主
要
メ

ン
バ
ー
で
あ
り
、
市
川
右
升
（
の
ち
の
五
代
目
上
村
吉
弥
）
や
七
代
目
嵐
三
五
郎
も
後
に
加
入

し
た
。
五
代
目
上
村
吉
弥
を
取
り
上
げ
た
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
『
一
方
の
花
』（
註
14
）に
よ
れ
ば
、

こ
の
新
鋭
歌
舞
伎
は
大
変
な
人
気
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
阿
古
屋
の
右
升
か
、
右
升
の
阿
古

屋
か
」
と
絶
賛
さ
れ
て
い
た
右
升
が
松
竹
に
引
き
抜
か
れ
、
中
心
と
な
っ
て
い
た
荒
太
郎
が
昭

和
二
十
三
年
、
三
十
七
歳
で
死
去
し
た
こ
と
と
終
戦
の
時
期
と
が
重
な
り
、
活
動
は
縮
小
し
た
。

昭
和
二
十
年
か
ら
二
十
一
年
頃
は
東
宝
専

属
の
劇
団
と
な
り
、
最
後
は
松
竹
に
戻
っ

た
よ
う
だ
が
昭
和
二
十
年
代
後
半
に
解
散

と
な
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
各
々
は
座
頭
と
な
っ

て
巡
業
し
た
り
、
他
の
劇
団
に
加
入
し
た

り
な
ど
し
て
活
動
を
続
け
た
。
新
鋭
歌
舞

伎
は
前
進
座
と
同
様
、
門
閥
で
は
な
い
、

あ
る
い
は
腕
が
あ
っ
て
も
役
の
つ
か
な
い

役
者
達
が
大
興
行
資
本
か
ら
離
れ
て
結
成

し
た
劇
団
で
あ
っ
た
。

［
細
川
興
行
］

　
細
川
興
行
は
市
川
市
蔵
劇
団
と
同
じ
く
、

歌
舞
伎
専
門
で
地
方
巡
業
を
し
た
中
芝
居

劇
団
で
あ
る
。
昭
和
四
十
五
年
に
解
散
し

た
。
市
蔵
劇
団
に
次
い
で
長
く
活
動
し
て
い

た
劇
団
で
あ
る
。
広
島
を
本
拠
地
と
し
て

写真1 昭和6年アメリカ公演をした嵐三五郎（松尾国三）一座

写真2 昭和30年頃の細川興行の座員



85

昭和五十年まで活動した中芝居劇団　市川市蔵劇団の軌跡　その一

団
を
率
い
て
い
た
娘
婿
で
あ
る
藤
田
栄
（
の
ち
の
市
川
市
蔵
）
の
若
い
衆
（
役
者
た
ち
）
が
遺

体
を
守
っ
て
、
多
三
郎
の
帰
り
を
待
っ
て
い
た
と
の
逸
話
が
残
っ
て
い
る
。
多
三
郎
自
身
、
昭

和
十
五
年
、
数
え
年
四
十
一
歳
の
若
さ
で
死
去
し
て
い
る
。

芝
寛
長
女
＝
道
子
　
初
代
芝
寛
の
長
女
が
道
子
（
明
治
三
十
六
年
四
月
生
）
で
あ
る
。
道
子
は

幼
い
こ
ろ
か
ら
長
唄
を
習
得
し
て
い
た
。
芝
寛
の
劇
団
に
所
属
し
て
い
た
藤
田
栄
（
当
時
の
芸
名

は
不
明
）と
恋
愛
関
係
に
な
っ
た
が
、父
芝
寛
は
未
だ
下
廻
り
だ
っ
た
栄
と
の
結
婚
を
反
対
し「
裸

で
出
て
行
け
」と
追
い
出
し
た
た
め
、二
人
は
駆
け
落
ち
し
て
劇
団
を
飛
び
出
し
た
。
夫
市
蔵（
藤

田
栄
）
の
劇
団
で
も
長
唄
な
ど
を
担
当
し
、
ま
た
オ
イ
エ
サ
ン
と
し
て
劇
団
を
支
え
た
。
こ
の

二
人
の
間
に
三
代
目
岩
井
小
紫
（
多
恵
子
）
や
二
代
目
団
四
郎
（
勝
三
）
た
ち
役
者
兄
弟
が
生

ま
れ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
昭
和
五
十
九
年
七
月
没
。

芝
寛
次
女
の
豊
子
と
夫
の
中
村
芝
之
助
（
小
川
徳
蔵
）　
初
代
芝
寛
の
次
女
が
豊
子
（
明
治

三
十
九
年
三
月
生
）
で
あ
る
。
父
芝
寛
（
大
森
運
平
）
の
劇
団
に
居
た
役
者
、中
村
芝
之
助 （
本

名
小
川
徳
蔵
）と
昭
和
六
年
に
結
婚
し
た
。
芝
之
助
は
女
方
の
役
者
で
あ
っ
た
。
芝
寛
の
死
後
、

芝
之
助
は
役
者
を
廃
業
し
て
故
郷
の
福
岡
県
久
留
米
市
に
戻
り
、
食
品
売
買
業
を
営
ん
で
い
た

が
、
二
代
目
小
紫
（
智
子
）
が
病
気
休
演
し
た
穴
を
埋
め
る
た
め
に
、
一
時
期
市
蔵
劇
団
に
呼

ば
れ
、
加
入
し
た
。
そ
の
後
、
北
九
州
の
歌
劇
団
出
身
の
佐
藤
キ
ミ
エ
（
の
ち
の
岩
井
此
の
糸
）

を
紹
介
し
て
福
岡
に
戻
っ
た
。
し
か
し
や
は
り
芝
居
に
戻
り
た
い
と
昭
和
三
十
年
代
後
半
に
家

業
を
片
付
け
て
市
蔵
劇
団
に
復
帰
し
、
新
鋭
歌
舞
伎
に
居
た
初
代
中
村
福
太
郎
と
一
座
し
た
。

『
忠
臣
蔵
九
段
目
』
で
福
太
郎
の
戸
無
瀬
に
芝
之
助
が
お
石
を
演
じ
た
時
「
自
分
と
ぶ
つ
か
っ

て
で
き
る
役
者
だ
。
久
し
ぶ
り
に
こ
ん
な
良
い
芝
居
が
で
き
た
」
と
福
太
郎
が
褒
め
る
ほ
ど
ニ0

ン0

の
良
い
し
っ
か
り
し
た
腕
の
あ
る
役
者
だ
っ
た
。
琴
も
三
味
線
も
弾
け
て
「
何
で
も
こ
な
せ

る
女
方
さ
ん
」
だ
っ
た
と
い
う
。「
芝
之
助
叔
父
さ
ん
は
三
味
線
も
み
な
行
け
る
人
な
ん
や
け

れ
ど
も
、
私
が
若
い
時
に
ね
、
楽
屋
で
お
琴
を
弾
い
て
い
た
ら
そ
の
人
が
来
て
ね
、
ぽ
っ
と
弾

い
て
み
た
ん
よ
。
そ
の
時
に
音
が
全
然
違
う
の
。
腕
が
違
う
と
こ
ん
な
に
も
お
琴
の
音
が
違
う

ん
や
、
と
思
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
る
」
と
多
恵
子
は
回
想
し
て
い
る
。
踊
り
も
上
手
で
、
多
恵

子
は
こ
の
叔
父
に
も
踊
り
を
仕
込
ま
れ
た
。
彼
は
昭
和
四
十
三
年
十
一
月
に
亡
く
な
る
ま
で
役

者
を
し
た
。

坂
東
三
津
麓
＝
芝
寛
三
女
の
静
香
　
三
女
は
明
治
四
十
三
年
九
月
、
岡
山
市
西
大
寺
に
生
ま

れ
た
静
香
で
あ
る
。
長
尾
家
の
養
女
と
な
り
大
阪
市
に
住
ん
だ
。
養
母
の
長
尾
う
乃（
註
24
）は

も
と
西
川
流
の
名
取
だ
っ
た
が
、
坂
東
流
の
師
匠
中
村
安
之
丞
と
結
婚
し
た
た
め
坂
東
の
名
取

と
な
っ
た
。「
踊
り
の
神
様
」
と
も
い
わ
れ
た
七
代
目
坂
東
三
津
五
郎
に
そ
の
芸
を
認
め
ら
れ
、

他
流
か
ら
の
移
籍
に
も
か
か
わ
ら
ず
直
門
の
名
で
あ
る
「
三
津
」
の
字
を
頂
き
坂
東
三
津
妻
と

名
乗
っ
た
人
だ
っ
た
。
三
津
妻
は
大
正
十
三
年
、
岡
山
県
津
山
市
で
行
わ
れ
た
催
し
で
七
代
目

が
振
り
付
け
た
清
元
『
津
山
の
月
』
を
初
演
し
て
い
る
。
静
香
は
大
正
十
三
年
、
数
え
年
十
五

歳
で
三
津
妻
の
養
女
と
な
っ
た
。
三
津
妻
の
縁
も
あ
り
ま
た
踊
り
も
上
手
で
あ
っ
た
た
め
に
七

代
目
三
津
五
郎
の
住
み
込
み
の
内
弟
子
と
な
っ
て
修
業
し
た
。
坂
東
流
は
踊
り
を
演
劇
的
に
捉

え
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
流
派
で
あ
る
た
め
、
役
者
の
家
に
育
っ
た
静
香
の
踊
り
は
七
代
目

の
お
眼
鏡
に
か
な
う
も
の
だ
っ
た
こ
と
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
。
八
代
目
三
津
五
郎
は
こ
の
頃

の
思
い
出
と
し
て
「
魚
を
焼
い
て
い
る
か
ら
見
て
お
い
て
お
く
れ
」
と
言
い
つ
け
た
が
、
静
香

は
焦
げ
て
も
そ
の
ま
ま
魚
を
見
て
い
た
と
笑
い
話
で
語
っ
て
い
た
と
い
う
。
芝
寛
の
劇
団
内
に

は
弟
子
も
多
く
、
家
事
な
ど
に
は
手
を
染
め
ず
に
幼
い
こ
ろ
か
ら
芸
事
ば
か
り
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
修
業
を
終
え
て
か
ら
大
阪
ミ
ナ
ミ
の
芸
妓
と
な
り
踊
り
の
う

ま
さ
が
評
判
の
名
妓
と
言
わ
れ
た
。
そ
の
後
は
舞
踊
家
坂
東
三み

つ津
麓ろ
く

と
し
て
八
代
目
三
津
五
郎

近
く
で
活
躍
し
た
。
芸
に
は
厳
し
く
、
と
て
も
怖
い
師
匠
と
し
て
有
名
だ
っ
た
が
、
毎
朝
牛
乳図１ 大森家系図
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い
る
森
地
市
蔵
が
太
夫
元
（
興
行
師
）
で
戦
前
か
ら
細
川
興
行
を
率
い
て
い
た
。
森
地
没
後
は
、

三
味
線
方
の
豊
沢
重
松（
註
15
）が
太
夫
元
を
兼
ね
て
活
動
し
た
。
写
真
２（
註
16
）で
真
ん
中
に

座
っ
て
い
る
年
配
者
が
森
地
、
前
列
左
か
ら
五
人
目
が
豊
沢
重
松
で
あ
る
。
細
川
興
行
は
昭
和

十
年
代
か
ら
昭
和
二
十
年
代
半
ば
ま
で
は
市
川
右
団
次
の
弟
子
、
市
川
右
田
次
を
看
板
に
し
て

活
動
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
右
田
次
は
な
か
な
か
に
派
手
な
芸
風
で
、
人
を
引
き
付
け
、
看

板
と
し
て
集
客
で
き
る
役
者
だ
っ
た
と
多
恵
子
は
聞
い
て
い
る
。
昭
和
十
五
年
頃
か
ら
十
九
年

ま
で
細
川
興
行
に
在
籍
し
て
い
た
五
代
目
上
村
吉
弥
（
右
升
）
も
「
右
田
次
の
よ
う
に
、
旅
の

芝
居
に
も
い
い
役
者
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
ね
。
小
芝
居
し
か
回
ら
な
い
役
者
や
け
ど
、
い
ま

か
ら
思
い
ま
す
と
、
い
ま
の
松
竹
の
役
者
は
ん
に
あ
ん
ま
り
ヒ
ケ
を
と
ら
ん
人
が
た
く
さ
ん
働

い
て
ま
し
た
」（
註
17
）と
回
想
し
て
い
る
。
し
か
し
、
右
田
次
没
後
、
看
板
役
者
が
お
ら
ず
、
市

川
栄
舛
（
前
列
左
か
ら
六
番
目
）（
註
18
）や
七
代
目
嵐
三
五
郎
（
右
上
枠
内
）
な
ど
看
板
に
な
れ

る
良
い
役
者
を
加
入
さ
せ
る
努
力
も
し
た
。
近
世
近
代
歌
舞
伎
研
究
者 

小
池
章
太
郎
の
父
、

小
池
橇
歌
は
浜
松
で
柳
川
亭
と
い
う
料
亭
を
営
み
、
芝
居
に
造
詣
が
深
く
、
浜
松
の
演
劇
界
や

細
川
興
行
に
と
っ
て
は
パ
ト
ロ
ン
的
な
存
在
で
あ
っ
た
が
、
彼
の
日
記
に
は
昭
和
三
十
二
年
、

市
川
栄
舛
を
再
加
入
さ
せ
る
た
め
に
自
身
が
尽
力
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る（
註
19
）。
そ
の
後
、

細
川
興
行
に
は
新
鋭
歌
舞
伎
の
顧
問
だ
っ
た
片
岡
秀
郎
も
招
い
た
。
劇
団
名
は
「
市
川
右
田
次

一
座
」あ
る
い
は「
精
鋭
大
歌
舞
伎
」、名
古
屋
納
屋
橋
の
富
士
劇
場
で
常
打
ち
し
た
と
き
は「
富

士
歌
舞
伎
劇
団
」
と
名
乗
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
他
、
細
川
興
行
に
は
沢
村
国
十
郎
（
前
列

右
か
ら
三
番
目
）・
大
谷
広
三
郎
（
前
列
左
端
）・
右
田
次
の
女
房
役
で
あ
っ
た
女
方
の
尾
上

梅
玉
（
前
列
右
端
）・
初
代
扇
雀
（
二
代
目
鴈
治
郎
）
の
弟
子
で
あ
っ
た
中
村
扇
助
・
そ
し
て

中
村
芝
蝶
・
沢
村
曙
當
（
森
地
の
真
後
ろ
）、
女
役
者
で
は
重
松
の
妻
の
市
川
吾
妻
（
前
列
左

か
ら
二
番
目
）（
註
20
）な
ど
が
居
た
。

　
細
川
興
行
と
市
蔵
劇
団
は
ど
ち
ら
も
歌
舞
伎
専
門
の
中
芝
居
劇
団
で
あ
り
、
二
つ
の
劇
団

を
行
っ
た
り
来
た
り
し
た
役
者
は
多
い
。
ま
た
片
岡
秀
郎
・
中
村
福
太
郎
・
七
代
目
嵐
三
五

郎
な
ど
の
よ
う
に
大
歌
舞
伎
と
中
芝
居
の
役
者
が
盛
ん
に
交
流
し
て
い
た
こ
と
も
注
目
し
て

お
き
た
い
。

三
、
市
川
市
蔵
劇
団
の
構
成
メ
ン
バ
ー

　
次
に
市
川
市
蔵
劇
団
の
構
成
員
を
見
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。
市
蔵
劇
団
が
解
散
し
た
の
は

昭
和
五
十
年
。
そ
こ
ま
で
長
く
劇
団
と
し
て
の
活
動
が
で
き
た
の
は
、
三
代
目
岩
井
小
紫
（
多

恵
子
）
曰
く
「
家
族
や
親
せ
き
で
固
め
て
い
た
か
ら
」
だ
と
い
う
。
多
恵
子
は
市
川
市
蔵
（
本

名
藤
田
栄
）
の
次
女
で
、
兄
も
姉
も
弟
も
役
者
。
兄
嫁
も
小
紫
の
夫
も
役
者
で
実
母
や
叔
母
は

長
唄
や
下
座
を
担
当
し
た
。
ま
ず
は
そ
の
家
族
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
く（
註
21
）。

［
市
蔵
の
岳
父
　
中
村
芝
寛
と
大
森
家
］

　
市
蔵
劇
団
の
話
を
す
る
た
め
に
は
市
蔵
の
妻
、
旧
姓
大
森
道
子
の
家
系
か
ら
説
明
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

初
代
備
前
屋
中
村
芝
寛
＝
大
森
運
平
　
市
蔵
の
妻
道
子
の
父
は
明
治
五
年
十
一
月
、
岡
山
市
西

大
寺
生
ま
れ
で
、本
名
は
大
森
運
平
。
備
前
屋
中
村
芝
寛
（
初
代
）
と
名
乗
る
役
者
で
あ
っ
た
。

経
歴
は
不
明
で
あ
る
。
中
村
芝
寛
は
岡
山
辺
り
で
は
比
較
的
大
き
な
中
芝
居
劇
団
を
率
い
て
本

格
的
な
歌
舞
伎
を
上
演
し
て
い
た
と
い
う
。
彼
自
身
が
作
っ
た
独
自
演
目（
註
22
）も
複
数
保
持

し
て
お
り
、『
お
光
狂
乱
』
と
い
う
『
お
染
の
七
役
』
の
大
切
所
作
事
を
下
地
に
独
特
な
振
付

を
し
て
作
っ
た
独
自
演
目
を
当
た
り
芸
に
し
て
い
た
。
所
作
事
も
達
者
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

弟
子
も
数
多
か
っ
た
よ
う
で
、
長
浜
曳
山
祭
で
長
ら
く
曳
山
子
供
歌
舞
伎
の
振
付
け
を
行
っ
た

中
村
芝
蝶
は
芝
寛
の
最
後
の
弟
子
で
あ
る（
註
23
）。
初
代
芝
寛
は
昭
和
十
二
年
九
月
に
死
去
し
、

以
下
に
述
べ
る
妻
ち
ゑ
、
息
子
栄
、
娘
登
美
子
は
、
函
館
を
本
拠
地
と
し
て
い
た
初
代
市
川
団

四
郎
の
一
座
に
合
流
し
た
（
後
述
）。

中
村
芝
寛
の
妻
＝
ち
ゑ
　
初
代
中
村
芝
寛
の
妻
は
旧
姓
将
積
ち
ゑ
。
現
在
の
兵
庫
県
三
木
市
口

吉
川
町
出
身
で
、
明
治
八
年
十
二
月
生
ま
れ
で
あ
る
。
鳴
り
物
を
修
得
し
て
お
り
、
と
く
に
鼓

が
得
意
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
、
子
供
の
頃
か
ら
芸
事
を
習
得
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
芝
寛

と
結
婚
し
て
か
ら
は
オ
イ
エ
サ
ン
（
お
家
さ
ん
）
と
呼
ば
れ
、
劇
団
を
支
え
た
。
こ
の
二
人
の

間
に
は
養
子
一
名
と
、
女
四
人
、
男
二
人
（
一
名
は
早
世
）
の
実
子
が
居
る
。
市
川
団
四
郎
一

座
に
移
籍
後
は
鳴
り
物
を
担
当
し
た
。

雛
助
＝
芝
寛
養
子
の
多
三
郎
　
多
三
郎
（
明
治
三
十
三
年
生
）
は
数
え
年
四
歳
で
大
森
家
と
養

子
縁
組
を
し
て
お
り
、
役
者
に
す
る
た
め
に
養
子
に
取
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
雛
助
を
名

乗
る
役
者
と
な
っ
た
。
結
婚
し
て
一
子
を
儲
け
て
い
た
が
、
女
役
者
の
市
川
九
女
八
（
後
述
）

と
出
会
い
、
二
人
で
養
父
芝
寛
の
劇
団
か
ら
脱
退
し
た
が
、
そ
の
後
九
女
八
と
は
離
別
し
た
よ

う
で
あ
る
。
養
父
と
は
絶
縁
状
態
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
十
二
年
九
月
に
芝
寛
が
死
去
し
た
時
、

養
子
と
い
え
ど
も
長
男
で
あ
る
多
三
郎
が
帰
宅
す
る
ま
で
、
出
棺
せ
ず
、
そ
の
当
時
す
で
に
劇
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団
を
率
い
て
い
た
娘
婿
で
あ
る
藤
田
栄
（
の
ち
の
市
川
市
蔵
）
の
若
い
衆
（
役
者
た
ち
）
が
遺

体
を
守
っ
て
、
多
三
郎
の
帰
り
を
待
っ
て
い
た
と
の
逸
話
が
残
っ
て
い
る
。
多
三
郎
自
身
、
昭

和
十
五
年
、
数
え
年
四
十
一
歳
の
若
さ
で
死
去
し
て
い
る
。

芝
寛
長
女
＝
道
子
　
初
代
芝
寛
の
長
女
が
道
子
（
明
治
三
十
六
年
四
月
生
）
で
あ
る
。
道
子
は

幼
い
こ
ろ
か
ら
長
唄
を
習
得
し
て
い
た
。
芝
寛
の
劇
団
に
所
属
し
て
い
た
藤
田
栄
（
当
時
の
芸
名

は
不
明
）と
恋
愛
関
係
に
な
っ
た
が
、父
芝
寛
は
未
だ
下
廻
り
だ
っ
た
栄
と
の
結
婚
を
反
対
し「
裸

で
出
て
行
け
」と
追
い
出
し
た
た
め
、二
人
は
駆
け
落
ち
し
て
劇
団
を
飛
び
出
し
た
。
夫
市
蔵（
藤

田
栄
）
の
劇
団
で
も
長
唄
な
ど
を
担
当
し
、
ま
た
オ
イ
エ
サ
ン
と
し
て
劇
団
を
支
え
た
。
こ
の

二
人
の
間
に
三
代
目
岩
井
小
紫
（
多
恵
子
）
や
二
代
目
団
四
郎
（
勝
三
）
た
ち
役
者
兄
弟
が
生

ま
れ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
昭
和
五
十
九
年
七
月
没
。

芝
寛
次
女
の
豊
子
と
夫
の
中
村
芝
之
助
（
小
川
徳
蔵
）　
初
代
芝
寛
の
次
女
が
豊
子
（
明
治

三
十
九
年
三
月
生
）
で
あ
る
。
父
芝
寛
（
大
森
運
平
）
の
劇
団
に
居
た
役
者
、中
村
芝
之
助 （
本

名
小
川
徳
蔵
）と
昭
和
六
年
に
結
婚
し
た
。
芝
之
助
は
女
方
の
役
者
で
あ
っ
た
。
芝
寛
の
死
後
、

芝
之
助
は
役
者
を
廃
業
し
て
故
郷
の
福
岡
県
久
留
米
市
に
戻
り
、
食
品
売
買
業
を
営
ん
で
い
た

が
、
二
代
目
小
紫
（
智
子
）
が
病
気
休
演
し
た
穴
を
埋
め
る
た
め
に
、
一
時
期
市
蔵
劇
団
に
呼

ば
れ
、
加
入
し
た
。
そ
の
後
、
北
九
州
の
歌
劇
団
出
身
の
佐
藤
キ
ミ
エ
（
の
ち
の
岩
井
此
の
糸
）

を
紹
介
し
て
福
岡
に
戻
っ
た
。
し
か
し
や
は
り
芝
居
に
戻
り
た
い
と
昭
和
三
十
年
代
後
半
に
家

業
を
片
付
け
て
市
蔵
劇
団
に
復
帰
し
、
新
鋭
歌
舞
伎
に
居
た
初
代
中
村
福
太
郎
と
一
座
し
た
。

『
忠
臣
蔵
九
段
目
』
で
福
太
郎
の
戸
無
瀬
に
芝
之
助
が
お
石
を
演
じ
た
時
「
自
分
と
ぶ
つ
か
っ

て
で
き
る
役
者
だ
。
久
し
ぶ
り
に
こ
ん
な
良
い
芝
居
が
で
き
た
」
と
福
太
郎
が
褒
め
る
ほ
ど
ニ0

ン0

の
良
い
し
っ
か
り
し
た
腕
の
あ
る
役
者
だ
っ
た
。
琴
も
三
味
線
も
弾
け
て
「
何
で
も
こ
な
せ

る
女
方
さ
ん
」
だ
っ
た
と
い
う
。「
芝
之
助
叔
父
さ
ん
は
三
味
線
も
み
な
行
け
る
人
な
ん
や
け

れ
ど
も
、
私
が
若
い
時
に
ね
、
楽
屋
で
お
琴
を
弾
い
て
い
た
ら
そ
の
人
が
来
て
ね
、
ぽ
っ
と
弾

い
て
み
た
ん
よ
。
そ
の
時
に
音
が
全
然
違
う
の
。
腕
が
違
う
と
こ
ん
な
に
も
お
琴
の
音
が
違
う

ん
や
、
と
思
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
る
」
と
多
恵
子
は
回
想
し
て
い
る
。
踊
り
も
上
手
で
、
多
恵

子
は
こ
の
叔
父
に
も
踊
り
を
仕
込
ま
れ
た
。
彼
は
昭
和
四
十
三
年
十
一
月
に
亡
く
な
る
ま
で
役

者
を
し
た
。

坂
東
三
津
麓
＝
芝
寛
三
女
の
静
香
　
三
女
は
明
治
四
十
三
年
九
月
、
岡
山
市
西
大
寺
に
生
ま

れ
た
静
香
で
あ
る
。
長
尾
家
の
養
女
と
な
り
大
阪
市
に
住
ん
だ
。
養
母
の
長
尾
う
乃（
註
24
）は

も
と
西
川
流
の
名
取
だ
っ
た
が
、
坂
東
流
の
師
匠
中
村
安
之
丞
と
結
婚
し
た
た
め
坂
東
の
名
取

と
な
っ
た
。「
踊
り
の
神
様
」
と
も
い
わ
れ
た
七
代
目
坂
東
三
津
五
郎
に
そ
の
芸
を
認
め
ら
れ
、

他
流
か
ら
の
移
籍
に
も
か
か
わ
ら
ず
直
門
の
名
で
あ
る
「
三
津
」
の
字
を
頂
き
坂
東
三
津
妻
と

名
乗
っ
た
人
だ
っ
た
。
三
津
妻
は
大
正
十
三
年
、
岡
山
県
津
山
市
で
行
わ
れ
た
催
し
で
七
代
目

が
振
り
付
け
た
清
元
『
津
山
の
月
』
を
初
演
し
て
い
る
。
静
香
は
大
正
十
三
年
、
数
え
年
十
五

歳
で
三
津
妻
の
養
女
と
な
っ
た
。
三
津
妻
の
縁
も
あ
り
ま
た
踊
り
も
上
手
で
あ
っ
た
た
め
に
七

代
目
三
津
五
郎
の
住
み
込
み
の
内
弟
子
と
な
っ
て
修
業
し
た
。
坂
東
流
は
踊
り
を
演
劇
的
に
捉

え
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
流
派
で
あ
る
た
め
、
役
者
の
家
に
育
っ
た
静
香
の
踊
り
は
七
代
目

の
お
眼
鏡
に
か
な
う
も
の
だ
っ
た
こ
と
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
。
八
代
目
三
津
五
郎
は
こ
の
頃

の
思
い
出
と
し
て
「
魚
を
焼
い
て
い
る
か
ら
見
て
お
い
て
お
く
れ
」
と
言
い
つ
け
た
が
、
静
香

は
焦
げ
て
も
そ
の
ま
ま
魚
を
見
て
い
た
と
笑
い
話
で
語
っ
て
い
た
と
い
う
。
芝
寛
の
劇
団
内
に

は
弟
子
も
多
く
、
家
事
な
ど
に
は
手
を
染
め
ず
に
幼
い
こ
ろ
か
ら
芸
事
ば
か
り
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
修
業
を
終
え
て
か
ら
大
阪
ミ
ナ
ミ
の
芸
妓
と
な
り
踊
り
の
う

ま
さ
が
評
判
の
名
妓
と
言
わ
れ
た
。
そ
の
後
は
舞
踊
家
坂
東
三み

つ津
麓ろ
く

と
し
て
八
代
目
三
津
五
郎

近
く
で
活
躍
し
た
。
芸
に
は
厳
し
く
、
と
て
も
怖
い
師
匠
と
し
て
有
名
だ
っ
た
が
、
毎
朝
牛
乳図１ 大森家系図
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と
藤
田
栄
は
言
っ
て
い
た
と
い
う
。大
正
十
三
年
七
月
の
沢
村
宗
十
郎
の
出
演
し
た
外
題
に『
壷

坂
霊
験
記
』
は
出
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
大
国
座
以
外
で
も
宗
十
郎
の
舞
台
で
巽
太
夫
が
語
る

場
面
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
ま
た
『
国
立
劇
場
竹
本
研
修
教
材
竹
本
メ
リ
ヤ
ス

集
成
』
を
編
集
し
た
野
沢
松
三
郎
が
「
巽
太
夫
と
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」
と
述
べ

て
い
た
と
い
う
の
で
、
そ
れ
な
り
の
活
動
を
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
市
蔵
劇
団
の
そ
の
後
の

活
動
に
お
い
て
巽
太
夫
、
藤
田
謙
治
郎
の
存
在
は
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

三
河
屋
市
川
市
蔵
＝
藤
田
栄
　
さ
て
、
三
河
屋
市
川
市
蔵
（
本
名
藤
田
栄
）
で
あ
る
。
明
治

三
十
四
年
十
二
月
、現
在
の
愛
知
県
岡
崎
市
に
生
ま
れ
た
。兄
謙
治
郎
即
ち
竹
本
巽
太
夫
を
頼
っ

て
東
京
に
出
た
と
思
わ
れ
る
。
大
歌
舞
伎
で
名
題
に
な
る
べ
く
修
業
を
し
た
が
、
結
局
名
題
に

な
る
前
に
、
大
歌
舞
伎
か
ら
離
れ
た
。
一
時
期
、
月
形
龍
之
介
が
出
演
す
る
映
画
の
立
廻
り
役

で
出
演
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
下
廻
り
時
代
に
ト
ン
ボ
を
み
っ
ち
り
修
業
し
た
よ
う
で
、
そ
の

後
、
弟
子
に
ト
ン
ボ
を
仕
込
み
、
ト
ン
ボ
の
切
れ
る
役
者
と
し
て
松
竹
で
活
躍
し
た
弟
子
も
養

成
し
た
。
栄
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
小
芝
居
・
中
芝
居
の
劇
団
で
修
業
し
た
よ
う
で
、
そ
の
一
つ

が
、先
に
述
べ
た
初
代
備
前
屋
中
村
芝
寛
（
大
森
運
平
）
の
一
座
で
あ
っ
た
。
後
に
岳
父
と
な
っ

た
初
代
芝
寛
に
結
婚
を
反
対
さ
れ
、
道
子
を
連
れ
て
劇
団
を
出
た
が
、「
よ
し
見
て
お
け
。
い

ず
れ
は
儂
が
オ
ヤ
ジ
を
使
っ
て
や

る
よ
う
に
し
て
み
せ
る
」
と
心
に

誓
い
、
何
と
か
立
派
な
一
座
を
作

り
た
い
と
努
力
し
た
と
い
う
。
岳

父
芝
寛
の
晩
年
に
は
す
で
に
栄
自

身
が
劇
団
を
率
い
て
お
り
、
和
解

し
た
岳
父
の
最
期
を
昭
和
十
二
年

に
看
取
っ
て
い
る
。

　
市
松
延
見
子
の
一
座
に
は
長
く
居

た
よ
う
で
、
大
正
十
五
年
の
と
き
は

定
か
で
は
な
い
が
、
昭
和
六
年
の
延

見
子
の
ア
メ
リ
カ
公
演
で
は
市
蔵

（
当
時
の
芸
名
は
不
明
）
も
渡
米
し

て
い
る
。
写
真
１
に
あ
る
よ
う
に
初

代
岩
井
小
紫
も
、
後
に
市
蔵
劇
団
に

来
た
片
岡
長
太
夫
や
緑
屋
尾
上
緑
左
衛
門
も
一
緒
に
渡
米
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
船
の
上

で
延
見
子
が『
道
成
寺
』を
上
演
し
た
話
を
家
族
に
語
っ
て
い
た
。
松
尾
の
自
伝
に
は
そ
の
時
の『
道

成
寺
』
の
写
真
が
載
せ
ら
れ
て
い
る（
註
31
）。
ア
メ
リ
カ
滞
在
は
三
ヶ
月
の
長
き
に
わ
た
っ
た
。
団

員
た
ち
は
床
屋
で
ア
メ
リ
カ
人
の
髪
型
に
さ
れ
る
こ
と
を
嫌
が
っ
た
た
め
、
市
蔵
が
皆
の
髪
を
バ

リ
カ
ン
で
散
髪
し
た
と
い
う
。
器
用
な
人
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
滞
在
期
間
に
英
語

も
学
び
「
こ
の
当
時
の
人
と
し
て
は
珍
し
く
ロ
ー
マ
字
が
読
め
た
」
と
い
う
。
当
時
、
ア
メ
リ

カ
で
は
玩
具
の
ヨ
ー
ヨ
ー
が
流
行
し
て
お
り
、
日
本
に
持
ち
帰
っ
て
売
り
出
そ
う
と
思
い
つ
い

た
よ
う
だ
が
、
実
行
せ
ず
、
何
年
か
経
っ
て
日
本
で
流
行
っ
た
と
き
、「
こ
れ
は
儂
が
持
っ
て
帰
っ

て
来
た
の
に
」
と
残
念
が
っ
て
い
た
ら
し
い
。
商
売
に
対
す
る
目
の
付
け
所
が
あ
っ
た
こ
と
を

う
か
が
わ
せ
る
逸
話
で
あ
る
。

　
こ
の
頃
の
栄
の
芸
名
は
沢
村
田
左
衛
門
、嵐
伝
二
郎
な
ど
、い
く
つ
か
の
名
を
名
乗
っ
て
い
た
。

嵐
伝
二
郎
の
時
代
の
写
真
が
残
っ
て
い
る
（
写
真
４
）
が
、
贔
屓
か
ら
の
引
き
物
が
山
と
積
ま

れ
て
お
り
、
人
気
の
あ
る
役
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
中
村
幹
尾
も
同
座
す
る
一
座
で
横

写真5  嵐伝二郎 
『先代萩　竹の間』嘉藤太

写真4 嵐伝二郎 （のちの市川市蔵） 
の楽屋姿

図２ 藤田家・今井家系図
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で
顔
を
洗
う
な
ど
美
容
や
身
だ
し
な
み
に
は
人
一
倍
気
を
遣
う
人
で
あ
っ
た
。
平
成
八
年
二
月

に
没
し
た
が
、
没
後
に
残
さ
れ
た
金
庫
の
中
に
は
芝
居
の
書
付
が
大
量
に
あ
っ
た
と
い
う
。
役

者
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
坂
東
流
ゆ
え
芝
居
の
勉
強
は
怠
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

二
代
目
中
村
芝
寛
＝
芝
寛
次
男
の
大
森
栄
　
芝
寛
の
次
男
大
森
栄
は
大
正
四
年
八
月
に
、
や
は

り
岡
山
市
西
大
寺
に
生
ま
れ
た
。
十
代
の
こ
ろ
は
妹
登
美
子
と
と
も
に
姉
静
香
の
大
阪
の
家
に

同
居
し
、
坂
東
流
を
習
っ
た
が
、
そ
れ
を
嫌
い
、
六
代
目
尾
上
菊
五
郎
門
下
で
役
者
も
し
て
い

た
大
阪
在
住
の
西
川
扇
左
衛
門
と
い
う
師
匠
に
別
稽
古
に
行
き
、『
連
獅
子
』『
鏡
獅
子
』
な
ど

六
代
目
の
型
を
習
得
し
、
な
お
か
つ
義
太
夫
の
段
物
や
長
唄
の
三
味
線
ま
で
習
得
し
た
。
扇
左

衛
門
師
匠
は
六
代
目
の
門
下
で
あ
っ
た
名
古
屋
西
川
流
西
川
鯉
三
郎
の
弟
子
筋
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
栄
は
所
作
事
専
門
で
活
躍
し
、『
諏
訪
明
神
』
と
い
う
新
し
い
所
作
事
の
創
作
も
し

て
い
る
。
こ
れ
は
長
唄
の
作
曲
も
振
付
も
す
べ
て
二
代
目
芝
寛
が
作
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
で

あ
る
。
三
代
目
小
紫
（
多
恵
子
）
と
二
代
目
団
四
郎
（
勝
三
）
は
、
こ
の
叔
父
か
ら
所
作
事
を

み
っ
ち
り
仕
込
ま
れ
た
。
平
成
八
年
一
月
没
。

芝
寛
四
女
の
登
美
子
と
夫
の
仲
之
助
（
片
山
英
男
）
お
よ
び
市
川
福
之
助
（
小
林
常
太
郎
）　

四
女
の
登
美
子
（
大
正
七
年
十
二
月
生
）
は
、
鳴
り
物
も
三
味
線
も
唄
も
修
得
し
て
い
た
。
仲

之
助
と
名
乗
る
東
京
名
題
の
女
方
、
片
山
英
男
と
結
婚
し
た
。
仲
之
助
（
片
山
）
が
戦
死
し
た

た
め
、
登
美
子
は
そ
の
後
、
初
代
団
四
郎
一
座
の
立
女
形
で
あ
っ
た
市
川
福
之
助 

（
本
名
小
林

常
太
郎
、
大
正
二
年
五
月
生
）（
註
25
）と
昭
和
四
十
年
に
結
婚
し
た
。
登
美
子
は
団
四
郎
一
座
で

は
下
座
の
鳴
り
物
や
長
唄
を
担
当
し
た
。
福
之
助
は
他
所
の
劇
団
で
い
い
役
も
こ
な
し
て
き
た

ら
し
く
、数
多
く
の
演
目
に
精
通
し
て
お
り
、「
口
立
て
で
、外
題
を
始
め
か
ら
終
い
ま
で
だ
ー
っ

と
言
え
る
」ほ
ど
し
っ
か
り
記
憶
し
て
い
た
の
で「
歩
く
百
段
集
」と
言
わ
れ
て
い
た
。『
忠
臣
蔵
』

の
所
作
事
「
落
人
（
道
行
旅
路
の
花
聟
）」
の
伴
内
や
「
六
段
目
」
の
女
衒
な
ど
の
役
を
サ
ラ
ッ

と
こ
な
す
腕
達
者
だ
っ
た
。
多
恵
子
は
新
し
い
外
題
の
役
を
振
ら
れ
た
時
に
は
、
福
之
助
叔
父

さ
ん
の
所
へ
行
っ
て
、
稽
古
を
つ
け
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。
役
者
を
し
な
が
ら
本
名
の
小
林
常

太
郎
で
市
蔵
劇
団
の
頭
取
も
勤
め
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
大
森
家
で
は
、
当
主
の
運
平
、
養
子
の
多
三
郎
、
息
子
の
栄
は
役
者
と
な
り
、

道
子
を
は
じ
め
と
す
る
娘
た
ち
は
三
味
線
、
唄
、
鳴
り
物
を
得
意
と
し
、
そ
の
夫
た
ち
は
す
べ

て
役
者
と
い
う
、
そ
れ
な
り
に
腕
の
あ
る
役
者
集
団
、
役
者
一
家
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

坂
東
三
津
麓
（
静
香
）
の
よ
う
に
舞
踊
家
と
し
て
当
時
の
坂
東
流
の
中
心
で
活
躍
す
る
人
も
い

た
。

［
三
河
屋
市
川
市
蔵
の
藤
田
家
］ 

　
さ
て
い
よ
い
よ
、
戦
後
に

三
河
屋
市
川
市
蔵
を
名
乗

り
、
昭
和
五
十
年
ま
で
歌
舞

伎
専
門
の
中
芝
居
劇
団
を
率

い
て
地
方
を
巡
業
し
て
い
た

藤
田
栄
と
そ
の
家
族
に
つ
い

て
述
べ
て
い
こ
う
（
写
真
３
）。

藤
田
家
　
藤
田
栄
の
先
祖
は

家
康
ゆ
か
り
の
寺
、
大
樹
寺

の
門
を
守
る
家
柄
で
、
周
辺

の
農
家
か
ら
は
「
藤
田
様
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
。
藤
田
家

は
廃
藩
後
も
岡
崎
に
住
み
、

一
般
家
庭
で
あ
っ
た
。

竹
本
巽
太
夫
＝
市
蔵
兄
の
謙
治
郎
　
ま
ず
は
藤
田
栄
（
の
ち
の
市
川
市
蔵
）
の
兄
で
あ
る
。
藤

田
家
は
一
般
家
庭
で
あ
っ
た
が
、
藤
田
栄
の
兄
、
明
治
二
十
二
年
一
月
生
ま
れ
の
藤
田
謙
治
郎

は
東
京
に
出
て
義
太
夫
の
竹
本
巽
太
夫
と
な
っ
た
。
巽
太
夫
が
松
竹
と
契
約
し
た
か
ど
う
か
確

実
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
藤
田
家
の
伝
承
で
は
松
竹
に
入
っ
た
と
伝
わ
っ
て
い
る
。
神
田

区
中
猿
楽
町
に
居
を
構
え
て
活
動
し
た
の
で
、
家
族
内
で
は
「
神
田
の
伯
父
さ
ん
」
と
呼
ん
で

い
た
。
大
正
十
二
年
五
月
の
神
田
劇
場
番
付
に
は
、
六
代
目
市
川
団
之
助（
註
26
）・
二
代
目
吾

妻
市
之
亟（
註
27
）・
中
村
幹
尾（
註
28
） 

ら
の
公
演
の
太
夫
と
し
て
竹
本
巽
太
夫
の
名
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
四
谷
大
木
戸
（
現
新
宿
）
の
大
国
座
で
大
正
十
年
十
月
か
ら
大
正
十
四
年
七

月
ま
で
、
二
代
目
河
原
崎
権
十
郎（
註
29
）・
吾
妻
市
之
亟
・
松
本
高
麗
之
助（
註
30
）・
市
川
栄
舛

ら
が
出
演
す
る
舞
台
の
番
付
に
も
載
っ
て
い
る
。
小
芝
居
系
の
小
屋
（
劇
場
）
で
あ
る
四
谷
大

国
座
の
座
付
き
の
太
夫
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
が
、
大
正
十
三
年
七
月
、
七
代
目
沢
村
宗
十

郎
・
十
三
代
森
田
勘
弥
に
村
田
嘉
久
子
が
加
入
し
た
番
付
に
も
巽
太
夫
の
名
が
あ
る
。
関
東
大

震
災
後
、
大
正
十
三
年
一
月
に
再
開
場
し
た
大
国
座
で
あ
っ
た
た
め
、
大
歌
舞
伎
の
役
者
を
招

い
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
藤
田
栄
が
座
組
し
た
劇
団
で
『
壺
阪
霊
験
記
』
を
語
っ
て

も
ら
っ
た
と
き「
兄
貴（
巽
太
夫
）は
、宗
十
郎
の
壷
坂
を
つ
い
さ
っ
き
ま
で
語
っ
て
い
た
ん
や
」

写真3 昭和30年頃の藤田家と大森家の家族写真　前列右から二代目
小紫と子供、三代目小紫、市蔵、市蔵の妻、荒五郎と子供、二列目
右から二代目小紫の夫、芝之助の娘、二代目芝寛の妻、豊子（芝之
助妻）、登美子（福之助妻）、此の糸（荒五郎妻）、三列目右から二代
目団四郎、二代目芝寛、芝之助長男、福之助、左上枠内は芝之助。
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と
藤
田
栄
は
言
っ
て
い
た
と
い
う
。大
正
十
三
年
七
月
の
沢
村
宗
十
郎
の
出
演
し
た
外
題
に『
壷

坂
霊
験
記
』
は
出
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
大
国
座
以
外
で
も
宗
十
郎
の
舞
台
で
巽
太
夫
が
語
る

場
面
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
ま
た
『
国
立
劇
場
竹
本
研
修
教
材
竹
本
メ
リ
ヤ
ス

集
成
』
を
編
集
し
た
野
沢
松
三
郎
が
「
巽
太
夫
と
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」
と
述
べ

て
い
た
と
い
う
の
で
、
そ
れ
な
り
の
活
動
を
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
市
蔵
劇
団
の
そ
の
後
の

活
動
に
お
い
て
巽
太
夫
、
藤
田
謙
治
郎
の
存
在
は
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

三
河
屋
市
川
市
蔵
＝
藤
田
栄
　
さ
て
、
三
河
屋
市
川
市
蔵
（
本
名
藤
田
栄
）
で
あ
る
。
明
治

三
十
四
年
十
二
月
、現
在
の
愛
知
県
岡
崎
市
に
生
ま
れ
た
。兄
謙
治
郎
即
ち
竹
本
巽
太
夫
を
頼
っ

て
東
京
に
出
た
と
思
わ
れ
る
。
大
歌
舞
伎
で
名
題
に
な
る
べ
く
修
業
を
し
た
が
、
結
局
名
題
に

な
る
前
に
、
大
歌
舞
伎
か
ら
離
れ
た
。
一
時
期
、
月
形
龍
之
介
が
出
演
す
る
映
画
の
立
廻
り
役

で
出
演
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
下
廻
り
時
代
に
ト
ン
ボ
を
み
っ
ち
り
修
業
し
た
よ
う
で
、
そ
の

後
、
弟
子
に
ト
ン
ボ
を
仕
込
み
、
ト
ン
ボ
の
切
れ
る
役
者
と
し
て
松
竹
で
活
躍
し
た
弟
子
も
養

成
し
た
。
栄
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
小
芝
居
・
中
芝
居
の
劇
団
で
修
業
し
た
よ
う
で
、
そ
の
一
つ

が
、先
に
述
べ
た
初
代
備
前
屋
中
村
芝
寛
（
大
森
運
平
）
の
一
座
で
あ
っ
た
。
後
に
岳
父
と
な
っ

た
初
代
芝
寛
に
結
婚
を
反
対
さ
れ
、
道
子
を
連
れ
て
劇
団
を
出
た
が
、「
よ
し
見
て
お
け
。
い

ず
れ
は
儂
が
オ
ヤ
ジ
を
使
っ
て
や

る
よ
う
に
し
て
み
せ
る
」
と
心
に

誓
い
、
何
と
か
立
派
な
一
座
を
作

り
た
い
と
努
力
し
た
と
い
う
。
岳

父
芝
寛
の
晩
年
に
は
す
で
に
栄
自

身
が
劇
団
を
率
い
て
お
り
、
和
解

し
た
岳
父
の
最
期
を
昭
和
十
二
年

に
看
取
っ
て
い
る
。

　
市
松
延
見
子
の
一
座
に
は
長
く
居

た
よ
う
で
、
大
正
十
五
年
の
と
き
は

定
か
で
は
な
い
が
、
昭
和
六
年
の
延

見
子
の
ア
メ
リ
カ
公
演
で
は
市
蔵

（
当
時
の
芸
名
は
不
明
）
も
渡
米
し

て
い
る
。
写
真
１
に
あ
る
よ
う
に
初

代
岩
井
小
紫
も
、
後
に
市
蔵
劇
団
に

来
た
片
岡
長
太
夫
や
緑
屋
尾
上
緑
左
衛
門
も
一
緒
に
渡
米
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
船
の
上

で
延
見
子
が『
道
成
寺
』を
上
演
し
た
話
を
家
族
に
語
っ
て
い
た
。
松
尾
の
自
伝
に
は
そ
の
時
の『
道

成
寺
』
の
写
真
が
載
せ
ら
れ
て
い
る（
註
31
）。
ア
メ
リ
カ
滞
在
は
三
ヶ
月
の
長
き
に
わ
た
っ
た
。
団

員
た
ち
は
床
屋
で
ア
メ
リ
カ
人
の
髪
型
に
さ
れ
る
こ
と
を
嫌
が
っ
た
た
め
、
市
蔵
が
皆
の
髪
を
バ

リ
カ
ン
で
散
髪
し
た
と
い
う
。
器
用
な
人
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
滞
在
期
間
に
英
語

も
学
び
「
こ
の
当
時
の
人
と
し
て
は
珍
し
く
ロ
ー
マ
字
が
読
め
た
」
と
い
う
。
当
時
、
ア
メ
リ

カ
で
は
玩
具
の
ヨ
ー
ヨ
ー
が
流
行
し
て
お
り
、
日
本
に
持
ち
帰
っ
て
売
り
出
そ
う
と
思
い
つ
い

た
よ
う
だ
が
、
実
行
せ
ず
、
何
年
か
経
っ
て
日
本
で
流
行
っ
た
と
き
、「
こ
れ
は
儂
が
持
っ
て
帰
っ

て
来
た
の
に
」
と
残
念
が
っ
て
い
た
ら
し
い
。
商
売
に
対
す
る
目
の
付
け
所
が
あ
っ
た
こ
と
を

う
か
が
わ
せ
る
逸
話
で
あ
る
。

　
こ
の
頃
の
栄
の
芸
名
は
沢
村
田
左
衛
門
、嵐
伝
二
郎
な
ど
、い
く
つ
か
の
名
を
名
乗
っ
て
い
た
。

嵐
伝
二
郎
の
時
代
の
写
真
が
残
っ
て
い
る
（
写
真
４
）
が
、
贔
屓
か
ら
の
引
き
物
が
山
と
積
ま

れ
て
お
り
、
人
気
の
あ
る
役
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
中
村
幹
尾
も
同
座
す
る
一
座
で
横

写真5  嵐伝二郎 
『先代萩　竹の間』嘉藤太

写真4 嵐伝二郎 （のちの市川市蔵） 
の楽屋姿

図２ 藤田家・今井家系図
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昭和五十年まで活動した中芝居劇団　市川市蔵劇団の軌跡　その一

劇
団
と
し
て
智
子
を
看
板
と
す
る
劇
団
で
活
動
し
た

の
が
昭
和
二
十
二
年
頃
か
ら
で
あ
る
。
智
子
は
昭
和

二
十
六
年
頃
結
核
を
発
病
し
一
時
期
舞
台
を
降
板
し

た
が
、
昭
和
二
十
七
年
に
興
行
師
の
清
水
弘
と
結
婚

し
、
昭
和
二
十
八
年
に
は
一
児
を
儲
け
た
。
出
産
後

は
時
々
劇
団
に
参
加
し
そ
の
頃
は
雪
之
丞
と
名
乗
っ

て
い
た
。
妹
の
多
恵
子
と
と
も
に
阿
古
屋
が
演
じ
ら

れ
る
役
者
が
二
人
い
る
と
の
こ
と
で
『
二
人
阿
古
屋
』

を
上
演
出
来
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
が
、
元
々

か
ら
だ
が
強
く
な
か
っ
た
智
子
は
結
核
が
再
発
し
、

残
念
な
こ
と
に
昭
和
三
十
三
年
三
月
、
満
二
十
八
歳

で
亡
く
な
っ
た
。

三
代
目
大
和
屋
岩
井
小
紫
＝
市
蔵
次
女
の
多
恵
子
　

市
蔵
の
次
女
、
多
恵
子
は
昭
和
十
一
年
八
月
、
愛
知

県
岡
崎
市
の
藤
田
家
で
生
ま
れ
た
。
昭
和
十
五
年
、

数
え
年
五
歳
の
時
に
『
壷
坂
霊
験
記
』
の
観
音
役
で
初

舞
台
を
踏
ん
だ
。
場
所
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
時
は
伯

父
竹
本
巽
太
夫
が
抱
き
か
か
え
て
後
見
を
し
、
台せ
り
ふ詞

も

巽
太
夫
が
言
っ
た
こ
と
を
彼
女
は
覚
え
て
い
る
。
そ
の

後
も
市
川
鶴
之
助
や
松
本
高
麗
之
助
の
一
座
な
ど
、
父

が
加
入
す
る
劇
団
の
子
役
と
し
て
舞
台
に
立
っ
た
。
小

学
校
在
学
中
は
岡
崎
市
の
父
方
伯
母
の
家
に
暮
ら
し
、

夏
休
み
な
ど
に
は
子
役
や
中
子
供
の
役
柄
で
劇
団
と
行
動
を
共
に
し
た
。
幼
い
時
か
ら
坂
東
流

日
舞
を
習
い
、
母
か
ら
は
長
唄
の
三
味
線
や
唄
を
習
っ
た
。
姉
智
子
の
後
見
を
し
な
が
ら
琴
も

習
得
。
義
太
夫
の
三
味
線
も
語
り
も
自
然
と
覚
え
た
と
い
う
。
ま
た
、
母
方
の
叔
父
二
代
目
中

村
芝
寛
か
ら
所
作
事
を
し
っ
か
り
叩
き
込
ま
れ
た
。
十
代
前
半
ま
で
は
腰
元
役
な
ど
の
軽
い
役

を
勤
め
、『
鏡
獅
子
』
の
胡
蝶
も
嫌
と
い
う
ほ
ど
勤
め
て
い
た
。
姉
智
子
と
二
人
で
胡
蝶
を
し
た

こ
と
も
あ
っ
た
（
写
真
６
）。
客
席
か
ら
「
双
子
か
？
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
た
と
い
う
。
数
え

年
十
九
（
昭
和
二
十
九
年
）
の
年
に
は
叔
父
芝
寛
の
推
挙
に
よ
り
、
函
館
巴
座
の
劇
場
主
の
反

対
を
押
し
切
っ
て『
連
獅
子
』の
子
獅
子
を
踊
る
よ
う
に
な
っ
た
。性
格
的
に
も
体
力
的
に
も
し
っ

か
り
し
て
い
た
の
で
、
飛
ん
だ
り
跳
ね
た
り
す
る
よ
う
な
役
も
得
意
と
し
、「
連
獅
子
の
子
獅
子

な
ん
か
、
何
千
回
や
っ
た
か
わ
か
ら
へ
ん
」
ほ
ど
で
あ
る
。
興
行
師
籠
寅
を
介
し
て
大
江
美
智

子
の
劇
団
に
、
と
の
話
も
父
市
蔵
に
持
ち
掛
け
ら
れ
た
が
、
お
断
り
し
た
と
い
う
逸
話
も
あ
る
。

昭
和
二
十
六
年
頃
、
二
代
目
小
紫
（
智
子
）
は
結
核
を
発
病
し
た
が
、
病
が
小
康
状
態
に
な
り

舞
台
を
続
け
な
が
ら
結
婚
も
し
た
。
翌
年
に
一
児
を
儲
け
た
た
め
退
団
し
た
。
そ
こ
で
、「
岩
井

小
紫
」
の
名
跡
を
絶
え
さ
せ
た
く
な
い
と
考
え
た
父
市
蔵
は
多
恵
子
が
「
小
紫
」
を
名
乗
れ
る

よ
う
、
猛
烈
な
特
訓
を
行
っ
た
。「
稽
古
稽
古
稽
古
稽
古
の
日
々
」
だ
っ
た
と
い
う
。『
阿
古
屋
』

を
勤
め
る
た
め
に
は
三
曲
が
弾
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
琴
や
三
味
線
は
す
で
に
マ
ス
タ
ー
し

て
い
た
が
、
胡
弓
は
習
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
「
ど
う
し
て
こ
ん
な
ん
せ
な
あ
か
ん
の
、
っ
て
、

泣
き
な
が
ら
胡
弓
の
稽
古
し
た
の
」と
い
う
。姉
は
声
が
低
く
、阿
古
屋
の
唄
を
歌
っ
て
い
な
か
っ

た
た
め
「
姉
の
小
紫
の
で
き
な
い
も
の
は
何
か
、
そ
う
だ
私
に
で
き
る
の
は
唄
だ
」
と
、
歌
い

な
が
ら
阿
古
屋
を
演
ず
る
稽
古
も
重
ね
た
。
こ
う
し
て
三
代
目
岩
井
小
紫
と
し
て
舞
台
に
立
つ

よ
う
に
な
り
（
写
真
７
）、
若
く
て
も
重
い
役
が
つ
き
看
板
役
者
と
し
て
成
長
し
た
。
多
恵
子
が

阿
古
屋
を
演
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
後
、
一
時
期
劇
団
に
戻
っ
て
い
た
智
子
と
『
二
人
阿
古

屋
』
を
上
演
し
た
。
こ
れ
は
市
蔵
に
と
っ
て
は
後
ま
で
も
自
慢
の
種
に
な
っ
て
い
た
。
多
恵
子

は
弟
子
を
取
る
ま
で
に
な
っ
た
が
、昭
和
三
十
二
年
に
は
市
蔵
劇
団
の
劇
団
員
、中
村
時
若
（
兼

元
末
次
＝
豊
沢
時
若
）
と
結
婚
。
そ
れ
ま
で
は
太
夫
元
の
娘
な
の
で
「
お
嬢
さ
ん
、お
嬢
さ
ん
」

と
呼
ば
れ
劇
団
内
で
大
事
に
さ
れ
て
い
た
が
、
時
若
が
「
わ
し
の
嫁
は
ん
や
。
お
嬢
さ
ん
て
呼

ん
で
く
れ
る
な
」
と
言
っ
た
た
め
そ
れ
以
後
は
「
多
恵
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
そ
れ
以
後
も
良
い
役
が
付
く
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
か
っ
た
。
二
児
を
儲
け
る
が
、
二

人
と
も
就
学
以
前
は
子
役
と
し
て
連
れ
て
行
き
、
地
方
巡
業
を
続
け
た
。
長
男
が
学
校
に
通
う

よ
う
に
な
る
と
次
男
を
預
け
て
興
行
を
続
け
る
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
、
昭
和
四
十
六
年
頃
、
劇

団
を
抜
け
て
家
庭
に
入
っ
た
。
そ
の
直
後
結
核
を
発
症
し
、
つ
ら
い
闘
病
生
活
を
送
っ
た
が
完

治
し
た
。「
劇
団
を
抜
け
よ
う
と
思
っ
た
の
は
、
や
っ
ぱ
り
体
調
が
悪
か
っ
た
せ
い
な
の
か
も

し
れ
な
い
」
と
回
想
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
昭
和
五
十
年
に
は
市
蔵
劇
団
は
解
散
し
、
昭
和

五
十
一
年
よ
り
夫
は
義
太
夫
三
味
線
の
腕
を
買
わ
れ
て
豊
沢
時
若
と
し
て
松
竹
の
竹
本
に
加
入

し
た
。
多
恵
子
は
自
宅
で
三
味
線
や
日
舞
の
教
授
な
ど
を
し
て
い
た
が
、
振
付
師
と
し
て
の
仕

事
も
始
め
て
い
た
夫
の
補
佐
と
し
て
振
付
師
の
活
動
を
始
め
、
現
在
は
演
出
家
兼
元
多
恵
子
あ

る
い
は
振
付
師
岩
井
小
紫
の
名
で
、
舞
台
創
造
研
究
所
や
滋
賀
県
長
浜
市
の
曳
山
子
供
歌
舞
伎

や
三
役
修
行
塾
振
付
け
部
な
ど
で
歌
舞
伎
の
振
付
指
導
を
し
て
い
る
。
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浜
の
劇
場
に
も
出
て
い
た
時
期
が
あ
り
、
身
体
が
大
き
か
っ
た
の
で
敵
役
を
主
に
演
じ
て
い
た

（
写
真
５
）。
そ
の
後
、
太
夫
元
と
し
て
自
ら
の
劇
団
を
立
ち
上
げ
、
座
頭
と
し
て
も
勤
め
た
が
、

太
夫
元
と
し
て
の
手
腕
は
な
か
な
か
で
、
集
客
力
の
あ
る
座
組
、
演
目
構
成
を
す
る
こ
と
に
長

け
て
い
た
と
い
う
。
戦
中
戦
後
は
娘
の
智
子
（
二
代
目
小
紫
）
を
連
れ
て
市
松
延
見
子
の
一
座

や
細
川
興
行
に
加
入
し
た
時
期
も
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
八
年
前
後
、
興
行
師
の
出
浦
（
元
竹
本

越
雄
太
夫
）
を
介
し
て
「
三
河
屋
市
川
市
蔵
」
の
名
前
を
襲
名
し
た
。
そ
の
時
に
は
何
か
の
書

き
も
の
と
刀
を
一
振
り
頂
戴
し
て
き
た
と
い
う
。
そ
し
て
昭
和
三
十
年
頃
か
ら
「
市
川
市
蔵
劇

団
」
の
名
前
で
活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
最
盛
期
は
四
、五
十
人
の
団
員
を
抱
え

て
い
た
。
集
客
の
良
い
劇
団
だ
っ
た
せ
い
か
、松
竹
か
ら
劇
団
を
専
属
に
と
の
申
し
入
れ
も
あ
っ

た
が
、
お
断
り
し
た
と
い
う
。
岐
阜
県
下
呂
市
鳳
凰
座
の
座
主
の
息
子
で
あ
る
竹
本
美
功
太
夫

（
中
島
功
）
は
、鳳
凰
座
に
来
る
中
芝
居
劇
団
の
中
で
「
一
番
値
の
高
い
の
が
市
蔵
劇
団
だ
っ
た
」

と
記
憶
し
て
い
る
。
昭
和
四
十
年
代
後
半
に
は
太
夫
元
を
息
子
た
ち
に
譲
っ
た
が
、
昭
和
五
十

年
の
劇
団
解
散
ま
で
現
役
の
役
者
を
勤
め
た
。
昭
和
五
十
六
年
一
月
没
。

初
代
大
和
屋
岩
井
小
紫
＝
巽
太
夫
の
義
弟
　
巽
太
夫
（
藤
田
謙
治
郎
）
の
妻
、（
瀬
波
）
た
か
（
明

治
三
十
三
年
生
）
の
妹
の
夫
が
大
和
屋
岩
井
小
紫
を
名
乗
る
役
者
で
あ
っ
た
。
本
名
、
生
没
年

は
不
明
で
あ
る
。
小
芝
居
（
中
芝
居
）
系
か
ら
大
歌
舞
伎
に
入
り
名
題
に
な
っ
た
が
、
主
に
小

芝
居
で
活
躍
し
た
よ
う
で
あ
る
。
大
和
屋
岩
井
小
紫
の
名
跡
は
岩
井
半
四
郎
系
の
名
前
だ
が
、

こ
こ
で
取
り
上
げ
る
小
紫
が
大
歌
舞
伎
の
名
跡
に
繋
が
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
別
に
論
じ
た
い
。
本
稿
で
は
、「
岩
井
小
紫
」
は
市
蔵
劇
団
内
で
そ
の
後
も
保
持
し
た
名

跡
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
「
初
代
」
と
し
て
お
く
。
昭
和
四
年
の
読
売
新
聞
の
記
事（
註
32
）

に
は
「
小
芝
居
の
達
者
ど
こ
ろ
」
と
し
て
岩
井
小
紫
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
先
に
述
べ
た

よ
う
に
、
松
尾
国
三
（
当
時
は
嵐
三
五
郎
）
が
昭
和
六
年
に
ア
メ
リ
カ
公
演
を
し
た
際
、
小
紫

も
参
加
し
た
可
能
性
が
あ
る
（
写
真
１
）。
ま
た
、
昭
和
十
一
年
九
月
、
東
京
本
所
の
寿
劇
場

に
於
い
て
市
川
鶴
之
助（
註
33
） 

・
実
川
延
松（
註
34
）ら
を
上
置
き
と
す
る
一
座
で
小
紫
は
「
東
都

初
お
目
見
え
」
を
し
、『
新
口
村
』
の
梅
川
、『
黒
手
組
助
六
』
の
揚
巻
な
ど
を
演
じ
て
い
る
。

ま
た
、
昭
和
十
二
年
十
二
月
か
ら
は
延
見
子
の
一
座
で
、
十
三
年
三
月
ま
で
寿
座
に
出
演
し
て

い
る（
註
35
）。
寿
座
に
名
前
が
の
ぼ
ら
な
く
な
っ
た
昭
和
十
三
年
後
半
あ
る
い
は
昭
和
十
四
、五

年
頃
よ
り
、
藤
田
栄
（
市
蔵
）
が
率
い
る
劇
団
に
入
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
巽
太
夫
は
「
興

行
師
を
し
た
い
タ
イ
プ
」
だ
っ
た
た
め
、義
理
の
弟
で
あ
る
小
紫
に
声
を
か
け
た
よ
う
で
あ
る
。

六
代
目
沢
村
田
之
助
の
エ
ッ
セ
イ（
註
36
）の
中
に
、
昭
和
十
五
年
に
地
方
巡
業
で
新
潟
に
行
っ

た
際
「
地
方
の
芝
居
の
超
人
気
役
者
岩
井
小
紫
」
が
一
座
し
、『
乗
合
船
』
の
外
題
で
「
伯
父

高
助
と
父
の
太
夫
、
万
蔵
」、
そ
し
て
白
酒
売
を
岩
井
小
紫
が
勤
め
た
と
い
う
。
そ
し
て
切
狂

言
は
『
本
朝
廿
四
孝
』
奥
庭
の
場
で
八
重
垣
姫
を
小
紫
が
勤
め
た
。
田
之
助
は
「
と
に
か
く
美

し
い
女
方
さ
ん
で
し
た
」と
回
想
し
て
い
る
。「
こ
の
人
は
の
ち
に
大
歌
舞
伎
に
入
り
ま
し
た
が
、

気
の
毒
に
腰
元
の
よ
う
な
役
ば
か
り
、
私
が
芝
居
の
世
界
に
戻
っ
た
こ
ろ
は
も
う
顔
は
見
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
た
ぶ
ん
故
郷
に
戻
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
召

集
さ
れ
、
す
ぐ
に
戦
死
し
た
。「
女
方
の
体
つ
き
の
人
だ
っ
た
の
に
、（
兵
隊
と
し
て
）
お
ま
え

勤
ま
る
か
と
聞
か
れ
て
、
は
い
、
っ
て
言
っ
ち
ゃ
っ
た
ら
し
い
の
よ
。
兵
隊
の
格
好
を
し
て
泣

き
な
が
ら
楽
屋
を
出
て
出
征
し
て
行
っ
た
」
そ
う
で
あ
り
、
多
恵
子
弟
の
勝
三
は
お
ぼ
ろ
げ
に

そ
の
姿
を
覚
え
て
い
る
と
い
う
。多
恵
子
は
彼
の
舞
台
を
記
憶
し
て
い
な
い
が
、彼
女
の
父
、兄
、

姉
た
ち
は
初
代
小
紫
が
「
良
い
役
者
だ
っ
た
」
こ
と
を
記
憶
し
て
い
た
と
い
う
。

三
河
屋
市
川
荒
五
郎
＝
市
蔵
長
男
の
良
浩
　
市
蔵
の
長
男
、
三
河
屋
市
川
荒
五
郎
の
本
名
は
藤

田
良
浩
。
大
正
十
三
年
十
一
月
に
神
戸
市
で
生
ま
れ
た
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
劇
団
で
役
者
修
業

を
し
た
よ
う
で
あ
る
。「
荒
五
郎
」
襲
名
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、「
市
川
市
蔵
」
襲
名
と

同
時
期
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
荒
事
師
の
役
柄
だ
っ
た
と
い
う
。
昭
和
三
十
三
年
前
後
、

太
夫
元
と
し
て
余
裕
の
で
き
た
市
蔵
は
も
う
一
つ
劇
団
を
作
り
、「
二
部
」
と
呼
ん
で
い
た
そ

の
劇
団
の
太
夫
元
を
荒
五
郎
に
任
せ
た
が
、一
年
ほ
ど
で
そ
の
劇
団
は
市
蔵
劇
団
に
吸
収
し
た
。

市
蔵
劇
団
解
散
後
は
妻
キ
ミ
エ
（
岩
井
此
の
糸
）
の
実
家
で
あ
る
福
岡
県
八
幡
市
に
住
み
、
舞

踊
の
鬘
屋
と
顔
師
を
営
ん
だ
。
現
在
は
荒
五
郎
の
息
子
が
継
承
し
て
い
る
。

二
代
目
大
和
屋
岩
井
小
紫
＝
市
蔵
長
女
の
智
子
　
市
蔵
の
長
女
智
子
は
昭
和
四
年
六
月
、
神
戸

市
で
生
ま
れ
た
。
市
蔵
は
智
子
を
大
変
に
可
愛
が
り
、
役
者
と
し
て
の
英
才
教
育
を
施
し
た
。

市
蔵
自
身
が
加
入
す
る
劇
団
に
は
智
子
を
連
れ
て
行
っ
た
。市
松
延
見
子
の
一
座
に
も
加
入
し
、

延
見
子
の
部
屋
子
と
し
て
修
業
も
し
た
。
市
蔵
は
智
子
を
延
見
子
の
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て

い
た
。
智
子
も
そ
れ
に
こ
た
え
、
松
本
高
麗
之
助
の
一
座
で
は
十
代
に
も
か
か
わ
ら
ず
『
黒
手

組
助
六
』
で
揚
巻
を
演
じ
、
細
川
興
行
に
加
入
し
た
時
は
父
、
栄
（
芸
名
不
詳
）
の
甚
五
郎
で

京
人
形
を
演
じ
た
。
五
代
目
嵐
珏
蔵
（
の
ち
の
五
代
目
嵐
璃
珏
）（
註
37
）と
六
代
目
嵐
み
ん
し

（
註
38
）が
父
の
劇
団
の
上
置
き
で
居
た
時
に
は
珏
蔵
の
十
次
郎
で
初
菊
を
演
じ
た
。『
阿
古
屋
』

で
は
三
曲
も
こ
な
し
、
存
在
感
の
あ
る
女
方
を
勤
め
ら
れ
る
器
量
と
力
量
を
持
っ
て
い
た
。
ま

た
初
代
小
紫
の
芸
を
よ
く
見
て
お
り
、「
小
紫
さ
ん
の
型
は
こ
う
だ
っ
た
」
と
よ
く
覚
え
て
い

た
と
い
う
。
初
代
小
紫
が
出
征
し
た
後
、「
岩
井
小
紫
」
の
名
跡
を
智
子
が
継
ぎ
、
岩
井
小
紫
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劇
団
と
し
て
智
子
を
看
板
と
す
る
劇
団
で
活
動
し
た

の
が
昭
和
二
十
二
年
頃
か
ら
で
あ
る
。
智
子
は
昭
和

二
十
六
年
頃
結
核
を
発
病
し
一
時
期
舞
台
を
降
板
し

た
が
、
昭
和
二
十
七
年
に
興
行
師
の
清
水
弘
と
結
婚

し
、
昭
和
二
十
八
年
に
は
一
児
を
儲
け
た
。
出
産
後

は
時
々
劇
団
に
参
加
し
そ
の
頃
は
雪
之
丞
と
名
乗
っ

て
い
た
。
妹
の
多
恵
子
と
と
も
に
阿
古
屋
が
演
じ
ら

れ
る
役
者
が
二
人
い
る
と
の
こ
と
で
『
二
人
阿
古
屋
』

を
上
演
出
来
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
が
、
元
々

か
ら
だ
が
強
く
な
か
っ
た
智
子
は
結
核
が
再
発
し
、

残
念
な
こ
と
に
昭
和
三
十
三
年
三
月
、
満
二
十
八
歳

で
亡
く
な
っ
た
。

三
代
目
大
和
屋
岩
井
小
紫
＝
市
蔵
次
女
の
多
恵
子
　

市
蔵
の
次
女
、
多
恵
子
は
昭
和
十
一
年
八
月
、
愛
知

県
岡
崎
市
の
藤
田
家
で
生
ま
れ
た
。
昭
和
十
五
年
、

数
え
年
五
歳
の
時
に
『
壷
坂
霊
験
記
』
の
観
音
役
で
初

舞
台
を
踏
ん
だ
。
場
所
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
時
は
伯

父
竹
本
巽
太
夫
が
抱
き
か
か
え
て
後
見
を
し
、
台せ
り
ふ詞

も

巽
太
夫
が
言
っ
た
こ
と
を
彼
女
は
覚
え
て
い
る
。
そ
の

後
も
市
川
鶴
之
助
や
松
本
高
麗
之
助
の
一
座
な
ど
、
父

が
加
入
す
る
劇
団
の
子
役
と
し
て
舞
台
に
立
っ
た
。
小

学
校
在
学
中
は
岡
崎
市
の
父
方
伯
母
の
家
に
暮
ら
し
、

夏
休
み
な
ど
に
は
子
役
や
中
子
供
の
役
柄
で
劇
団
と
行
動
を
共
に
し
た
。
幼
い
時
か
ら
坂
東
流

日
舞
を
習
い
、
母
か
ら
は
長
唄
の
三
味
線
や
唄
を
習
っ
た
。
姉
智
子
の
後
見
を
し
な
が
ら
琴
も

習
得
。
義
太
夫
の
三
味
線
も
語
り
も
自
然
と
覚
え
た
と
い
う
。
ま
た
、
母
方
の
叔
父
二
代
目
中

村
芝
寛
か
ら
所
作
事
を
し
っ
か
り
叩
き
込
ま
れ
た
。
十
代
前
半
ま
で
は
腰
元
役
な
ど
の
軽
い
役

を
勤
め
、『
鏡
獅
子
』
の
胡
蝶
も
嫌
と
い
う
ほ
ど
勤
め
て
い
た
。
姉
智
子
と
二
人
で
胡
蝶
を
し
た

こ
と
も
あ
っ
た
（
写
真
６
）。
客
席
か
ら
「
双
子
か
？
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
た
と
い
う
。
数
え

年
十
九
（
昭
和
二
十
九
年
）
の
年
に
は
叔
父
芝
寛
の
推
挙
に
よ
り
、
函
館
巴
座
の
劇
場
主
の
反

対
を
押
し
切
っ
て『
連
獅
子
』の
子
獅
子
を
踊
る
よ
う
に
な
っ
た
。性
格
的
に
も
体
力
的
に
も
し
っ

か
り
し
て
い
た
の
で
、
飛
ん
だ
り
跳
ね
た
り
す
る
よ
う
な
役
も
得
意
と
し
、「
連
獅
子
の
子
獅
子

な
ん
か
、
何
千
回
や
っ
た
か
わ
か
ら
へ
ん
」
ほ
ど
で
あ
る
。
興
行
師
籠
寅
を
介
し
て
大
江
美
智

子
の
劇
団
に
、
と
の
話
も
父
市
蔵
に
持
ち
掛
け
ら
れ
た
が
、
お
断
り
し
た
と
い
う
逸
話
も
あ
る
。

昭
和
二
十
六
年
頃
、
二
代
目
小
紫
（
智
子
）
は
結
核
を
発
病
し
た
が
、
病
が
小
康
状
態
に
な
り

舞
台
を
続
け
な
が
ら
結
婚
も
し
た
。
翌
年
に
一
児
を
儲
け
た
た
め
退
団
し
た
。
そ
こ
で
、「
岩
井

小
紫
」
の
名
跡
を
絶
え
さ
せ
た
く
な
い
と
考
え
た
父
市
蔵
は
多
恵
子
が
「
小
紫
」
を
名
乗
れ
る

よ
う
、
猛
烈
な
特
訓
を
行
っ
た
。「
稽
古
稽
古
稽
古
稽
古
の
日
々
」
だ
っ
た
と
い
う
。『
阿
古
屋
』

を
勤
め
る
た
め
に
は
三
曲
が
弾
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
琴
や
三
味
線
は
す
で
に
マ
ス
タ
ー
し

て
い
た
が
、
胡
弓
は
習
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
「
ど
う
し
て
こ
ん
な
ん
せ
な
あ
か
ん
の
、
っ
て
、

泣
き
な
が
ら
胡
弓
の
稽
古
し
た
の
」と
い
う
。姉
は
声
が
低
く
、阿
古
屋
の
唄
を
歌
っ
て
い
な
か
っ

た
た
め
「
姉
の
小
紫
の
で
き
な
い
も
の
は
何
か
、
そ
う
だ
私
に
で
き
る
の
は
唄
だ
」
と
、
歌
い

な
が
ら
阿
古
屋
を
演
ず
る
稽
古
も
重
ね
た
。
こ
う
し
て
三
代
目
岩
井
小
紫
と
し
て
舞
台
に
立
つ

よ
う
に
な
り
（
写
真
７
）、
若
く
て
も
重
い
役
が
つ
き
看
板
役
者
と
し
て
成
長
し
た
。
多
恵
子
が

阿
古
屋
を
演
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
後
、
一
時
期
劇
団
に
戻
っ
て
い
た
智
子
と
『
二
人
阿
古

屋
』
を
上
演
し
た
。
こ
れ
は
市
蔵
に
と
っ
て
は
後
ま
で
も
自
慢
の
種
に
な
っ
て
い
た
。
多
恵
子

は
弟
子
を
取
る
ま
で
に
な
っ
た
が
、昭
和
三
十
二
年
に
は
市
蔵
劇
団
の
劇
団
員
、中
村
時
若
（
兼

元
末
次
＝
豊
沢
時
若
）
と
結
婚
。
そ
れ
ま
で
は
太
夫
元
の
娘
な
の
で
「
お
嬢
さ
ん
、お
嬢
さ
ん
」

と
呼
ば
れ
劇
団
内
で
大
事
に
さ
れ
て
い
た
が
、
時
若
が
「
わ
し
の
嫁
は
ん
や
。
お
嬢
さ
ん
て
呼

ん
で
く
れ
る
な
」
と
言
っ
た
た
め
そ
れ
以
後
は
「
多
恵
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
そ
れ
以
後
も
良
い
役
が
付
く
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
か
っ
た
。
二
児
を
儲
け
る
が
、
二

人
と
も
就
学
以
前
は
子
役
と
し
て
連
れ
て
行
き
、
地
方
巡
業
を
続
け
た
。
長
男
が
学
校
に
通
う

よ
う
に
な
る
と
次
男
を
預
け
て
興
行
を
続
け
る
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
、
昭
和
四
十
六
年
頃
、
劇

団
を
抜
け
て
家
庭
に
入
っ
た
。
そ
の
直
後
結
核
を
発
症
し
、
つ
ら
い
闘
病
生
活
を
送
っ
た
が
完

治
し
た
。「
劇
団
を
抜
け
よ
う
と
思
っ
た
の
は
、
や
っ
ぱ
り
体
調
が
悪
か
っ
た
せ
い
な
の
か
も

し
れ
な
い
」
と
回
想
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
昭
和
五
十
年
に
は
市
蔵
劇
団
は
解
散
し
、
昭
和

五
十
一
年
よ
り
夫
は
義
太
夫
三
味
線
の
腕
を
買
わ
れ
て
豊
沢
時
若
と
し
て
松
竹
の
竹
本
に
加
入

し
た
。
多
恵
子
は
自
宅
で
三
味
線
や
日
舞
の
教
授
な
ど
を
し
て
い
た
が
、
振
付
師
と
し
て
の
仕

事
も
始
め
て
い
た
夫
の
補
佐
と
し
て
振
付
師
の
活
動
を
始
め
、
現
在
は
演
出
家
兼
元
多
恵
子
あ

る
い
は
振
付
師
岩
井
小
紫
の
名
で
、
舞
台
創
造
研
究
所
や
滋
賀
県
長
浜
市
の
曳
山
子
供
歌
舞
伎

や
三
役
修
行
塾
振
付
け
部
な
ど
で
歌
舞
伎
の
振
付
指
導
を
し
て
い
る
。
　

写真7 三代目小紫　『本蔵下屋敷』三千歳姫 写真6 二代目小紫（左）と三代目小紫　『鏡獅子』胡蝶
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若
は
初
代
の
没
後
、
昭
和
四
十
五
年
に
二
代
目
中
村
福
太
郎
を
襲
名
し
た
（
写
真
10
）。
も
と

も
と
三
味
線
に
興
味
が
あ
り
、
役
者
修
業
の
一
環
と
し
て
、
妻
に
は
内
緒
で
義
太
夫
の
修
業
も

始
め
た
。
昭
和
三
十
五
年
か
ら
鶴
沢
新
二
、つ
い
で
淡
路
人
形
義
太
夫
豊
沢
権
七
に
師
事
し
た
。

昭
和
四
十
年
を
過
ぎ
た
頃
、
劇
団
員
も
減
少
す
る
中
で
「
ち
ょ
っ
と
居
並
び
に
出
て
み
る
か
」

と
師
匠
連
に
言
わ
れ
て
役
者
と
三
味
線
方
を
兼
ね
る
よ
う
に
な
っ
た
。劇
団
が
解
散
す
る
直
前
、

京
都
甲
部
歌
舞
練
場
で
市
蔵
劇
団
が
芝
居
を
掛
け
て
い
た
時
、
南
座
か
ら
松
竹
の
竹
本
の
綾
太

夫
と
藤
太
夫
が
見
に
来
て
お
り
、
彼
ら
が
時
若
の
三
味
線
を
気
に
入
り
「
あ
の
子
、
ウ
チ
に
欲

し
い
」
と
申
し
入
れ
た
。
仲
介
し
た
の
は
細
川
興
行
の
元
太
夫
元
で
当
時
松
竹
の
竹
本
に
入
っ

て
い
た
豊
沢
重
松
で
あ
っ
た
。
ま
だ
市
蔵
劇
団
は
存
続
し
て
い
た
の
で
、劇
団
が
解
散
し
た
後
、

昭
和
五
十
一
年
よ
り
三
味
線
方
豊
沢
時
若
と
し
て
松
竹
歌
舞
伎
の
竹
本
に
加
入
し
た
。
当
時
の

竹
本
連
中
は
巽
太
夫
（
藤
田
謙
治
郎
）
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
、
例
え
ば
野
沢
松
三
郎
ら
が

ト
ッ
プ
の
位
置
に
い
た
の
で
、
時
若
は
か
わ
い
が
ら
れ
た
と
い
う
。
ま
た
岳
父
市
蔵
は
興
行
師

藤
田
と
し
て
も
名
が
通
っ
て
い
た
の
で
「
藤
田
さ
ん
と
こ
の
婿
は
ん
か
い
な
」
と
い
う
意
味
で

も
可
愛
が
っ
て
も
ら
え
た
。
加
入
後
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
綾
太
夫
が
「
あ
ん
た
の
所
で

『
嫗
こ
も
ち

山や
ま
ん
ば姥

』
や
っ
て
た
女
優
さ
ん
は
今
ど
こ
に
い
る
の
？
」
と
聞
く
の
で
「
そ
れ
、
わ
た
し
や

が
な
」
と
大
笑
い
し
た
と
い
う
。
時
若
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
関
西
系
歌
舞
伎
の
役
者
の
動

き
に
は
精
通
し
て
い
た
。
あ
る
時
三
代
目
実
川
延
若
が
舞
台
上
で
詰
ま
っ
た
場
面
で
時
若
が
三

味
線
で
そ
れ
を
カ
バ
ー
し
た
。役
者
の
動
き
を
知
っ
て
い
る
か
ら
で
き
た
フ
ォ
ロ
ー
で
あ
っ
た
。

そ
れ
を
大
変
喜
ん
だ
延
若
が
時
若
を
信
頼
し
、
そ
の
後
時
若
を
重
用
し
た
。
九
代
目
宗
十
郎
や

二
代
目
鴈
治
郎
、
十
三
代
目
片
岡
仁
左
衛
門
か
ら
も
関
西
風
の
歌
舞
伎
を
知
っ
て
い
る
こ
と
で

信
頼
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
平
成
十
二
年
頃
か
ら
は
舞
台
創
造
研
究
所
で
行
わ
れ
た
歌
舞
伎

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
小
芝
居
再
発
見
」
で
演
出
を
手
掛
け
る
よ
う
に
な
り
、
演
出
家
兼
元
末
次
、
振

付
師
中
村
福
太
郎
と
し
て
も
活
動
し
た
。
平
成
二
十
三
年
十
二
月
没
。

［
初
代
市
川
団
四
郎
の
今
井
家
］

初
代
成
田
屋
市
川
団
四
郎
＝
今
井
由
吉
　
初
代
市
川
団
四
郎
（
本
名
今
井
由
吉
）
は
明
治

三
十
九
年
、
岐
阜
県
柳
瀬
に
生
ま
れ
た（
註
42
）。
数
え
年
二
十
八
歳
の
時
自
ら
が
座
頭
と
な
り

一
座
を
結
成
し
た
。
函
館
市
で
芸
妓
を
し
て
い
た
佐
藤
利
枝
と
結
婚
し
、
函
館
を
本
拠
地
と
し

て
各
地
を
巡
業
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
北
海
道
で
は
人
気
の
あ
る
一
座
だ
っ
た
。
昭
和

十
二
年
に
初
代
中
村
芝
寛
（
大
森
運
平
）
が
亡
く
な
る
と
、芝
寛
の
妻
ち
ゑ
、二
代
目
芝
寛
（
大

森
栄
）、
登
美
子
は
団
四
郎
一
座
に
加
入
し
た
。
昭
和
二
十
六
年
に
初
代
芝
寛
の
妻
ち
ゑ
が
亡

く
な
る
と
、
二
代
目
芝
寛
ら
大
森
家
の
人
々
は
市
蔵
劇
団
に
加
入
し
た
。
こ
う
し
た
縁
で
そ
の

後
、
市
蔵
の
劇
団
と
団
四
郎
の
一
座
と
は
交
流
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
市
蔵
劇
団
か
ら
函
館
の
公

演
の
応
援
に
行
く
こ
と
も
あ
っ
た
。
昭
和
三
十
四
年
に
団
四
郎
一
座
は
解
散
し
た
が
、
市
蔵
劇

団
の
公
演
に
は
初
代
団
四
郎
も
役
者
と
し
て
舞
台
に
上
が
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
昭
和
三
十
八
年

か
ら
十
一
年
間
、
函
館
の
棒
仁
デ
パ
ー
ト
の
ホ
ー
ル
で
、
団
四
郎
一
座
の
正
月
公
演
と
い
う
形

で
の
上
演
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
時
は
市
蔵
劇
団
か
ら
市
蔵
、
初
代
福
太
郎
、
三
代
目
小
紫
、
二

代
目
福
太
郎
（
時
若
）、
三
代
目
芝
寛
（
勝
三
）
ら
が
初
代
団
四
郎
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
舞

台
を
盛
り
上
げ
た
。
昭
和
四
十
六
年
に
は
市
蔵
次
男
勝
三
と
団
四
郎
長
女
由
枝
が
結
婚
し
、
勝

三
は
二
代
目
団
四
郎
を
襲
名
し
た
。
こ
の
よ
う
に
大
森
家
と
藤
田
家
と
今
井
家
は
深
く
つ
な

が
っ
て
い
る
。

河
原
市
松
＝
若
柳
英
利
＝
初
代
団
四
郎
妻
の
利
枝
　
旧
姓
佐
藤
利
枝
は
函
館
で
芸
妓
を
し
て
お

り
、地
方
巡
業
し
て
い
た
初
代
団
四
郎
（
由
吉
）
と
知
り
合
い
、所
帯
を
持
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、

団
四
郎
の
本
拠
地
が
岐
阜
で
は
な
く
函
館
に
な
っ
た
。
利
枝
は
若
柳
英
利
の
芸
名
を
始
め
と
し

て
数
多
く
の
師
範
免
許
を
持
ち
、
若
柳
流
日
舞
は
も
ち
ろ
ん
、
長
唄
、
義
太
夫
な
ど
の
三
味
線

か
ら
鳴
り
物
、
は
て
は
床
山
ま
で
、
す
べ
て
を
こ
な
せ
る
人
で
あ
る
。
函
館
の
芸
妓
の
指
導
は

一
手
に
引
き
受
け
て
い
た
。
団
四
郎
一
座
の
役
者
、
河
原
市
松
と
し
て
も
活
躍
し
、
下
座
も
担

当
し
て
い
た
。

市
松
由
枝
＝
若
柳
利
勝
枝
＝
初
代
団
四
郎
の
長
女
由
枝
＝
二
代
目
団
四
郎
の
妻
　
昭
和
二
十
一

年
一
月
、
函
館
生
ま
れ
。
東
京
の
浅
草
で
芸
妓
を
し
て
い
た
。
母
利
枝
同
様
、
日
舞
、
三
味
線
、

唄
、鳴
り
物
と
す
べ
て
に
長
け
て
い
る
。
市
蔵
劇
団
の
解
散
間
近
に
は
夫
と
共
に
劇
団
に
属
し
、

『
義
経
千
本
桜 

吉
野
山
』
の
静
御
前
な
ど
所
作
事
の
役
者
と
し
て
舞
台
に
立
っ
た
。
現
在
は
函

館
で
日
舞
の
流
派
市
松
流
を
夫
と
と
も
に
立
ち
上
げ
、
家
元
、
市
松
由
枝
と
し
て
活
動
し
て
い

る
。
市
松
流
の
名
は
母
の
芸
名
に
ち
な
ん
で
付
け
た
と
い
う
。
夫
が
指
導
し
て
い
た
函
館
名
士

劇
で
は
鳴
り
物
・
下
座
の
担
当
及
び
女
方
の
指
導
も
し
、
や
は
り
夫
が
振
付
指
導
を
し
て
い
る

各
地
の
子
供
歌
舞
伎
で
は
、
鳴
り
物
、
下
座
に
加
え
て
衣
裳
・
鬘
屋
と
し
て
も
活
動
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
大
森
家
、
藤
田
家
そ
し
て
今
井
家
と
役
者
の
家
族
の
繋
が
り
に
よ
っ
て
、
歌

舞
伎
専
門
の
市
蔵
劇
団
は
維
持
さ
れ
た
。
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
小
芝
居
・
中
芝
居
の
大
物
、

座
頭
級
の
役
者
も
劇
団
員
と
な
り
舞
台
を
華
や
か
に
し
た
が
、彼
ら
は
出
入
り
が
激
し
か
っ
た
。
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三
代
目
中
村
芝
寛
＝
二
代
目
市
川
団
四

郎
＝
市
蔵
次
男
の
勝
三
　
市
蔵
次
男

（
本
名
今
井
勝
三
）
は
昭
和
十
五
年
二

月
、
福
岡
県
八
幡
市
で
生
ま
れ
た
。
初

舞
台
は
お
そ
ら
く
数
え
年
四
歳
く
ら
い

で
、
未
就
学
期
は
子
役
を
務
め
た
。
中

学
の
頃
よ
り
父
市
蔵
の
劇
団
に
同
行
す

る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
父
の
教
育
方
針

に
よ
り
、
下
廻
り
か
ら
修
業
を
し
た
。
叔
父
の
二
代
目
芝
寛
か
ら
は
所
作
事
も
仕
込
ま
れ
た
。

所
作
事
と
二
枚
目
（
写
真
８
）
を
得
意
と
し
た
が
、
器
用
な
の
で
三
枚
目
も
含
め
様
々
な
役
を

こ
な
せ
る
役
者
と
な
っ
た
。
父
の
前
名
嵐
伝
二
郎
な
ど
を
名
乗
っ
て
い
た
が
、
二
代
目
芝
寛
引

退
後
、
三
代
目
中
村
芝
寛
を
襲
名
し
た
。
昭
和
四
十
六
年
に
初
代
市
川
団
四
郎
の
長
女
、
今
井

由
枝
と
結
婚
し
、
函
館
を
本
拠
地
と
す
る
よ
う
に
な
る
。
岳
父
団
四
郎
の
名
を
襲
名
し
、
二
代

目
市
川
団
四
郎
と
な
っ
た
。
市
蔵
劇
団
解
散
後
、
岳
父
の
活
動
を
引
き
継
ぎ
、
函
館
名
士
劇
の

振
付
指
導
を
行
っ
た
。
石
川
県
小
松
市
曳
山
祭
子
供
歌
舞
伎
の
太
夫
で
あ
っ
た
人
が
、
役
者
時

代
か
ら
の
団
四
郎
の
芸
を
見
知
っ
て
お
り
、
そ
の
人
か
ら
子
供
歌
舞
伎
の
指
導
を
依
頼
さ
れ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
小
松
市
や
滋
賀
県
長
浜
市
の
曳
山
子
供
歌
舞
伎
お
よ
び
函
館
子
ど
も
歌

舞
伎
な
ど
の
振
付
指
導
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
現
在
に
至
る
。

岩
井
此
の
糸
＝
市
川
荒
五
郎
妻
キ
ミ
エ
　
大
正
十
年
十
月
、
福
岡
県
八
幡
市
生
ま
れ
。
二
代
目

小
紫
の
智
子
が
昭
和
二
十
六
年
頃
、
病
気
休
業
し
て
看
板
役
者
が
欠
け
た
た
め
、
役
者
を
引
退

し
て
福
岡
県
に
住
ん
で
い
た
初
代
芝
寛
の
娘
婿
、
中
村
芝
之
助
（
小
川
徳
蔵
）
が
一
時
期
劇
団

に
加
入
し
て
そ
の
穴
を
埋
め
た
。
こ
の
芝
之
助
が
、
北
九
州
の
少
女
歌
劇
団
で
邦
楽
の
舞
踊
を

踊
っ
て
い
た
伊
藤
キ
ミ
エ
を
市
蔵
に
紹
介
し
た
。
キ
ミ
エ
は
藤
間
流
を
習
得
し
て
い
た
。「
岩

井
小
紫
」
の
名
を
消
し
た
く
な
か
っ
た
市
蔵
は
、
次
女
多
恵
子
が
役
者
と
し
て
成
長
す
る
ま
で

の
一
時
期
、
臨
時
で
「
岩
井
小
紫
」
を
名
乗
ら
せ
、
ま
た
多
恵
子
が
引
退
後
に
は
四
代
目
小
紫

を
名
乗
ら
せ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
主
に
岩
井
此
の
糸
の
名
で
劇
団
解
散
ま
で
活
動
し
た
。
劇

団
解
散
後
、
小
紫
の
名
を
多
恵
子
に
返
上
し
、
夫
良
浩
と
と
も
に
実
家
の
八
幡
市
に
戻
り
、
実

父
が
営
ん
で
い
た
鬘
屋
を
継
い
だ
。

中
村
時
若
＝
二
代
目
中
村
福
太
郎
＝
竹
本
三
味
線
豊
沢
時
若
＝
多
恵
子
夫
の
兼
元
末
次
　
兼
元

末
次
は
昭
和
六
年
、
京
都
市
生
ま
れ
。
芸
事
の
好
き
な
親
の
影
響
も
あ
り
、
子
供
の
頃
か
ら
芝

居
が
好
き
で
藤
間
流
の
日
舞
を
習
っ
た
。
京
都
市
内
の
劇
場
に
通
い
詰
め「
芝
居
漬
け
」に
な
っ

て
い
た
と
い
う
。
昭
和
二
十
年
、
十
四
歳
で
女
役
者
の
中
村
時
子
の
弟
子
と
な
り
、
九
月
に
京

都
南
大
正
座
『
蝶
花
形
名
歌
島
台
』
の
小
坂
部
館
の
笹
市
で
初
舞
台
を
踏
ん
だ（
註
39
）。
中
村

時
子
は
明
治
三
十
七
年
頃
に
は
チ
ン
コ
芝
居（
註
40
）の
座
頭
に
な
り
、
長
じ
て
も
女
役
者
と
し

て
活
躍
し
て
い
た（
註
41
）。
末
次
が
入
門
し
た
頃
に
は
時
子
が
座
頭
で
、
男
女
混
合
の
劇
団
を

率
い
て
い
た
と
い
う
。
時
の
字
を
も
ら
っ
て
中
村
時
若
を
名
乗
り
、
役
者
と
し
て
活
動
し
た
。

時
子
は
二
代
目
鴈
治
郎
も
「
時
子
さ
ん
な
ら
」
と
認
め
る
よ
う
な
役
者
だ
っ
た
と
い
い
、
時
若

は
後
々
ま
で
尊
敬
し
た
が
、
入
門
二
年
目
に
時
子
は
死
去
。
そ
の
後
は
、
い
ろ
い
ろ
な
劇
団
に

加
入
し
て
修
業
し
た
。
昭
和
二
十
二
年
頃
に
は
一
時
期
、
藤
田
栄
（
市
蔵
）
の
劇
団
に
加
入
し

た
り
、
細
川
興
行
に
加
入
し
た
り
し
て
い
た
。
こ
の
頃
、
新
鋭
歌
舞
伎
で
中
心
的
だ
っ
た
片
岡

秀
郎
か
ら
様
々
な
型
や
心
得
を
教
え
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。
細
川
興
行
に
在
籍
し
て
い
た
中
村

扇
助
（
二
代
目
鴈
治
郎
の
弟
子
）
の
弟
子
に
な
っ
て
い
た
時
期
も
あ
る
。
昭
和
三
十
一
年
頃
、

女
役
者
嵐
八
千
代
が
率
い
る
劇
団
の
『
太
功
記
十
段
目
』
の
初
菊
役
と
し
て
声
が
か
か
っ
た
が
、

十
次
郎
と
『
日
高
川
』
の
清
姫
役
で
声
を
か
け
、
劇
団
と
し
て
も
大
き
か
っ
た
市
蔵
劇
団
に
加

入
し
た
。多
恵
子
に
言
わ
せ
れ
ば「
私

も
梅
川
」「
ワ
シ
も
梅
川
」
の
よ
う

に
同
じ
役
柄
で
、
ラ
イ
バ
ル
関
係
で

も
あ
っ
た
。『
太
功
記
十
段
目
』
で

は
時
若
の
十
次
郎
に
多
恵
子
が
初
菊

を
す
る
よ
う
な
関
係
だ
っ
た
が
、
縁

あ
っ
て
二
人
は
結
婚
し
た
。そ
の
後
、

二
代
目
鴈
治
郎
の
扇
雀
時
代
に
女
房

役
を
し
新
鋭
歌
舞
伎
で
も
活
躍
し
た

初
代
中
村
福
太
郎
が
、
昭
和
四
十
年

頃
よ
り
市
蔵
劇
団
に
加
入
し
て
き

た
。
時
若
は
福
太
郎
に
心
服
し
、
弟

子
の
よ
う
に
身
の
回
り
の
世
話
も
し

芸
の
継
承
も
し
た
（
写
真
９
）。
福

太
郎
は
自
分
の
後
、
二
代
目
を
名
乗

る
許
可
を
与
え
て
い
た
の
で
、
時

写真9 『酒屋』　右 半七　初代中村
福太郎　左 三勝　中村時若

写真10 二代目中村福太郎 （中村時若） 
『輝虎配膳』勘助妻お勝

写真8 三代目芝寛（のちの二代目市
川団四郎）『熊谷陣屋』義経
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若
は
初
代
の
没
後
、
昭
和
四
十
五
年
に
二
代
目
中
村
福
太
郎
を
襲
名
し
た
（
写
真
10
）。
も
と

も
と
三
味
線
に
興
味
が
あ
り
、
役
者
修
業
の
一
環
と
し
て
、
妻
に
は
内
緒
で
義
太
夫
の
修
業
も

始
め
た
。
昭
和
三
十
五
年
か
ら
鶴
沢
新
二
、つ
い
で
淡
路
人
形
義
太
夫
豊
沢
権
七
に
師
事
し
た
。

昭
和
四
十
年
を
過
ぎ
た
頃
、
劇
団
員
も
減
少
す
る
中
で
「
ち
ょ
っ
と
居
並
び
に
出
て
み
る
か
」

と
師
匠
連
に
言
わ
れ
て
役
者
と
三
味
線
方
を
兼
ね
る
よ
う
に
な
っ
た
。劇
団
が
解
散
す
る
直
前
、

京
都
甲
部
歌
舞
練
場
で
市
蔵
劇
団
が
芝
居
を
掛
け
て
い
た
時
、
南
座
か
ら
松
竹
の
竹
本
の
綾
太

夫
と
藤
太
夫
が
見
に
来
て
お
り
、
彼
ら
が
時
若
の
三
味
線
を
気
に
入
り
「
あ
の
子
、
ウ
チ
に
欲

し
い
」
と
申
し
入
れ
た
。
仲
介
し
た
の
は
細
川
興
行
の
元
太
夫
元
で
当
時
松
竹
の
竹
本
に
入
っ

て
い
た
豊
沢
重
松
で
あ
っ
た
。
ま
だ
市
蔵
劇
団
は
存
続
し
て
い
た
の
で
、劇
団
が
解
散
し
た
後
、

昭
和
五
十
一
年
よ
り
三
味
線
方
豊
沢
時
若
と
し
て
松
竹
歌
舞
伎
の
竹
本
に
加
入
し
た
。
当
時
の

竹
本
連
中
は
巽
太
夫
（
藤
田
謙
治
郎
）
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
、
例
え
ば
野
沢
松
三
郎
ら
が

ト
ッ
プ
の
位
置
に
い
た
の
で
、
時
若
は
か
わ
い
が
ら
れ
た
と
い
う
。
ま
た
岳
父
市
蔵
は
興
行
師

藤
田
と
し
て
も
名
が
通
っ
て
い
た
の
で
「
藤
田
さ
ん
と
こ
の
婿
は
ん
か
い
な
」
と
い
う
意
味
で

も
可
愛
が
っ
て
も
ら
え
た
。
加
入
後
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
綾
太
夫
が
「
あ
ん
た
の
所
で

『
嫗
こ
も
ち

山や
ま
ん
ば姥

』
や
っ
て
た
女
優
さ
ん
は
今
ど
こ
に
い
る
の
？
」
と
聞
く
の
で
「
そ
れ
、
わ
た
し
や

が
な
」
と
大
笑
い
し
た
と
い
う
。
時
若
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
関
西
系
歌
舞
伎
の
役
者
の
動

き
に
は
精
通
し
て
い
た
。
あ
る
時
三
代
目
実
川
延
若
が
舞
台
上
で
詰
ま
っ
た
場
面
で
時
若
が
三

味
線
で
そ
れ
を
カ
バ
ー
し
た
。役
者
の
動
き
を
知
っ
て
い
る
か
ら
で
き
た
フ
ォ
ロ
ー
で
あ
っ
た
。

そ
れ
を
大
変
喜
ん
だ
延
若
が
時
若
を
信
頼
し
、
そ
の
後
時
若
を
重
用
し
た
。
九
代
目
宗
十
郎
や

二
代
目
鴈
治
郎
、
十
三
代
目
片
岡
仁
左
衛
門
か
ら
も
関
西
風
の
歌
舞
伎
を
知
っ
て
い
る
こ
と
で

信
頼
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
平
成
十
二
年
頃
か
ら
は
舞
台
創
造
研
究
所
で
行
わ
れ
た
歌
舞
伎

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
小
芝
居
再
発
見
」
で
演
出
を
手
掛
け
る
よ
う
に
な
り
、
演
出
家
兼
元
末
次
、
振

付
師
中
村
福
太
郎
と
し
て
も
活
動
し
た
。
平
成
二
十
三
年
十
二
月
没
。

［
初
代
市
川
団
四
郎
の
今
井
家
］

初
代
成
田
屋
市
川
団
四
郎
＝
今
井
由
吉
　
初
代
市
川
団
四
郎
（
本
名
今
井
由
吉
）
は
明
治

三
十
九
年
、
岐
阜
県
柳
瀬
に
生
ま
れ
た（
註
42
）。
数
え
年
二
十
八
歳
の
時
自
ら
が
座
頭
と
な
り

一
座
を
結
成
し
た
。
函
館
市
で
芸
妓
を
し
て
い
た
佐
藤
利
枝
と
結
婚
し
、
函
館
を
本
拠
地
と
し

て
各
地
を
巡
業
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
北
海
道
で
は
人
気
の
あ
る
一
座
だ
っ
た
。
昭
和

十
二
年
に
初
代
中
村
芝
寛
（
大
森
運
平
）
が
亡
く
な
る
と
、芝
寛
の
妻
ち
ゑ
、二
代
目
芝
寛
（
大

森
栄
）、
登
美
子
は
団
四
郎
一
座
に
加
入
し
た
。
昭
和
二
十
六
年
に
初
代
芝
寛
の
妻
ち
ゑ
が
亡

く
な
る
と
、
二
代
目
芝
寛
ら
大
森
家
の
人
々
は
市
蔵
劇
団
に
加
入
し
た
。
こ
う
し
た
縁
で
そ
の

後
、
市
蔵
の
劇
団
と
団
四
郎
の
一
座
と
は
交
流
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
市
蔵
劇
団
か
ら
函
館
の
公

演
の
応
援
に
行
く
こ
と
も
あ
っ
た
。
昭
和
三
十
四
年
に
団
四
郎
一
座
は
解
散
し
た
が
、
市
蔵
劇

団
の
公
演
に
は
初
代
団
四
郎
も
役
者
と
し
て
舞
台
に
上
が
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
昭
和
三
十
八
年

か
ら
十
一
年
間
、
函
館
の
棒
仁
デ
パ
ー
ト
の
ホ
ー
ル
で
、
団
四
郎
一
座
の
正
月
公
演
と
い
う
形

で
の
上
演
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
時
は
市
蔵
劇
団
か
ら
市
蔵
、
初
代
福
太
郎
、
三
代
目
小
紫
、
二

代
目
福
太
郎
（
時
若
）、
三
代
目
芝
寛
（
勝
三
）
ら
が
初
代
団
四
郎
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
舞

台
を
盛
り
上
げ
た
。
昭
和
四
十
六
年
に
は
市
蔵
次
男
勝
三
と
団
四
郎
長
女
由
枝
が
結
婚
し
、
勝

三
は
二
代
目
団
四
郎
を
襲
名
し
た
。
こ
の
よ
う
に
大
森
家
と
藤
田
家
と
今
井
家
は
深
く
つ
な

が
っ
て
い
る
。

河
原
市
松
＝
若
柳
英
利
＝
初
代
団
四
郎
妻
の
利
枝
　
旧
姓
佐
藤
利
枝
は
函
館
で
芸
妓
を
し
て
お

り
、地
方
巡
業
し
て
い
た
初
代
団
四
郎
（
由
吉
）
と
知
り
合
い
、所
帯
を
持
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、

団
四
郎
の
本
拠
地
が
岐
阜
で
は
な
く
函
館
に
な
っ
た
。
利
枝
は
若
柳
英
利
の
芸
名
を
始
め
と
し

て
数
多
く
の
師
範
免
許
を
持
ち
、
若
柳
流
日
舞
は
も
ち
ろ
ん
、
長
唄
、
義
太
夫
な
ど
の
三
味
線

か
ら
鳴
り
物
、
は
て
は
床
山
ま
で
、
す
べ
て
を
こ
な
せ
る
人
で
あ
る
。
函
館
の
芸
妓
の
指
導
は

一
手
に
引
き
受
け
て
い
た
。
団
四
郎
一
座
の
役
者
、
河
原
市
松
と
し
て
も
活
躍
し
、
下
座
も
担

当
し
て
い
た
。

市
松
由
枝
＝
若
柳
利
勝
枝
＝
初
代
団
四
郎
の
長
女
由
枝
＝
二
代
目
団
四
郎
の
妻
　
昭
和
二
十
一

年
一
月
、
函
館
生
ま
れ
。
東
京
の
浅
草
で
芸
妓
を
し
て
い
た
。
母
利
枝
同
様
、
日
舞
、
三
味
線
、

唄
、鳴
り
物
と
す
べ
て
に
長
け
て
い
る
。
市
蔵
劇
団
の
解
散
間
近
に
は
夫
と
共
に
劇
団
に
属
し
、

『
義
経
千
本
桜 

吉
野
山
』
の
静
御
前
な
ど
所
作
事
の
役
者
と
し
て
舞
台
に
立
っ
た
。
現
在
は
函

館
で
日
舞
の
流
派
市
松
流
を
夫
と
と
も
に
立
ち
上
げ
、
家
元
、
市
松
由
枝
と
し
て
活
動
し
て
い

る
。
市
松
流
の
名
は
母
の
芸
名
に
ち
な
ん
で
付
け
た
と
い
う
。
夫
が
指
導
し
て
い
た
函
館
名
士

劇
で
は
鳴
り
物
・
下
座
の
担
当
及
び
女
方
の
指
導
も
し
、
や
は
り
夫
が
振
付
指
導
を
し
て
い
る

各
地
の
子
供
歌
舞
伎
で
は
、
鳴
り
物
、
下
座
に
加
え
て
衣
裳
・
鬘
屋
と
し
て
も
活
動
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
大
森
家
、
藤
田
家
そ
し
て
今
井
家
と
役
者
の
家
族
の
繋
が
り
に
よ
っ
て
、
歌

舞
伎
専
門
の
市
蔵
劇
団
は
維
持
さ
れ
た
。
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
小
芝
居
・
中
芝
居
の
大
物
、

座
頭
級
の
役
者
も
劇
団
員
と
な
り
舞
台
を
華
や
か
に
し
た
が
、彼
ら
は
出
入
り
が
激
し
か
っ
た
。
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昭和五十年まで活動した中芝居劇団　市川市蔵劇団の軌跡　その一

で
、
松
竹
に
在
籍
。
名
題
と
な
っ
た
。
若
い
こ
ろ
は
初
代
扇
雀
（
の
ち
の
二
代
目
鴈
治
郎
）
の

女
房
役
を
勤
め
た
。
昭
和
七
年
に
松
竹
を
離
れ（
註
49
）、
浅
草
寿
座
に
出
演
す
る
よ
う
に
な
っ

た
が
、
昭
和
十
四
年
に
は
再
び
扇
雀
の
関
西
青
年
歌
舞
伎
に
一
座
し
て
い
る
。
昭
和
十
六
年
に

設
立
し
た
新
鋭
歌
舞
伎
に
加
入
し
た
が
、劇
団
解
散
後
は
自
身
が
座
頭
と
な
り
地
方
巡
業
し
た
。

昭
和
四
十
年
頃
、
福
太
郎
は
市
蔵
劇
団
に
加
入
し
立
女
方
と
し
て
活
躍
し
た
。
市
蔵
劇
団
が
京

都
で
公
演
し
て
い
る
と
き
に
二
代
目
鴈
治
郎
が
福
太
郎
を
訪
ね
て
楽
屋
に
来
た
こ
と
が
あ
っ
た

と
い
う
。
先
述
の
如
く
中
村
時
若
は
福
太
郎
に
心
服
し
、
初
代
か
ら
二
代
目
福
太
郎
の
襲
名
を

許
さ
れ
る
。
福
太
郎
の
没
年
は
昭
和
四
十
五
年
頃
で
あ
る
。『
熊
谷
陣
屋
』
の
相
模
の
扮
装
を

し
、
出
番
前
に
脳
溢
血
で
倒
れ
、
不
帰
の
人
と
な
っ
た
。「
楽
屋
の
大
き
な
鏡
の
前
で
自
分
の

姿
を
見
て
、
打
掛
を
着
て
く
ー
っ
と
こ
う
し
て
自
分
で
ね
、
め
っ
ち
ゃ
め
ち
ゃ
満
足
し
た
顔
し

て
た
、
っ
て
言
う
の
。
綺
麗
や
ー
っ
て
思
っ
た
ん
違
う
か
ー
、
っ
て
み
ん
な
が
言
う
て
た
。
そ

う
し
て
る
う
ち
に
ふ
ー
っ
と
倒
れ
た
」
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
時
は
三
代
目
小
紫
（
多
恵
子
）
が

急
遽
代
役
で
相
模
を
演
じ
た
。「
ま
だ
若
く
て
、
相
模
を
で
き
る
歳
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

藤
の
方
は
何
度
も
し
て
い
て
役
は
全
部
飲
み
込
ん
で
い
た
か
ら
、
急
遽
、
舞
台
に
出
た
」
と
の

こ
と
で
あ
る
。

七
代
目
嵐
三
五
郎
　
七
代
目
吾
妻
屋
嵐
三
五
郎
も
松
竹
を
飛
び
出
し
、
新
鋭
歌
舞
伎
に
加
入

し
た
役
者
で
あ
る
。
先
代
嵐
三
五
郎
は
興
行
師
松
尾
国
三
で
あ
り
、
松
尾
か
ら
三
五
郎
の
名
を

譲
り
受
け
た
。
新
鋭
歌
舞
伎
解
散
後
は
や
は
り
小
芝
居
・
中
芝
居
で
活
動
し
、
昭
和
二
十
六
、 

七
年
頃
は
、
市
蔵
劇
団
に
も
在
籍
し
て
い
た
。
昭
和
三
十
二
年
こ
ろ
は
細
川
興
行
の
座
頭
を
し

た
。
東
北
出
身
だ
が
妻
が
福
岡
の
人
で
あ
っ
た
た
め
、
引
退
後
は
福
岡
に
住
み
、
昭
和
三
十
四

年
か
ら
亡
く
な
る
昭
和
五
十
八
年
ま
で
福
岡
名
士
劇
の
指
導
を
し
た 

（
註
50
）。

市
川
栄
舛
　
市
川
栄
舛
は
二
代
目
左
団
次
の
弟
子
で
、
名
題
役
者
で
あ
る
。
栄
升
と
名
乗
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
巽
太
夫
（
藤
田
謙
治
郎
）
が
大
正
十
三
年
頃
、
四
谷
大
国
座
で
活
躍
し
て
い
た

ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
市
川
三
升
や
河
原
崎
権
十
郎
な
ど
を
座
頭
と
す
る
一
座
に
出
演
し
て
い

る
。終
戦
直
後
は
沢
村
清
之
助
と
組
ん
で
横
浜
で
芝
居
を
し
、昭
和
二
十
二
年
頃
は
座
頭
と
な
っ

て
巡
業
し
て
い
た
時
期
も
あ
り
、
か
た
ば
み
座
に
も
参
加
し
て
い
る
。
座
頭
級
の
役
者
で
、
昭

和
二
十
年
代
後
半
に
は
細
川
興
行
や
市
川
市
蔵
劇
団
に
在
籍
し
て
い
た
。
看
板
役
者
の
市
川
右

田
次
を
失
っ
て
い
た
細
川
興
行
で
は
、
テ
コ
入
れ
の
た
め
に
昭
和
三
十
二
年
に
栄
舛
を
再
度
迎

え
た
が
、
こ
の
時
小
池
橇
歌
が
尽
力
し
た
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。「
タ
ッ
パ
（
身
長
）

は
な
い
が
ハ
ナ
の
あ
る
芸
」
と
小
池
は
評
し
て
い
た
。

市
川
九
女
八
＝
市
川
女
升
　
初
代
中
村
芝
寛
の
養
子
多
三
郎
と
一
時
期
近
し
い
関
係
に
あ
っ
た

女
役
者
で
あ
る
。
明
治
末
期
頃
の
生
ま
れ
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。
明
治
期
に
一
世
風
靡
し

た
女
役
者
市
川
九
女
八
（
岩
井
粂
八
）
と
の
か
か
わ
り
は
不
明
で
あ
る
。
本
稿
に
お
け
る
九
女

八
は
、
す
べ
て
人
形
振
り
で
上
演
す
る
「
首
振
り
」（
註
51
）と
い
わ
れ
る
子
供
歌
舞
伎
の
一
座

で
修
業
を
し
た
。
そ
の
た
め
「
九
女
八
さ
ん
の
人
形
振
り
は
ま
ね
で
き
な
い
」
ほ
ど
見
事
な
も

の
で
、
新
聞
広
告
に
は
九
女
八
の
人
形
振
り
を
売
り
の
文
句
に
し
て
い
る（
註
52
）。
顔
も
良
く
、

簡
単
な
化
粧
で
も
「
出
た
だ
け
で
納
得
」
さ
せ
、
立
女
方
の
出
来
る
役
者
だ
っ
た
。
そ
の
後
昭

和
十
八
年
五
月
に
女
升
と
名
を
改
め（
註
53
）た
が
、
そ
の
後
も
九
女
八
で
出
る
こ
と
も
多
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
戦
後
は
元
新
鋭
歌
舞
伎
の
尾
上
多
見
丸
と
夫
婦
に
な
り
、多
見
丸
・
女
升
（
九

女
八
）
で
一
座
を
組
ん
で
京
都
の
西
陣
劇
場
で
常
打
ち
し
た
時
代
も
あ
る
。
森
毅
は
学
生
時
代

に
こ
の
二
人
の
舞
台
を
何
度
も
見
て
お
り
「
僕
は
梅
玉
（
先
代
）
の
お
三
輪
（
妹
背
山
）
よ
り

九
女
八
の
お
三
輪
の
方
が
好
き
」（
註
54
）と
褒
め
て
い
る
。
多
恵
子
は
舞
台
を
共
に
し
た
こ
と

は
な
い
が
、
彼
女
が
尊
敬
し
て
い
る
女
役
者
で
あ
る
。

市
川
右
鶴
　
市
川
右
鶴（
註
55
）は
大
正
十
年
前
後
生
ま
れ
の
女
役
者
。
前
名
は
小
鶴
。
先
に
述

べ
た
市
川
鶴
之
助
の
弟
子
で
、
鶴
之
助
の
晩
年
の
妻
で
あ
る
。
美
貌
の
持
ち
主
で
、
女
升
と
同

様
「
舞
台
に
出
た
だ
け
で
」
客
が
納
得
し
、
な
お
且
つ
腕
も
し
っ
か
り
し
て
い
た
。
多
恵
子
に

言
わ
せ
る
と
延
見
子
と
並
ぶ
程
の
腕
を
持
っ
た
役
者
で
、
多
恵
子
が
尊
敬
し
て
い
た
役
者
で
あ

る
。「
鶴
之
助
・
右
鶴
」
を
看
板
と
し
た
一
座
で
地
方
を
巡
業
し
て
い
た
時
期
も
あ
る（
註
56
）。

鶴
之
助
・
右
鶴
の
一
座
に
多
恵
子
や
勝
三
は
子
役
と
し
て
出
て
お
り
、
右
鶴
が
『
時
雨
の
炬
燵
』

の
小
春
と
お
さ
ん
の
二
役
早
変
わ
り
、
そ
し
て
お
末
に
多
恵
子
、
勘
太
郎
に
勝
三
。
勝
三
は
右

鶴
に
抱
か
れ
る
場
面
で
、
子
供
な
が
ら
に
「
き
れ
い
な
人
や
な
ー
」
と
思
っ
た
と
い
う
。
昭
和

三
十
一
年
の
鶴
之
助
没
後
、
昭
和
三
十
三
年
に
か
た
ば
み
座
に
出
演
す
る
。
昭
和
三
十
九
年
頃

市
蔵
劇
団
に
加
入
し
、
立
女
方
と
し
て
活
躍
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
鶴
之
助
の
相
方
と
し
て
「
お

師
匠
は
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
に
、
子
役
で
出
て
い
た
多
恵
子
の
息
子
が
「
お
ば
ち
ゃ
ん
」

と
呼
ん
だ
の
で
、「
お
ば
ち
ゃ
ん
っ
て
呼
ば
れ
ち
ゃ
っ
た
」
と
苦
笑
い
し
て
い
た
と
い
う
。
右

鶴
は
、
同
じ
く
市
蔵
劇
団
に
加
入
し
て
い
た
片
岡
延
若
と
一
緒
に
退
団
し
、
昭
和
四
十
年
頃
は

二
人
で
座
を
組
ん
で
廻
っ
た
が
、
間
も
な
く
延
若
が
亡
く
な
り
、
そ
の
後
役
者
を
廃
業
し
て
淡

路
島
に
暮
ら
し
た
。「
女
俊
寛
よ
」
と
寂
し
い
暮
ら
し
を
自
嘲
気
味
に
笑
っ
て
い
た
と
い
う
。

片
岡
延
若
　
北
海
道
出
身
の
中
芝
居
役
者
で
、
中
芝
居
の
方
で
は
「
延
若
さ
ん
」
と
言
え
ば
実

川
延
若
で
は
な
く
、
こ
の
片
岡
延
若
を
指
す
ほ
ど
名
は
通
っ
て
い
た
。
座
頭
を
勤
め
ら
れ
る
力

京都精華大学紀要　第五十四号

市
蔵
劇
団
自
体
は
し
っ
か
り
と
し
た
役
者
を
配
す
る
家
族
構
成
で
あ
っ
た
た
め
、
昭
和
五
十
年

ま
で
観
客
席
を
満
杯
に
し
得
る
劇
団
と
し
て
維
持
で
き
た
の
で
あ
る
。 

四
、
市
蔵
劇
団
に
関
わ
っ
た
役
者
た
ち

　
本
章
で
は
、
市
蔵
（
藤
田
栄
）
や
小
紫
（
多
恵
子
）
た
ち
が
参
加
し
た
一
座
の
座
頭
や
、
市

蔵
劇
団
に
加
入
し
た
役
者
に
つ
い
て
述
べ
る
が
、
紙
幅
の
関
係
で
各
人
の
概
略
に
止
め
ざ
る
を

得
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

市
川
鶴
之
助
　
高
島
屋
市
川
鶴
之
助
は
『
東
京
の
小
芝
居
』
な
ど
の
著
書
で
し
ば
し
ば
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
小
芝
居
の
大
物
で
あ
る
。
昭
和
八
年
に
浅
草
観
音
劇
場
の
経
営
を
し
た
が
失
敗

し
、
地
方
巡
業
に
出
た
と
い
う
。
昭
和
十
八
年
前
後
、
鶴
之
助
の
一
座
に
父
藤
田
栄
（
市
蔵
）

が
加
入
し
て
い
る
と
き
に
、
多
恵
子
（
三
代
目
小
紫
）
や
勝
三
（
二
代
目
団
四
郎
）
は
子
役
と

し
て
出
演
し
て
い
る
。
鶴
之
助
は
晩
年
に
松
竹
の
菊
五
郎
劇
団
に
帰
っ
た
が
、
不
遇
で
あ
っ
た

と
宇
野
信
夫
が
書
き
残
し
て
い
る（
註
43
）。
昭
和
三
十
一
年
に
七
十
四
歳
で
死
去
。

沢
村
清
之
助
　
四
代
目
沢
村
源
之
助
（
田
圃
の
太
夫
）
の
弟
子
の
沢
村
清
之
助（
註
44
） 

は
小
芝

居
で
は
名
の
残
る
女
方
で
、
小
芝
居
関
係
の
書
物
で
必
ず
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
名
題
役
者

で
あ
る
。
昭
和
十
年
過
ぎ
か
ら
市
川
鶴
之
助
と
組
ん
で
東
海
道
や
房
総
方
面
を
巡
業
し
、
戦
後

は
横
浜
で
市
川
栄
舛
と
組
ん
で
芝
居
を
し
て
い
た
と
い
う
。
昭
和
十
八
年
前
後
、
藤
田
栄
（
市

蔵
）が
座
組
を
し
て
劇
団
を
作
っ
た
時
、沢
村
清
之
助
を
看
板
役
者
の
一
人
と
し
て
迎
え
た
。『
ど

ん
ど
ろ
』
で
は
清
之
助
の
お
弓
に
多
恵
子
の
お
鶴
、『
重
の
井
子
別
れ
』
で
は
清
之
助
の
重
の

井
に
多
恵
子
が
三
吉
を
演
じ
た
。「
目
が
ぎ
ょ
ろ
ッ
と
し
た
、
怖
い
感
じ
の
人
だ
っ
た
」
と
記

憶
し
「
三
吉
し
て
て
、
花
道
で
タ
タ
ー
ッ
て
走
っ
て
、
ス
テ
ー
ン
て
転
ん
だ
こ
と
、
覚
え
て
る
」

そ
う
で
あ
る
。
あ
る
日
、
清
之
助
休
演
の
代
役
で
尾
上
菊
之
丞
と
い
う
役
者
が
重
の
井
を
演
じ

た
。
そ
の
時
多
恵
子
が
菊
之
丞
に
向
か
っ
て
「
あ
ん
た
、
台
詞
わ
か
っ
て
ん
の
か
」
と
言
っ
た

そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
十
年
ほ
ど
た
っ
て
菊
之
丞
は
再
び
市
蔵
劇
団
に
加
入
し
、『
摂
州
合

邦
辻
』
の
俊
徳
丸
を
菊
之
丞
が
、
浅
香
姫
を
小
紫
（
多
恵
子
）
が
演
じ
た
時
、「
多
恵
ち
ゃ
ん

か
ら
、
台
詞
わ
か
っ
て
ん
の
か
、
っ
て
言
わ
れ
た
ん
や
」
と
聞
い
て
大
笑
い
し
た
と
い
う
。

松
本
高
麗
之
助
　
松
本
高
麗
之
助
は
戦
前
か
ら
寿
座
な
ど
で
活
躍
し
、
戦
後
は
か
た
ば
み
座
の

旗
揚
げ
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
。
三
島
由
紀
夫
が
高
麗
之
助
の
松
王
を「
大
時
代
で
面
白
く
、

こ
れ
も
結
構
」
と
褒
め
て
い
る（
註
45
）ほ
ど
で
あ
る
。
昭
和
二
十
一
年
前
後
、
多
恵
子
が
子
役

の
時
代
に
高
麗
之
助
が
座
頭
の
一
座
に
出
演
し
て
い
た
。
松
竹
所
属
の
役
者
も
多
く
、
前
進
座

か
ら
夫
婦
で
加
入
し
た
役
者
も
あ
っ
た
。
松
竹
の
衣
裳
鬘
を
使
い
、「
結
構
大
き
な
芝
居
」
で

あ
っ
た
と
多
恵
子
は
記
憶
し
て
い
る
。

坂
東
相
十
郎
　
坂
東
相あ
い
じ
ゅ
う
ろ
う

十
郎
は
昭
和
十
九
年
に
市
川
栄
升
と
池
袋
銀
星
館
に
出
演
し
た
記
録

（
註
46
）が
あ
る
。
昭
和
二
十
年
頃
、
相
十
郎
が
太
夫
元
で
座
組
を
し
、
松
本
高
麗
之
助
が
座
頭
、

二
代
目
猿
之
助
の
弟
子
で
あ
る
猿
十
郎
、
秀
猿
ら
が
一
座
し
て
お
り
、
藤
田
栄
（
後
の
市
蔵
）

も
二
代
目
岩
井
小
紫
（
智
子
）
も
加
入
し
、
多
恵
子
も
数
え
年
十
一
歳
く
ら
い
で
子
役
に
出
て

い
た
。『
廓
文
章
』
で
は
相
十
郎
の
伊
左
衛
門
で
秀
猿
が
夕
霧
を
演
じ
た
が
、
相
十
郎
が
編
み

笠
を
取
っ
た
時
に
「
う
わ
ー
っ
」
と
ジ
ワ
が
来
る
よ
う
な
い
い
顔
を
し
た
役
者
だ
っ
た
と
多
恵

子
は
記
憶
し
て
い
る
。
相
十
郎
の
子
供
も
禿
で
出
演
し
て
い
た
。
同
行
し
て
い
た
妻
が
ビ
ニ
ー

ル
か
ナ
イ
ロ
ン
製
の
洋
服
ベ
ル
ト
を
見
せ
び
ら
か
し
て
い
た
と
い
う
。
人
工
繊
維
の
出
始
め
の

頃
で
そ
れ
な
り
に
高
価
な
物
を
購
入
で
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、
相
十
郎
の
羽
振
り
も
良
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
。『
黒
手
組
助
六
』
で
相
十
郎
の
鳥
居
新
左
衛
門
、
高
麗
之
助
の
助
六
で
、
ま
だ

十
七
、八
歳
だ
っ
た
二
代
目
小
紫
が
揚
巻
を
演
じ
て
い
る
。
秀
猿
が
女
将
、
藤
田
栄
（
市
蔵
）

は
朝
顔
仙
平
、
多
恵
子
と
勝
三
は
禿
に
出
た
。
二
ヶ
月
程
度
の
夏
興
行
だ
っ
た
た
め
「
な
が
い

髪
の
毛
が
暑
く
て
暑
く
て
」
禿
の
姿
で
じ
っ
と
し
て
い
る
の
が
つ
ら
か
っ
た
こ
と
も
多
恵
子
は

記
憶
し
て
い
る
。『
実
盛
物
語
（
源
平
布
引
滝
）』
で
は
高
麗
之
助
の
実
盛
、
相
十
郎
の
小
万
に

二
代
目
小
紫
の
葵
御
前
、
藤
田
栄
の
九
郎
助
に
多
恵
子
が
太
郎
吉
を
演
じ
た
。
太
郎
吉
は
弟
の

勝
三
が
す
る
予
定
だ
っ
た
が
鬘
が
あ
わ
ず
、
急
遽
多
恵
子
が
演
じ
た
。『
鳥
辺
山
心
中
』
で
は

猿
十
郎
の
半
九
郎
、
秀
猿
の
お
染
で
小
紫
が
お
花
を
演
じ
た
。

片
岡
秀
郎
　
子
供
の
こ
ろ
か
ら
チ
ン
コ
芝
居
に
も
出
演
し
て
い
た
役
者
で
、
松
竹
に
入
り
名
題

と
な
っ
た
。
大
正
末
期
か
ら
昭
和
十
四
年
頃
ま
で
初
代
中
村
福
太
郎
と
と
も
に
扇
雀
（
の
ち
の

二
代
目
鴈
治
郎
）
一
座
（
関
西
青
年
歌
舞
伎
）
の
幹
部
と
し
て
活
躍
し
た（
註
47
）。
大
変
に
腕

の
あ
る
役
者
だ
っ
た
と
い
う
。
昭
和
十
六
年
松
竹
か
ら
離
れ
、
先
に
述
べ
た
新
鋭
歌
舞
伎
の
顧

問
と
し
て
活
動
し
た
。
新
鋭
歌
舞
伎
解
散
後
は
自
身
が
座
頭
と
な
っ
て
地
方
を
廻
っ
た
時
期
も

あ
っ
た
が
、
昭
和
三
十
二
年
前
後
か
ら
、
市
川
右
田
次
没
後
の
細
川
興
行
に
加
入
し
て
中
心
的

に
舞
台
を
勤
め
た
。
中
村
時
若（
兼
元
末
次
）が
秀
郎
と
同
座
し
て
い
た
と
き
に
、秀
郎
か
ら「
よ

く
見
て
覚
え
て
お
い
て
」
と
言
わ
れ
た
演
目
に
『
肉
附
き
の
面
』（
註
48
）が
あ
る
。
秀
郎
自
身
は

市
蔵
劇
団
に
一
座
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
時
若
を
始
め
彼
の
芸
を
尊
敬
し
て
い
た
人
は
多
い
。

初
代
高
砂
屋
中
村
福
太
郎
　
四
代
目
高
砂
屋
中
村
福
助
（
の
ち
の
三
代
目
中
村
梅
玉
）
の
弟
子
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で
、
松
竹
に
在
籍
。
名
題
と
な
っ
た
。
若
い
こ
ろ
は
初
代
扇
雀
（
の
ち
の
二
代
目
鴈
治
郎
）
の

女
房
役
を
勤
め
た
。
昭
和
七
年
に
松
竹
を
離
れ（
註
49
）、
浅
草
寿
座
に
出
演
す
る
よ
う
に
な
っ

た
が
、
昭
和
十
四
年
に
は
再
び
扇
雀
の
関
西
青
年
歌
舞
伎
に
一
座
し
て
い
る
。
昭
和
十
六
年
に

設
立
し
た
新
鋭
歌
舞
伎
に
加
入
し
た
が
、劇
団
解
散
後
は
自
身
が
座
頭
と
な
り
地
方
巡
業
し
た
。

昭
和
四
十
年
頃
、
福
太
郎
は
市
蔵
劇
団
に
加
入
し
立
女
方
と
し
て
活
躍
し
た
。
市
蔵
劇
団
が
京

都
で
公
演
し
て
い
る
と
き
に
二
代
目
鴈
治
郎
が
福
太
郎
を
訪
ね
て
楽
屋
に
来
た
こ
と
が
あ
っ
た

と
い
う
。
先
述
の
如
く
中
村
時
若
は
福
太
郎
に
心
服
し
、
初
代
か
ら
二
代
目
福
太
郎
の
襲
名
を

許
さ
れ
る
。
福
太
郎
の
没
年
は
昭
和
四
十
五
年
頃
で
あ
る
。『
熊
谷
陣
屋
』
の
相
模
の
扮
装
を

し
、
出
番
前
に
脳
溢
血
で
倒
れ
、
不
帰
の
人
と
な
っ
た
。「
楽
屋
の
大
き
な
鏡
の
前
で
自
分
の

姿
を
見
て
、
打
掛
を
着
て
く
ー
っ
と
こ
う
し
て
自
分
で
ね
、
め
っ
ち
ゃ
め
ち
ゃ
満
足
し
た
顔
し

て
た
、
っ
て
言
う
の
。
綺
麗
や
ー
っ
て
思
っ
た
ん
違
う
か
ー
、
っ
て
み
ん
な
が
言
う
て
た
。
そ

う
し
て
る
う
ち
に
ふ
ー
っ
と
倒
れ
た
」
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
時
は
三
代
目
小
紫
（
多
恵
子
）
が

急
遽
代
役
で
相
模
を
演
じ
た
。「
ま
だ
若
く
て
、
相
模
を
で
き
る
歳
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

藤
の
方
は
何
度
も
し
て
い
て
役
は
全
部
飲
み
込
ん
で
い
た
か
ら
、
急
遽
、
舞
台
に
出
た
」
と
の

こ
と
で
あ
る
。

七
代
目
嵐
三
五
郎
　
七
代
目
吾
妻
屋
嵐
三
五
郎
も
松
竹
を
飛
び
出
し
、
新
鋭
歌
舞
伎
に
加
入

し
た
役
者
で
あ
る
。
先
代
嵐
三
五
郎
は
興
行
師
松
尾
国
三
で
あ
り
、
松
尾
か
ら
三
五
郎
の
名
を

譲
り
受
け
た
。
新
鋭
歌
舞
伎
解
散
後
は
や
は
り
小
芝
居
・
中
芝
居
で
活
動
し
、
昭
和
二
十
六
、 

七
年
頃
は
、
市
蔵
劇
団
に
も
在
籍
し
て
い
た
。
昭
和
三
十
二
年
こ
ろ
は
細
川
興
行
の
座
頭
を
し

た
。
東
北
出
身
だ
が
妻
が
福
岡
の
人
で
あ
っ
た
た
め
、
引
退
後
は
福
岡
に
住
み
、
昭
和
三
十
四

年
か
ら
亡
く
な
る
昭
和
五
十
八
年
ま
で
福
岡
名
士
劇
の
指
導
を
し
た 

（
註
50
）。

市
川
栄
舛
　
市
川
栄
舛
は
二
代
目
左
団
次
の
弟
子
で
、
名
題
役
者
で
あ
る
。
栄
升
と
名
乗
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
巽
太
夫
（
藤
田
謙
治
郎
）
が
大
正
十
三
年
頃
、
四
谷
大
国
座
で
活
躍
し
て
い
た

ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
市
川
三
升
や
河
原
崎
権
十
郎
な
ど
を
座
頭
と
す
る
一
座
に
出
演
し
て
い

る
。終
戦
直
後
は
沢
村
清
之
助
と
組
ん
で
横
浜
で
芝
居
を
し
、昭
和
二
十
二
年
頃
は
座
頭
と
な
っ

て
巡
業
し
て
い
た
時
期
も
あ
り
、
か
た
ば
み
座
に
も
参
加
し
て
い
る
。
座
頭
級
の
役
者
で
、
昭

和
二
十
年
代
後
半
に
は
細
川
興
行
や
市
川
市
蔵
劇
団
に
在
籍
し
て
い
た
。
看
板
役
者
の
市
川
右

田
次
を
失
っ
て
い
た
細
川
興
行
で
は
、
テ
コ
入
れ
の
た
め
に
昭
和
三
十
二
年
に
栄
舛
を
再
度
迎

え
た
が
、
こ
の
時
小
池
橇
歌
が
尽
力
し
た
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。「
タ
ッ
パ
（
身
長
）

は
な
い
が
ハ
ナ
の
あ
る
芸
」
と
小
池
は
評
し
て
い
た
。

市
川
九
女
八
＝
市
川
女
升
　
初
代
中
村
芝
寛
の
養
子
多
三
郎
と
一
時
期
近
し
い
関
係
に
あ
っ
た

女
役
者
で
あ
る
。
明
治
末
期
頃
の
生
ま
れ
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。
明
治
期
に
一
世
風
靡
し

た
女
役
者
市
川
九
女
八
（
岩
井
粂
八
）
と
の
か
か
わ
り
は
不
明
で
あ
る
。
本
稿
に
お
け
る
九
女

八
は
、
す
べ
て
人
形
振
り
で
上
演
す
る
「
首
振
り
」（
註
51
）と
い
わ
れ
る
子
供
歌
舞
伎
の
一
座

で
修
業
を
し
た
。
そ
の
た
め
「
九
女
八
さ
ん
の
人
形
振
り
は
ま
ね
で
き
な
い
」
ほ
ど
見
事
な
も

の
で
、
新
聞
広
告
に
は
九
女
八
の
人
形
振
り
を
売
り
の
文
句
に
し
て
い
る（
註
52
）。
顔
も
良
く
、

簡
単
な
化
粧
で
も
「
出
た
だ
け
で
納
得
」
さ
せ
、
立
女
方
の
出
来
る
役
者
だ
っ
た
。
そ
の
後
昭

和
十
八
年
五
月
に
女
升
と
名
を
改
め（
註
53
）た
が
、
そ
の
後
も
九
女
八
で
出
る
こ
と
も
多
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
戦
後
は
元
新
鋭
歌
舞
伎
の
尾
上
多
見
丸
と
夫
婦
に
な
り
、多
見
丸
・
女
升
（
九

女
八
）
で
一
座
を
組
ん
で
京
都
の
西
陣
劇
場
で
常
打
ち
し
た
時
代
も
あ
る
。
森
毅
は
学
生
時
代

に
こ
の
二
人
の
舞
台
を
何
度
も
見
て
お
り
「
僕
は
梅
玉
（
先
代
）
の
お
三
輪
（
妹
背
山
）
よ
り

九
女
八
の
お
三
輪
の
方
が
好
き
」（
註
54
）と
褒
め
て
い
る
。
多
恵
子
は
舞
台
を
共
に
し
た
こ
と

は
な
い
が
、
彼
女
が
尊
敬
し
て
い
る
女
役
者
で
あ
る
。

市
川
右
鶴
　
市
川
右
鶴（
註
55
）は
大
正
十
年
前
後
生
ま
れ
の
女
役
者
。
前
名
は
小
鶴
。
先
に
述

べ
た
市
川
鶴
之
助
の
弟
子
で
、
鶴
之
助
の
晩
年
の
妻
で
あ
る
。
美
貌
の
持
ち
主
で
、
女
升
と
同

様
「
舞
台
に
出
た
だ
け
で
」
客
が
納
得
し
、
な
お
且
つ
腕
も
し
っ
か
り
し
て
い
た
。
多
恵
子
に

言
わ
せ
る
と
延
見
子
と
並
ぶ
程
の
腕
を
持
っ
た
役
者
で
、
多
恵
子
が
尊
敬
し
て
い
た
役
者
で
あ

る
。「
鶴
之
助
・
右
鶴
」
を
看
板
と
し
た
一
座
で
地
方
を
巡
業
し
て
い
た
時
期
も
あ
る（
註
56
）。

鶴
之
助
・
右
鶴
の
一
座
に
多
恵
子
や
勝
三
は
子
役
と
し
て
出
て
お
り
、
右
鶴
が
『
時
雨
の
炬
燵
』

の
小
春
と
お
さ
ん
の
二
役
早
変
わ
り
、
そ
し
て
お
末
に
多
恵
子
、
勘
太
郎
に
勝
三
。
勝
三
は
右

鶴
に
抱
か
れ
る
場
面
で
、
子
供
な
が
ら
に
「
き
れ
い
な
人
や
な
ー
」
と
思
っ
た
と
い
う
。
昭
和

三
十
一
年
の
鶴
之
助
没
後
、
昭
和
三
十
三
年
に
か
た
ば
み
座
に
出
演
す
る
。
昭
和
三
十
九
年
頃

市
蔵
劇
団
に
加
入
し
、
立
女
方
と
し
て
活
躍
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
鶴
之
助
の
相
方
と
し
て
「
お

師
匠
は
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
に
、
子
役
で
出
て
い
た
多
恵
子
の
息
子
が
「
お
ば
ち
ゃ
ん
」

と
呼
ん
だ
の
で
、「
お
ば
ち
ゃ
ん
っ
て
呼
ば
れ
ち
ゃ
っ
た
」
と
苦
笑
い
し
て
い
た
と
い
う
。
右

鶴
は
、
同
じ
く
市
蔵
劇
団
に
加
入
し
て
い
た
片
岡
延
若
と
一
緒
に
退
団
し
、
昭
和
四
十
年
頃
は

二
人
で
座
を
組
ん
で
廻
っ
た
が
、
間
も
な
く
延
若
が
亡
く
な
り
、
そ
の
後
役
者
を
廃
業
し
て
淡

路
島
に
暮
ら
し
た
。「
女
俊
寛
よ
」
と
寂
し
い
暮
ら
し
を
自
嘲
気
味
に
笑
っ
て
い
た
と
い
う
。

片
岡
延
若
　
北
海
道
出
身
の
中
芝
居
役
者
で
、
中
芝
居
の
方
で
は
「
延
若
さ
ん
」
と
言
え
ば
実

川
延
若
で
は
な
く
、
こ
の
片
岡
延
若
を
指
す
ほ
ど
名
は
通
っ
て
い
た
。
座
頭
を
勤
め
ら
れ
る
力
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芝
居
の
腕
っ
こ
き
」
と
言
わ
れ
た
義
理
の
叔
父
初
代
小
紫
の
存
在
も
大
き
か
っ
た
。「
生
ま
れ

た
時
か
ら
チ
ン
と
か
シ
ャ
ン
と
か
が
子
守
唄
で
育
っ
た
」
息
子
や
娘
た
ち
は
、
梨
園
の
御
曹
司

た
ち
と
同
じ
く
、
若
く
て
も
比
較
的
重
い
役
を
割
り
振
ら
れ
、
泣
き
な
が
ら
胡
弓
の
稽
古
を
す

る
な
ど
の
辛
い
思
い
を
し
な
が
ら
だ
が
、
否
が
応
で
も
成
長
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
太
夫
元
の
子
供
と
い
う
の
は
な
か
な
か
の
ス
テ
ー
タ
ス
が
あ
っ
た
。
太
夫
元
で
あ

る
父
の
弟
子
た
ち
、「
若
い
衆
」
と
呼
ば
れ
る
若
い
役
者
も
多
い
た
め
、
女
の
子
で
あ
っ
て
も

家
事
の
手
伝
い
よ
り
芸
事
の
稽
古
に
身
を
入
れ
た
。
坂
東
三
津
麓
に
な
っ
た
静
香
が
七
代
目
三

津
五
郎
家
の
内
弟
子
時
代
、
魚
が
焦
げ
て
も
言
い
つ
け
ら
れ
た
よ
う
に
「
魚
を
見
て
い
た
」
と

い
う
逸
話
か
ら
そ
の
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
清
之
助
の
代
役
で
出
た
菊
之
丞
に
対
し
子
役
を

し
て
い
た
多
恵
子
が
「
あ
ん
た
、
台
詞
わ
か
っ
て
ん
の
か
」
と
言
っ
た
り
、
多
恵
子
の
長
男
が

立
女
方
の
右
鶴
に
対
し
て
「
お
ば
ち
ゃ
ん
、
そ
れ
取
っ
て
」
と
言
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
二
部
劇

団
の
太
夫
元
を
し
て
い
た
荒
五
郎
の
息
子
が
、
や
は
り
子
役
な
の
に
大
人
の
役
者
に
向
か
っ
て

「
お
ま
え
は
ど
な
い
や
。
ワ
シ
は
太
夫
元
の
息
子
や
ぞ
」
と
偉
そ
う
に
し
た
話
、
あ
る
い
は
妻

と
な
っ
た
多
恵
子
が
「
お
嬢
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
を
時
若
（
兼
元
末
次
）
が
嫌
が
っ

た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
、
良
浩
・
智
子
・
多
恵
子
・
勝
三
の
兄
弟
た
ち
は
中
芝
居
の
中
の

梨
園
の
お
嬢
や
ボ
ン
や
ワ
カ
ダ
ン
ナ
と
し
て
育
て
ら
れ
た
と
い
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。

　
当
時
は
劇
団
員
と
い
う
形
で
は
な
く
、
二
ヶ
月
、
半
年
、
一
年
と
い
っ
た
期
間
を
区
切
っ
て

太
夫
元
が
役
者
を
集
め
て
座
組
を
す
る
と
い
う
形
が
多
か
っ
た
た
め
、
加
入
役
者
の
出
入
り
は

激
し
か
っ
た
。
彼
等
は
市
蔵
劇
団
の
メ
ン
バ
ー
の
よ
う
に
家
族
の
つ
な
が
り
は
な
い
の
で
、
あ

ち
こ
ち
の
劇
団
に
出
入
り
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
ド
ロ
ン
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
突
然
姿
を
消
す

役
者
も
結
構
い
た
と
い
う
。
松
竹
大
歌
舞
伎
の
中
で
は
居
並
び
の
腰
元
か
大
名
ば
か
り
し
て
い

た
役
者
た
ち
が
い
っ
ぱ
し
の
役
を
演
じ
た
い
と
飛
び
出
し
た
り
、
名
題
役
者
で
も
重
用
さ
れ
な

い
役
者
が
小
芝
居
・
中
芝
居
の
劇
団
に
加
入
し
た
。
典
型
的
な
例
が
松
竹
に
対
抗
す
る
意
気
ご

み
で
独
立
し
た
「
新
鋭
歌
舞
伎
」
の
役
者
た
ち
で
あ
る
。
彼
ら
は
細
川
興
行
や
市
蔵
劇
団
に
出

入
り
を
し
、
看
板
役
者
、
上
置
き
と
い
う
形
で
活
躍
し
た
。
か
た
ば
み
座
に
参
加
し
た
役
者
た

ち
と
も
交
流
が
あ
っ
た
。
前
進
座
か
ら
移
っ
た
役
者
も
居
た
。
地
方
を
廻
っ
て
い
た
役
者
が
松

竹
に
戻
る
、
と
い
う
交
流
も
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
交
流
の
中
で
、
あ
る
意
味
で
は
役
者
の
受
け
皿
に
な
っ
て
い
た
の
が
市
蔵
劇
団
に

代
表
さ
れ
る
地
方
の
中
芝
居
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
ベ
ー
シ
ッ
ク
で
強

固
な
つ
な
が
り
の
あ
る
役
者
集
団
に
腕
の
あ
る
役
者
が
上
置
き
で
入
る
、
と
い
う
形
が
市
川
市

蔵
劇
団
を
長
く
存
続
さ
せ
た
要
因
で
あ
る
。
し
か
し
、
剣
戟
劇
団
と
合
同
公
演
を
し
た
り
、
小

芝
居
・
中
芝
居
役
者
が
剣
戟
劇
団
に
加
入
し
た
り
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
剣
戟
の
役
者
が
小

芝
居
・
中
芝
居
の
劇
団
に
加
入
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
同
じ「
役
者
」「
芝
居
」で
あ
っ

て
も
本
格
的
な
歌
舞
伎
と
剣
戟
（
大
衆
演
劇
）
と
は
一
線
を
画
し
て
い
た
。

　
も
う
一
点
触
れ
て
お
き
た
い
の
は
、
小
芝
居
・
中
芝
居
の
劇
団
に
は
女
性
が
加
入
し
、
男
女

混
合
の
劇
団
で
あ
っ
た
こ
と
が
当
た
り
前
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
腕
の
あ

る
女
性
の
役
者
が
多
く
混
在
し
て
い
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。
戦
後
も
活
躍
し
た
歌

舞
伎
の
女
役
者
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
る
予
定
だ
が
、
市
松
延
見
子
、
中
村
時
子
、
市

川
女
升
（
九
女
八
）、
市
川
右
鶴
、
そ
し
て
二
代
目
と
三
代
目
の
岩
井
小
紫
、
細
川
興
行
に
は

市
川
吾
妻
も
居
た
。
女
役
者
は
昭
和
初
期
で
終
わ
っ
て
は
い
な
い
こ
と
を
こ
こ
で
確
認
し
て
お

き
た
い
。
江
戸
期
に
は
男
女
混
淆
歌
舞
伎
は
厳
禁
さ
れ
て
い
た
が
、
明
治
期
に
至
り
そ
の
禁
は

解
か
れ
、
諸
大
名
お
抱
え
の
女
役
者
た
ち
が
公
然
と
女
芝
居
を
公
演
し
た
。
そ
の
流
れ
は
や
が

て
男
女
混
淆
歌
舞
伎
と
な
っ
て
昭
和
末
期
に
至
る
ま
で
複
数
の
流
れ
と
な
り
、
各
地
で
多
く
の

観
客
が
そ
れ
を
支
援
し
、
小
芝
居
・
中
芝
居
の
成
立
の
基
盤
と
な
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
事
実
に
目
を
向
け
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
は
問
題
で
あ
ろ
う
。

六
、
お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
昭
和
五
十
年
ま
で
活
動
し
た
市
川
市
蔵
劇
団
メ
ン
バ
ー
と
市
蔵
劇
団
に
関
わ
っ
た

役
者
た
ち
を
追
跡
し
て
み
た
。
旅
興
行
と
い
う
形
が
映
画
ブ
ー
ム
に
追
わ
れ
厳
し
く
な
っ
て
も

市
蔵
劇
団
の
興
行
は
「
お
客
さ
ん
は
最
後
ま
で
い
っ
ぱ
い
入
っ
て
い
た
」
と
い
う
。
小
芝
居
の

全
盛
期
が
明
治
・
大
正
時
代
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
市
蔵
劇
団
の
活
躍
は
「
小
芝
居

は
終
わ
っ
た
」と
い
わ
れ
る
戦
後
の
話
で
あ
る
。
旅
興
行
を
し
て
い
る
歌
舞
伎
劇
団
を
小
芝
居
・

中
芝
居
に
入
れ
な
い
と
い
う
の
な
ら
ば
と
も
か
く
も
、
常
打
ち
の
劇
場
を
持
っ
て
い
な
く
て
も

本
格
的
な
歌
舞
伎
を
行
っ
て
い
た
役
者
集
団
が
昭
和
五
十
年
ま
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
は
、
演

劇
史
上
の
記
録
に
と
ど
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
小
芝
居
・
中
芝
居
の
劇
団
が
、
歌
舞
伎

界
の
若
手
あ
る
い
は
脇
役
役
者
の
育
成
の
場
に
も
な
っ
て
い
た
こ
と
も
注
目
す
べ
き
で
は
な
か

ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
こ
ろ
ま
で
小
芝
居
・
中
芝
居
の
歌
舞
伎
に
は
女
性
が
当
た
り
前
に
加
入

し
て
い
た
と
い
う
事
実
を
認
識
す
る
こ
と
が
、「
歌
舞
伎
は
男
が
演
ず
る
も
の
」
と
い
う
近
代

以
降
に
創
ら
れ
た
常
識
を
考
え
直
す
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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を
持
っ
て
お
り
、
戦
前
か
ら
一
座
を
率
い
て
地
方
を
廻
っ
て
い
る（
註
57
）。
昭
和
三
十
五
年
頃

よ
り
市
蔵
劇
団
に
加
入
し
て
い
た
が
、
昭
和
四
十
年
頃
、
市
川
右
鶴
と
二
人
で
市
蔵
劇
団
を
退

団
し
て
一
座
を
組
ん
だ
。
延
若
が
北
海
道
出
身
で
あ
っ
た
た
め
当
地
で
の
人
気
が
高
く
、
主
に

北
海
道
を
廻
っ
て
い
た
が
、
ま
も
な
く
癌
で
死
去
し
た
。

市
川
女
猿
＝
沢
村
可
川
　
市
川
女
猿（
註
58
）は
戦
争
末
期
に
松
竹
を
離
れ
、
戦
後
長
く
市
川
門

三
郎
一
座
に
居
た
が
、
昭
和
二
十
六
、七
年
頃
、
初
代
団
四
郎
（
今
井
由
吉
）
の
一
座
に
も
加

入
し
て
い
た
。
昭
和
三
十
九
年
大
芝
居
に
復
帰
し
、
四
代
目
沢
村
可
川
を
襲
名
し
脇
役
で
重
宝

さ
れ
た
。
可
川
は
藤
田
栄
（
市
川
市
蔵
）
の
こ
と
を
「
田
左
衛
門
さ
ん
」
と
呼
ん
で
い
た
こ
と

か
ら
、
藤
田
栄
が
松
竹
に
在
籍
し
て
い
た
時
の
芸
名
が
田
左
衛
門
の
可
能
性
が
あ
る
。

市
蔵
劇
団
と
関
わ
り
の
あ
っ
た
役
者
　
片
岡
秀
郎
や
中
村
福
太
郎
が
典
型
的
だ
が
、
腕
が
あ
っ

て
も
い
い
役
が
付
か
な
い
こ
と
を
不
服
と
し
て
大
歌
舞
伎
を
飛
び
出
し
た
役
者
は
他
に
も
多
数

い
た
。
大
歌
舞
伎
の
休
演
中
に
「
勉
強
さ
せ
て
下
さ
い
」
と
加
入
し
た
り
、
小
芝
居
、
中
芝
居

の
劇
団
を
転
々
と
し
た
り
す
る
役
者
も
ま
た
あ
っ
た
。
右
記
以
外
に
市
蔵
劇
団
と
関
わ
り
の

あ
っ
た
役
者
を
あ
げ
て
み
る
。
松
竹
名
題
の
五
代
目
嵐
珏
蔵
（
の
ち
の
嵐
璃
珏
）
や
六
代
目
嵐

み
ん
し
を
上
置
き
と
し
て
、
昭
和
二
十
年
代
に
藤
田
栄
の
座
組
に
招
い
た
り
、
昭
和
三
十
年
代

に
は
二
代
目
猿
之
助
の
弟
子
の
初
代
市
川
猿
四
郎（
註
59
）を
招
い
た
こ
と
が
あ
る
。
藤
田
家
の

役
者
た
ち
は
沢
瀉
屋
の
名
題
市
川
猿
十
郎
、
市
川
秀
猿
（
女
方
）
な
ど
と
も
共
演
し
て
い
る
。

　
新
鋭
歌
舞
伎
に
居
た
と
い
う
尾
上
菊
太
郎（
註
60
）は
顔
が
美
し
く
垢
ぬ
け
た
芝
居
を
す
る
役

者
で
、
市
蔵
の
お
気
に
入
り
だ
っ
た
。
市
蔵
劇
団
に
は
長
く
在
籍
し
、『
九
段
目
』
の
お
石
な

ど
は
大
変
良
く
、
晩
年
は
『
六
段
目
』
や
『
引
窓
』
の
婆
な
ど
の
「
ち
ょ
っ
と
い
い
婆
」
も
こ

な
す
役
者
だ
っ
た
。

　
何
で
も
こ
な
せ
る
座
頭
級
の
役
者
、
緑
屋
尾
上
緑
左
衛
門
は
押
し
出
し
の
良
い
立
派
な
顔

を
し
て
お
り
、
主
役
も
張
れ
る
役
者
で
三
味
線
も
う
ま
か
っ
た
。『
七
段
目
』
の
大
星
な
ど
は

は
ま
り
役
で
、『
寺
子
屋
』
で
は
落
ち
着
い
た
源
蔵
を
演
じ
、
サ
ラ
サ
ラ
と
し
た
役
が
う
ま
く
、

市
蔵
劇
団
に
長
く
在
籍
し
た
。
が
、
性
格
が
優
し
く
、「
も
う
一
つ
張
り
上
げ
る
と
こ
ろ
」
が

な
く
、
前
に
出
な
い
役
者
で
『
封
印
切
』
の
八
右
衛
門
や
『
す
し
屋
』
の
弥
左
衛
門
な
ど
、
無

理
が
な
い
芝
居
で
「
端
で
盛
り
上
げ
る
と
い
う
力
の
あ
る
役
者
」
だ
っ
た
と
い
う
。

　
昭
和
四
十
年
前
後
に
加
入
し
た
片
岡
我
蔵（
註
61
）は
東
京
弁
で
ス
カ
ッ
と
垢
抜
け
し
た
役
者

だ
っ
た
。「
二
部
」の
劇
団
に
加
入
し
た
一
人
に
実
川
八
百
蔵（
註
62
）が
居
り
、良
い
役
者
で
あ
っ

た
。
昭
和
二
十
年
代
後
半
に
加
入
し
て
い
た
片
岡
松
右
衛
門
も
、
昭
和
三
十
八
年
頃
加
入
し
た

市
川
権
三
郎（
註
63
）も
片
岡
長
太
夫（
註
64
）も
皆
し
っ
か
り
し
た
座
頭
級
の
役
者
で
あ
っ
た
。
初

代
中
村
芝
寛
（
大
森
運
平
）
の
最
後
の
弟
子
の
中
村
芝
蝶
は
女
方
を
得
意
と
す
る
役
者
で
、
細

川
興
行
に
も
在
籍
し
て
い
た
。
元
松
竹
の
市
川
小
百
合
（
男
性
）
も
中
堅
ど
こ
ろ
の
綺
麗
な
女

方
だ
っ
た
が
体
が
弱
く
早
く
亡
く
な
っ
た
。
中
堅
ど
こ
ろ
の
役
者
と
し
て
は
市
川
藤
十
郎
・
中

村
歌
蔵
・
元
片
岡
延
若
一
座
の
河
原
崎
河
蔵
や
、
市
川
長
太
郎
・
中
村
幸
玉
・
片
岡
九
蔵
・
尾

上
松
右
衛
門
・
市
川
鶴
蔵
・
市
川
勧
十
郎
な
ど
が
お
り
、
岐
阜
出
身
の
中
村
扇
玉
・
関
三
右
衛

門
も
い
た
。
中
村
染
之
助
・
中
村
福
之
丞
は
市
蔵
劇
団
に
若
い
衆
の
頃
か
ら
長
く
在
籍
し
、
芝

居
が
休
み
の
時
に
は
市
蔵
の
岡
崎
市
の
自
宅
に
同
居
し
て
い
た
こ
と
を
多
恵
子
は
記
憶
し
て
い

る
。
そ
の
他
、
下
廻
り
系
の
役
者
も
大
勢
い
た
。

　
女
方
で
は
中
村
芝
香
、
市
川
鶴
代
や
先
述
の
尾
上
菊
之
丞
も
い
た
。
沢
村
千
鳥
は
大
歌
舞
伎

を
出
て
市
川
団
四
郎
一
座
に
長
く
在
籍
し
、
団
四
郎
一
座
が
解
散
後
に
夫
婦
で
市
蔵
劇
団
に
移

り
、さ
ら
に
市
蔵
劇
団
解
散
後
に
松
竹
に
戻
っ
た
。
千
鳥
は
団
四
郎
一
家（
今
井
家
）か
ら
は「
千

鳥
の
ジ
イ
」
と
呼
ば
れ
、
家
族
の
面
倒
も
よ
く
見
て
く
れ
た
と
い
う
。
話
が
面
白
く
て
二
代
目

松
緑
が
「
も
っ
と
話
し
て
く
れ
」
と
い
う
よ
う
な
人
だ
っ
た
と
多
恵
子
は
聞
い
て
い
る
。
市
川

成
太
郎
も
団
四
郎
一
座
か
ら
移
っ
て
き
た
人
で
あ
る
。
細
川
興
行
が
昭
和
四
十
五
年
に
解
散
し

た
後
、
大
谷
広
三
郎
や
尾
上
梅
玉
も
市
蔵
劇
団
に
加
入
し
た
。
女
役
者
で
は
二
代
目
小
紫
の
弟

子
の
岩
井
小
紅
、
市
川
権
三
郎
の
妻
の
市
川
牡
丹
、
中
村
歌
蔵
の
妻
の
市
川
喜
代
子（
註
65
）な

ど
が
い
た
。

浄
瑠
璃
の
太
夫
な
ど
　
市
蔵
が
一
座
を
組
ん
で
い
る
と
き
は
、
義
太
夫
も
四
組
、
長
唄
連
中

も
二
、三
組
は
つ
ね
に
同
行
し
て
い
た
。
昭
和
三
十
年
代
は
四
、五
十
人
で
巡
演
す
る
大
一
座
で

あ
っ
た
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
市
蔵
の
妻
や
義
理
の
妹
た
ち
も
下
座
を
担
当
し
て
い
た
。

五
、
中
芝
居
の
中
の
梨
園
と
腕
の
あ
る
役
者
た
ち

　
市
蔵
劇
団
は
見
事
な
ま
で
の
役
者
一
家
で
あ
る
。
大
森
家
で
は
、
初
代
芝
寛
お
爺
さ
ん
か
ら

し
て
大
一
座
を
率
い
、
自
ら
新
作
外
題
も
工
夫
で
き
る
器
量
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
妻
も
娘
た
ち

も
芸
事
に
長
け
、
そ
の
夫
た
ち
も
腕
の
あ
る
役
者
や
「
歩
く
百
段
集
」
と
呼
ば
れ
る
物
知
り
も

居
り
、
息
子
は
所
作
事
の
専
門
で
、
こ
れ
ま
た
新
作
外
題
を
作
り
出
せ
る
力
を
持
っ
て
い
た
。

そ
し
て
藤
田
家
で
は
、
大
森
家
の
叔
父
た
ち
の
合
流
に
よ
り
、
息
子
や
娘
た
ち
が
役
者
と
し
て

の
英
才
教
育
を
受
け
た
の
で
あ
る
。「
神
田
の
伯
父
さ
ん
」
と
呼
ん
で
い
た
竹
本
巽
太
夫
や
「
小



74

昭和五十年まで活動した中芝居劇団　市川市蔵劇団の軌跡　その一

芝
居
の
腕
っ
こ
き
」
と
言
わ
れ
た
義
理
の
叔
父
初
代
小
紫
の
存
在
も
大
き
か
っ
た
。「
生
ま
れ

た
時
か
ら
チ
ン
と
か
シ
ャ
ン
と
か
が
子
守
唄
で
育
っ
た
」
息
子
や
娘
た
ち
は
、
梨
園
の
御
曹
司

た
ち
と
同
じ
く
、
若
く
て
も
比
較
的
重
い
役
を
割
り
振
ら
れ
、
泣
き
な
が
ら
胡
弓
の
稽
古
を
す

る
な
ど
の
辛
い
思
い
を
し
な
が
ら
だ
が
、
否
が
応
で
も
成
長
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
太
夫
元
の
子
供
と
い
う
の
は
な
か
な
か
の
ス
テ
ー
タ
ス
が
あ
っ
た
。
太
夫
元
で
あ

る
父
の
弟
子
た
ち
、「
若
い
衆
」
と
呼
ば
れ
る
若
い
役
者
も
多
い
た
め
、
女
の
子
で
あ
っ
て
も

家
事
の
手
伝
い
よ
り
芸
事
の
稽
古
に
身
を
入
れ
た
。
坂
東
三
津
麓
に
な
っ
た
静
香
が
七
代
目
三

津
五
郎
家
の
内
弟
子
時
代
、
魚
が
焦
げ
て
も
言
い
つ
け
ら
れ
た
よ
う
に
「
魚
を
見
て
い
た
」
と

い
う
逸
話
か
ら
そ
の
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
清
之
助
の
代
役
で
出
た
菊
之
丞
に
対
し
子
役
を

し
て
い
た
多
恵
子
が
「
あ
ん
た
、
台
詞
わ
か
っ
て
ん
の
か
」
と
言
っ
た
り
、
多
恵
子
の
長
男
が

立
女
方
の
右
鶴
に
対
し
て
「
お
ば
ち
ゃ
ん
、
そ
れ
取
っ
て
」
と
言
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
二
部
劇

団
の
太
夫
元
を
し
て
い
た
荒
五
郎
の
息
子
が
、
や
は
り
子
役
な
の
に
大
人
の
役
者
に
向
か
っ
て

「
お
ま
え
は
ど
な
い
や
。
ワ
シ
は
太
夫
元
の
息
子
や
ぞ
」
と
偉
そ
う
に
し
た
話
、
あ
る
い
は
妻

と
な
っ
た
多
恵
子
が
「
お
嬢
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
を
時
若
（
兼
元
末
次
）
が
嫌
が
っ

た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
、
良
浩
・
智
子
・
多
恵
子
・
勝
三
の
兄
弟
た
ち
は
中
芝
居
の
中
の

梨
園
の
お
嬢
や
ボ
ン
や
ワ
カ
ダ
ン
ナ
と
し
て
育
て
ら
れ
た
と
い
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。

　
当
時
は
劇
団
員
と
い
う
形
で
は
な
く
、
二
ヶ
月
、
半
年
、
一
年
と
い
っ
た
期
間
を
区
切
っ
て

太
夫
元
が
役
者
を
集
め
て
座
組
を
す
る
と
い
う
形
が
多
か
っ
た
た
め
、
加
入
役
者
の
出
入
り
は

激
し
か
っ
た
。
彼
等
は
市
蔵
劇
団
の
メ
ン
バ
ー
の
よ
う
に
家
族
の
つ
な
が
り
は
な
い
の
で
、
あ

ち
こ
ち
の
劇
団
に
出
入
り
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
ド
ロ
ン
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
突
然
姿
を
消
す

役
者
も
結
構
い
た
と
い
う
。
松
竹
大
歌
舞
伎
の
中
で
は
居
並
び
の
腰
元
か
大
名
ば
か
り
し
て
い

た
役
者
た
ち
が
い
っ
ぱ
し
の
役
を
演
じ
た
い
と
飛
び
出
し
た
り
、
名
題
役
者
で
も
重
用
さ
れ
な

い
役
者
が
小
芝
居
・
中
芝
居
の
劇
団
に
加
入
し
た
。
典
型
的
な
例
が
松
竹
に
対
抗
す
る
意
気
ご

み
で
独
立
し
た
「
新
鋭
歌
舞
伎
」
の
役
者
た
ち
で
あ
る
。
彼
ら
は
細
川
興
行
や
市
蔵
劇
団
に
出

入
り
を
し
、
看
板
役
者
、
上
置
き
と
い
う
形
で
活
躍
し
た
。
か
た
ば
み
座
に
参
加
し
た
役
者
た

ち
と
も
交
流
が
あ
っ
た
。
前
進
座
か
ら
移
っ
た
役
者
も
居
た
。
地
方
を
廻
っ
て
い
た
役
者
が
松

竹
に
戻
る
、
と
い
う
交
流
も
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
交
流
の
中
で
、
あ
る
意
味
で
は
役
者
の
受
け
皿
に
な
っ
て
い
た
の
が
市
蔵
劇
団
に

代
表
さ
れ
る
地
方
の
中
芝
居
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
ベ
ー
シ
ッ
ク
で
強

固
な
つ
な
が
り
の
あ
る
役
者
集
団
に
腕
の
あ
る
役
者
が
上
置
き
で
入
る
、
と
い
う
形
が
市
川
市

蔵
劇
団
を
長
く
存
続
さ
せ
た
要
因
で
あ
る
。
し
か
し
、
剣
戟
劇
団
と
合
同
公
演
を
し
た
り
、
小

芝
居
・
中
芝
居
役
者
が
剣
戟
劇
団
に
加
入
し
た
り
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
剣
戟
の
役
者
が
小

芝
居
・
中
芝
居
の
劇
団
に
加
入
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
同
じ「
役
者
」「
芝
居
」で
あ
っ

て
も
本
格
的
な
歌
舞
伎
と
剣
戟
（
大
衆
演
劇
）
と
は
一
線
を
画
し
て
い
た
。

　
も
う
一
点
触
れ
て
お
き
た
い
の
は
、
小
芝
居
・
中
芝
居
の
劇
団
に
は
女
性
が
加
入
し
、
男
女

混
合
の
劇
団
で
あ
っ
た
こ
と
が
当
た
り
前
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
腕
の
あ

る
女
性
の
役
者
が
多
く
混
在
し
て
い
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。
戦
後
も
活
躍
し
た
歌

舞
伎
の
女
役
者
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
る
予
定
だ
が
、
市
松
延
見
子
、
中
村
時
子
、
市

川
女
升
（
九
女
八
）、
市
川
右
鶴
、
そ
し
て
二
代
目
と
三
代
目
の
岩
井
小
紫
、
細
川
興
行
に
は

市
川
吾
妻
も
居
た
。
女
役
者
は
昭
和
初
期
で
終
わ
っ
て
は
い
な
い
こ
と
を
こ
こ
で
確
認
し
て
お

き
た
い
。
江
戸
期
に
は
男
女
混
淆
歌
舞
伎
は
厳
禁
さ
れ
て
い
た
が
、
明
治
期
に
至
り
そ
の
禁
は

解
か
れ
、
諸
大
名
お
抱
え
の
女
役
者
た
ち
が
公
然
と
女
芝
居
を
公
演
し
た
。
そ
の
流
れ
は
や
が

て
男
女
混
淆
歌
舞
伎
と
な
っ
て
昭
和
末
期
に
至
る
ま
で
複
数
の
流
れ
と
な
り
、
各
地
で
多
く
の

観
客
が
そ
れ
を
支
援
し
、
小
芝
居
・
中
芝
居
の
成
立
の
基
盤
と
な
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
事
実
に
目
を
向
け
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
は
問
題
で
あ
ろ
う
。

六
、
お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
昭
和
五
十
年
ま
で
活
動
し
た
市
川
市
蔵
劇
団
メ
ン
バ
ー
と
市
蔵
劇
団
に
関
わ
っ
た

役
者
た
ち
を
追
跡
し
て
み
た
。
旅
興
行
と
い
う
形
が
映
画
ブ
ー
ム
に
追
わ
れ
厳
し
く
な
っ
て
も

市
蔵
劇
団
の
興
行
は
「
お
客
さ
ん
は
最
後
ま
で
い
っ
ぱ
い
入
っ
て
い
た
」
と
い
う
。
小
芝
居
の

全
盛
期
が
明
治
・
大
正
時
代
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
市
蔵
劇
団
の
活
躍
は
「
小
芝
居

は
終
わ
っ
た
」と
い
わ
れ
る
戦
後
の
話
で
あ
る
。
旅
興
行
を
し
て
い
る
歌
舞
伎
劇
団
を
小
芝
居
・

中
芝
居
に
入
れ
な
い
と
い
う
の
な
ら
ば
と
も
か
く
も
、
常
打
ち
の
劇
場
を
持
っ
て
い
な
く
て
も

本
格
的
な
歌
舞
伎
を
行
っ
て
い
た
役
者
集
団
が
昭
和
五
十
年
ま
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
は
、
演

劇
史
上
の
記
録
に
と
ど
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
小
芝
居
・
中
芝
居
の
劇
団
が
、
歌
舞
伎

界
の
若
手
あ
る
い
は
脇
役
役
者
の
育
成
の
場
に
も
な
っ
て
い
た
こ
と
も
注
目
す
べ
き
で
は
な
か

ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
こ
ろ
ま
で
小
芝
居
・
中
芝
居
の
歌
舞
伎
に
は
女
性
が
当
た
り
前
に
加
入

し
て
い
た
と
い
う
事
実
を
認
識
す
る
こ
と
が
、「
歌
舞
伎
は
男
が
演
ず
る
も
の
」
と
い
う
近
代

以
降
に
創
ら
れ
た
常
識
を
考
え
直
す
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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昭和五十年まで活動した中芝居劇団　市川市蔵劇団の軌跡　その一

人
物
同
定
は
豊
沢
重
松
・
市
川
吾
妻
の
長
女
、
故
成
瀬
早
苗
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

註
17
　  

西
村
、
前
掲
書
、
四
八
頁
。『
便
覧
』
に
は
市
川
右
田
次
の
記
載
は
な
い
。

註
18
　  『
小
芝
居
』
三
〇
〇
頁
な
ど
に
頻
出
し
、
小
芝
居
畑
で
活
躍
し
て
い
る
座
頭
級
の
役
者
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
が
『
便
覧
』
に
は
記
載
が
な
い
。

註
19
　  

日
記
文
面
は
小
池
章
太
郎
氏
よ
り
提
供
。

註
20
　  

吾
妻
の
叔
母
は
愛
知
県
西
尾
市
を
本
拠
地
と
し
て
市
川
牡
丹
と
名
乗
り
、
女
歌
舞
伎
を
率
い
て
い

た
女
役
者
だ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
あ
ら
た
め
て
述
べ
た
い
。

註
21
　  

以
下
の
記
述
の
中
心
的
な
情
報
源
は
三
代
目
岩
井
小
紫
の
兼
元
多
恵
子
及
び
二
代
目
市
川
団
四

郎
の
今
井
勝
三
で
、
彼
ら
か
ら
の
聞
き
書
き
が
中
心
と
な
る
。
と
く
に
小
紫
師
に
対
し
て
は

二
〇
一
一
年
以
降
、
五
十
回
以
上
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
行
っ
て
い
る
。
調
査
実
施
場
所
は
小
紫
師
自

宅
・
京
都
市
内
飲
食
店
や
滋
賀
県
長
浜
市
・
米
原
市
・
岐
阜
県
垂
井
市
・
石
川
県
小
松
市
祭
礼
の

曳
山
子
供
歌
舞
伎
上
演
時
、
長
浜
市
ゆ
う
歌
舞
伎
・
長
浜
市
三
役
修
業
塾
指
導
会
場
な
ど
で
あ
る
。

団
四
郎
師
に
対
し
て
は
長
浜
市
・
米
原
市
・
小
松
市
の
祭
礼
時
や
函
館
子
ど
も
歌
舞
伎
上
演
時
に

イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
を
実
施
し
た
。
ま
た
家
族
各
人
の
生
年
月
日
等
は
小
紫
師
所
蔵
の
改
正
原
戸
籍
を

参
照
し
た
。
大
森
家
・
藤
田
家
・
今
井
家
の
個
人
情
報
記
載
に
つ
い
て
は
両
師
の
了
解
を
得
て
い
る
。

註
22
　  

芝
寛
劇
団
も
市
蔵
劇
団
も
独
自
演
目
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
、
小
芝
居
・
中
芝
居
に
は
特
徴
的
な

演
出
も
多
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
次
稿
で
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。 

註
23
　  

浅
野
、
前
掲
論
文
、
九
頁
に
そ
の
経
歴
等
を
詳
述
し
た
。

註
24
　  

坂
東
三
津
妻
及
び
三
津
麓
の
内
弟
子
時
代
に
つ
い
て
は
坂
東
会
伊
藤
桂
子
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

註
25
　  『
小
芝
居
』
二
八
九
頁
に
載
る
、
東
京
の
小
芝
居
で
活
躍
し
た
市
川
福
之
助
と
は
異
な
る
。

註
26
　  

三
川
屋
な
ど
。『
便
覧
』
八
一
頁
。

註
27
　  

吾
妻
屋
。『
小
芝
居
』
三
七
九
頁
、『
挽
歌
』
一
五
○
～
一
五
四
頁
、『
思
い
出
』
六
二
頁
に
詳
し
い
。

註
28
　  

成
駒
屋
。
名
古
屋
の
生
ま
れ
で
一
時
期
初
代
鴈
治
郎
の
養
子
に
な
っ
た
役
者
。
東
京
の
小
芝
居
で

活
躍
し
た
。『
小
芝
居
』
四
○
九
～
四
一
〇
頁
に
詳
し
い
が
、『
便
覧
』
に
記
載
が
な
い
。

註
29
　  

山
崎
屋
。『
便
覧
』
一
五
六
頁
。『
小
芝
居
』
三
四
四
頁
に
、
松
竹
に
戻
る
と
あ
る
。

註
30
　  

明
治
二
十
一
年
～
昭
和
二
十
八
年
。
松
本
幸
四
郎
の
弟
子
。『
小
芝
居
』
四
三
九
～
四
四
〇
頁
、『
挽

歌
』
一
一
八
～
一
二
三
頁
、『
思
い
出
』
六
○
頁
に
詳
し
い
が
、『
便
覧
』
に
記
載
が
な
い
。

註
31
　  

松
尾
、
前
掲
書
、
一
七
四
頁
。

註
32
　  

昭
和
四
年
八
月
二
七
日
、
読
売
新
聞
朝
刊
記
事
。

註
33
　  

明
治
十
八
年
～
昭
和
三
十
一
年
。『
小
芝
居
』
三
五
四
頁
、『
挽
歌
』
五
六
～
五
九
頁
に
詳
し
い
。

註
34
　  『
小
芝
居
』
三
三
二
頁
に
「
大
阪
中
芝
居
の
若
手
人
気
者
」
と
あ
り
、
大
正
七
年
一
月
二
月
、
四
谷

大
国
座
に
出
演
。『
便
覧
』
に
は
記
載
が
な
い
。

註
35
　  

小
宮
麒
一
「
寿
劇
場
興
行
総
録
」『
総
覧
』
第
三
版
、
平
成
三
年
、
五
八
～
六
九
頁
。

註
36
　  

沢
村
田
之
助
、「
銀
座
つ
れ
づ
れ
」、
銀
座
百
店
会
発
行
『
銀
座
百
点
』
二
○
一
二
年
二
月
号
、

N
o.687

註
37
　  

昭
和
五
十
五
年
没
。
豊
島
屋
。『
便
覧
』
三
五
頁
。

註
38
　
京
屋
。『
便
覧
』
三
二
頁
。

註
39
　  

時
若
に
つ
い
て
の
経
歴
は
岩
井
小
紫
師
か
ら
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
に
加
え
、『
義
太
夫
協
会
会
報
』
第

九
五
号
、
二
○
一
二
年
、
及
び
亀
岡
典
子
「
竹
本
の
人
々
　
豊
澤
時
若
①
②
」
演
劇
出
版
社
『
演

劇
界
』
二
○
○
三
年
五
・
六
月
号
、
及
び
「
竹
本
人
に
き
く
―
豊
澤
時
若
師
の
巻
―
」『
義
太
夫
協

会
会
報
』
第
七
六
号
、
二
〇
〇
三
年
を
参
照
。

註
40
　  

子
供
だ
け
で
歌
舞
伎
を
行
う
芝
居
を
チ
ン
コ
芝
居
と
呼
ん
だ
。

註
41
　  

近
代
歌
舞
伎
年
表
編
纂
室
『
近
代
歌
舞
伎
年
表
京
都
篇
別
巻
』、
平
成
一
七
年
（
以
下
『
年
表
京
都

篇
』
と
記
す
）
五
二
頁
な
ど
。

註
42
　  

初
代
市
川
団
四
郎
に
つ
い
て
は
川
島
康
男
「
函
館
発
東
京
大
歌
舞
伎
」『
聞
き
が
た
り
北
の
大
衆
芸
』

み
や
ま
書
房
、
昭
和
五
五
年
及
び
、
二
代
目
市
川
団
四
郎
師
な
ど
へ
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
に
よ
る
。

註
43
　  

宇
野
信
夫
「
市
川
鶴
之
助
の
こ
と
」『
役
者
と
噺
家
』
九
藝
出
版
、
昭
和
五
三
年
。
小
芝
居
関
係
の

書
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
市
川
鶴
之
助
だ
が
、『
便
覧
』
に
は
記
載
が
な
い
。

註
44
　  

明
治
十
八
年
～
不
詳
。『
小
芝
居
』
三
九
五
～
三
九
六
頁
、『
挽
歌
』
一
四
七
～
一
五
〇
頁
、『
思
い

出
』
六
四
頁
。
こ
れ
ほ
ど
に
取
上
げ
ら
れ
る
役
者
だ
が
、『
便
覧
』
に
は
記
載
が
な
い
。

註
45
　  

三
島
由
紀
夫
『
芝
居
日
記
』
中
央
公
論
社
、
一
九
九
一
年
、
二
九
頁
。
五
○
頁
で
も
称
賛
し
て
い

る
ほ
ど
の
役
者
だ
が
、『
便
覧
』
に
は
記
載
が
な
い
。

註
46
　  

小
宮
騏
一
「
昭
和
一
〇
年
代
に
お
け
る
他
の
歌
舞
伎
小
芝
居
等
」『
総
覧
』
第
三
版
　
平
成
三
年
、

七
〇
頁
。

註
47
　  

昭
和
十
四
年
「
亡
父
中
村
鴈
治
郎
追
善
興
行
　
関
西
青
年
歌
舞
伎
　
中
村
扇
雀
大
一
座
」
の
番
付

に
二
人
の
談
話
が
載
る
。か
な
り
腕
の
あ
る
役
者
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、『
便
覧
』に
は
記
載
が
な
い
。

註
48
　  

初
演
、
寛
政
十
一
年
七
月
、
大
坂
中
の
芝
居
『
雪
ゆ
き
の
な
ど
こ
ろ
よ
め
お
ど
し
だ
に

国
嫁
威
谷
』
の
通
称
。
蓮
如
上
人
奇
蹟
譚
。

主
役
は
老
婆
茨
。

註
49
　  

昭
和
七
年
十
二
月
二
三
日
。
読
売
新
聞
夕
刊
記
事
。
福
太
郎
に
つ
い
て
も
初
代
扇
雀
の
女
房
役
を

勤
め
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
便
覧
』
に
は
記
載
が
な
い
。

京都精華大学紀要　第五十四号

　
本
稿
で
は
市
蔵
劇
団
の
演
目
や
芝
居
の
内
容
、
各
役
者
の
役
ど
こ
ろ
な
ど
、
市
蔵
劇
団
の
芝

居
の
実
態
に
迫
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。次
稿
で
は
、小
芝
居
・
中
芝
居
の
独
特
な
演
出
や
型
、

及
び
彼
ら
が
創
作
し
保
持
し
て
い
た
独
自
演
目
を
追
求
し
、
大
き
な
意
味
で
の
歌
舞
伎
界
の
多

様
性
に
注
目
し
、
小
芝
居
・
中
芝
居
の
存
在
意
義
を
追
求
し
た
い
。
ま
た
、
今
回
断
片
的
に
述

べ
た
市
蔵
劇
団
の
時
代
的
変
遷
を
さ
ら
に
整
理
し
、
ま
た
、
市
蔵
劇
団
の
上
演
演
目
や
そ
れ
ぞ

れ
の
役
者
の
役
ど
こ
ろ
か
ら
市
蔵
劇
団
の
活
動
内
容
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

　
本
稿
は
文
科
省
科
学
研
究
費
補
助
金
２
０
１
９
年
度 

基
盤
研
究
（C

） 19K
01235

「
関
西
系
小
芝
居
（
中

芝
居
）
の
活
動
実
態
と
地
芝
居
と
の
影
響
関
係
―
地
芝
居
の
価
値
再
発
見
に
向
け
て
」
の
補
助
を
受
け
て

進
め
て
い
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。

［
謝
辞
］

　
岩
井
小
紫
師
、
市
川
団
四
郎
師
と
そ
の
ご
家
族
に
は
長
年
に
亙
り
多
大
な
ご
迷
惑
を
か
け
、
ま
た
ご
協

力
を
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
情
報
・
資
料
を
ご
提
供
く
だ
さ
っ
た
坂
東
会
伊
藤
桂
子
氏
、
嘉
穂
劇
場

理
事
長
伊
藤
英
昭
氏
、
立
命
館
大
学
名
誉
教
授
奥
村
功
氏
、
竹
本
美
功
太
夫
（
中
島
功
氏
）、（
故
） 

成
瀬

早
苗
氏
、
西
川
流
西
川
箕
乃
助
師
匠
、
本
研
究
開
始
当
時
に
一
緒
に
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
を
行
っ
た
濱
千
代
早

由
美
氏
、
松
竹（
株
）歌
舞
伎
制
作
部
松
岡
亮
氏
、
山
下
博
志
氏
に
感
謝
し
、
と
く
に
近
世
近
代
歌
舞
伎
研

究
家
小
池
章
太
郎
氏
に
は
貴
重
な
資
料
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

［
註
］

註
１
　  

そ
の
成
果
は
浅
野
久
枝
、「
子
供
歌
舞
伎
振
付
師
の
系
譜
か
ら
み
え
る
長
浜
曳
山
祭
地
芝
居
の
傾
向
」

『
民
俗
芸
能
研
究
』
第
五
九
号
、
四
～
二
五
頁
、
二
〇
一
五
年
。

註
２
　  

歌
舞
伎
役
者
の
場
合
の
敬
称
は
「
丈
」
を
用
い
る
が
、
本
稿
で
は
「
師
」
で
統
一
す
る
。
が
、
本

文
中
の
大
部
分
で
は
大
歌
舞
伎
の
歌
舞
伎
役
者
も
含
め
、
ま
た
、
存
命
の
方
も
含
め
、
敬
称
を
つ

け
ず
に
記
載
す
る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
旧
字
は
す
べ
て
新
字
で
表
記
す
る
。

註
３
　  

二
〇
一
一
年
か
ら
二
〇
一
七
年
頃
ま
で
は
濱
千
代
早
由
美
氏
と
と
も
に
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

今
回
記
録
し
た
内
容
は
、
濱
千
代
氏
と
と
も
に
調
査
し
た
内
容
も
含
ん
で
い
る
。

註
４
　  『
民
俗
芸
能
研
究
』
に
発
表
し
た
拙
稿
で
は
「
中
歌
舞
伎
」
の
語
を
用
い
た
。
小
紫
師
が
「
中
芝
居
」

と
共
に
「
中
歌
舞
伎
」
の
語
も
使
っ
て
お
い
で
で
あ
り
、
江
戸
期
の
関
西
で
使
わ
れ
た
「
中
ゥ
芝
居
」

と
の
混
同
を
避
け
た
か
っ
た
た
め
「
中
歌
舞
伎
」
で
統
一
し
て
書
い
た
が
、
関
西
で
は
昭
和
三
十

年
代
ま
で
も
「
中
芝
居
」
の
語
が
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
に
か
ん
が
み
て
、
本
稿
で
は
「
中
芝
居
」

の
語
を
使
う
。
ま
た
、
関
東
の
場
合
は
「
小
芝
居
」
の
語
を
使
う
こ
と
も
あ
る
。

註
５
　  

小
芝
居
に
つ
い
て
の
著
作
に
は
、
阿
部
優
蔵
『
東
京
の
小
芝
居
』
演
劇
出
版
社
、
昭
和
四
五
年 （
以

下
『
小
芝
居
』
と
記
す
）、
中
川
哲
『
東
京
小
芝
居
挽
歌
』
青
蛙
房
、
平
成
九
年
（
以
下
『
挽
歌
』

と
記
す
）、
三
宅
三
郎
（
国
立
劇
場
調
査
養
成
部
芸
能
調
査
室
）『
小
芝
居
の
思
い
出
〈
歌
舞
伎
資

料
選
書
・５
〉』、
昭
和
五
六
年 （
以
下『
思
い
出
』と
記
す
）な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
小
宮
麒
一
の『
歌

舞
伎
・
新
派
・
新
国
劇
配
役
総
覧
』（
以
下
『
総
覧
』
と
記
す
）
及
び
『
歌
舞
伎
・
新
派
・
新
国
劇

上
演
年
表
』、
平
成
一
九
年
に
は
小
芝
居
も
含
め
て
の
記
録
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

註
６
　  

古
井
戸
秀
夫
『
歌
舞
伎
・
問
い
か
け
の
文
学
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
八
年
及
び
、
佐
藤
か
つ
ら
『
歌

舞
伎
の
幕
末
・
明
治 

―
小
芝
居
の
時
代
―
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
○
一
○
年
な
ど
。

註
７
　  

市
川
市
蔵
劇
団
に
つ
い
て
書
か
れ
た
記
事
は
、
奥
村
功
「
上
方
芸
能
風
土
記
29
　
市
川
市
蔵
劇
団
」

上
方
芸
能
編
集
部
『
上
方
芸
能
』、
二
○
一
四
年
、
一
九
三
号
、
一
一
二
～
一
一
四
頁
が
あ
る
。

註
８
　  

か
た
ば
み
座
に
つ
い
て
は
『
小
芝
居
』
四
一
八
～
四
六
八
頁
に
詳
細
な
記
録
が
あ
る
。

註
９
　  

市
川
少
女
歌
舞
伎
の
活
動
に
つ
い
て
は
市
川
升
十
郎
『
か
ぶ
き
人
生
』
豊
文
堂
、
昭
和
五
八
年
に

詳
し
い
。
ま
た
現
在
、
舘
野
太
郎
氏
が
そ
の
活
動
に
つ
い
て
の
研
究
を
進
め
て
い
る
。

註
10
　  

女
役
者
と
女
優
の
違
い
は
様
々
な
定
義
が
あ
る
。
女
性
だ
け
の
歌
舞
伎
一
座
の
役
者
を「
女
役
者
」、

あ
る
い
は
大
正
期
ま
で
の
女
の
役
者
、
と
す
る
場
合
も
あ
る
。
帝
劇
な
ど
に
出
演
し
た
い
わ
ゆ
る

女
優
も
歌
舞
伎
外
題
を
演
じ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
検
討
す
べ
き
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
「
お
狂

言
師
」
と
称
さ
れ
た
歌
舞
伎
専
門
の
女
性
役
者
の
流
れ
を
女
役
者
と
す
る
。

註
11
　  

松
尾
国
三
『
け
た
は
ず
れ
人
生
』
講
談
社
、
昭
和
五
一
年
及
び
、
国
立
劇
場
調
査
養
成
部
調
査
記

録
課
編
『
歌
舞
伎
俳
優
名
跡
便
覧
〔
第
五
次
修
訂
版
〕』
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
、
令
和
二
年
（
以

下
『
便
覧
』
と
記
す
）
二
四
頁
参
照
。

註
12
　  

松
尾
国
三
「
赤
毛
布
の
旅
芝
居
　
大
正
十
五
年
に
ア
メ
リ
カ
に
出
掛
け
た
巡
業
実
話
」
演
劇
出
版

社
『
演
劇
界
』、
昭
和
五
八
年
、
第
四
一
巻
第
一
四
号
、
七
四
～
七
八
頁
。
及
び
松
尾
、
前
掲
書
、

一
四
四
～
一
八
六
頁
。

註
13
　  
写
真
2
と
8
以
外
は
岩
井
小
紫
師
蔵
。
写
真
８
は
市
川
団
四
郎
師
蔵
。

註
14
　  
西
村
彰
朗
『
一
方
の
花
　
五
代
目
上
村
吉
弥
の
生
涯
』
京
都
新
聞
社
、
一
九
九
三
年
。
新
鋭
歌
舞

伎
の
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
、
中
心
で
あ
っ
た
市
川
荒
太
郎
と
五
代
目
上
村
吉
弥
に
な
っ
た
市
川
右
升

と
中
村
雁
之
助
以
外
は
『
便
覧
』
に
記
載
が
な
い
。

註
15
　  

浅
野
、
前
掲
論
文
、
一
四
～
一
五
頁
に
そ
の
経
歴
等
を
詳
述
し
た
。

註
16
　  

写
真
2
は
山
下
博
志
氏
蔵
。
山
下
氏
は
細
川
興
行
に
在
籍
し
た
役
者
沢
村
曙
當
の
子
息
で
あ
る
。
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人
物
同
定
は
豊
沢
重
松
・
市
川
吾
妻
の
長
女
、
故
成
瀬
早
苗
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

註
17
　  
西
村
、
前
掲
書
、
四
八
頁
。『
便
覧
』
に
は
市
川
右
田
次
の
記
載
は
な
い
。

註
18
　  『
小
芝
居
』
三
〇
〇
頁
な
ど
に
頻
出
し
、
小
芝
居
畑
で
活
躍
し
て
い
る
座
頭
級
の
役
者
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
が
『
便
覧
』
に
は
記
載
が
な
い
。

註
19
　  

日
記
文
面
は
小
池
章
太
郎
氏
よ
り
提
供
。

註
20
　  

吾
妻
の
叔
母
は
愛
知
県
西
尾
市
を
本
拠
地
と
し
て
市
川
牡
丹
と
名
乗
り
、
女
歌
舞
伎
を
率
い
て
い

た
女
役
者
だ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
あ
ら
た
め
て
述
べ
た
い
。

註
21
　  

以
下
の
記
述
の
中
心
的
な
情
報
源
は
三
代
目
岩
井
小
紫
の
兼
元
多
恵
子
及
び
二
代
目
市
川
団
四

郎
の
今
井
勝
三
で
、
彼
ら
か
ら
の
聞
き
書
き
が
中
心
と
な
る
。
と
く
に
小
紫
師
に
対
し
て
は

二
〇
一
一
年
以
降
、
五
十
回
以
上
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
行
っ
て
い
る
。
調
査
実
施
場
所
は
小
紫
師
自

宅
・
京
都
市
内
飲
食
店
や
滋
賀
県
長
浜
市
・
米
原
市
・
岐
阜
県
垂
井
市
・
石
川
県
小
松
市
祭
礼
の

曳
山
子
供
歌
舞
伎
上
演
時
、
長
浜
市
ゆ
う
歌
舞
伎
・
長
浜
市
三
役
修
業
塾
指
導
会
場
な
ど
で
あ
る
。

団
四
郎
師
に
対
し
て
は
長
浜
市
・
米
原
市
・
小
松
市
の
祭
礼
時
や
函
館
子
ど
も
歌
舞
伎
上
演
時
に

イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
を
実
施
し
た
。
ま
た
家
族
各
人
の
生
年
月
日
等
は
小
紫
師
所
蔵
の
改
正
原
戸
籍
を

参
照
し
た
。
大
森
家
・
藤
田
家
・
今
井
家
の
個
人
情
報
記
載
に
つ
い
て
は
両
師
の
了
解
を
得
て
い
る
。

註
22
　  

芝
寛
劇
団
も
市
蔵
劇
団
も
独
自
演
目
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
、
小
芝
居
・
中
芝
居
に
は
特
徴
的
な

演
出
も
多
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
次
稿
で
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。 

註
23
　  

浅
野
、
前
掲
論
文
、
九
頁
に
そ
の
経
歴
等
を
詳
述
し
た
。

註
24
　  

坂
東
三
津
妻
及
び
三
津
麓
の
内
弟
子
時
代
に
つ
い
て
は
坂
東
会
伊
藤
桂
子
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

註
25
　  『
小
芝
居
』
二
八
九
頁
に
載
る
、
東
京
の
小
芝
居
で
活
躍
し
た
市
川
福
之
助
と
は
異
な
る
。

註
26
　  

三
川
屋
な
ど
。『
便
覧
』
八
一
頁
。

註
27
　  

吾
妻
屋
。『
小
芝
居
』
三
七
九
頁
、『
挽
歌
』
一
五
○
～
一
五
四
頁
、『
思
い
出
』
六
二
頁
に
詳
し
い
。

註
28
　  

成
駒
屋
。
名
古
屋
の
生
ま
れ
で
一
時
期
初
代
鴈
治
郎
の
養
子
に
な
っ
た
役
者
。
東
京
の
小
芝
居
で

活
躍
し
た
。『
小
芝
居
』
四
○
九
～
四
一
〇
頁
に
詳
し
い
が
、『
便
覧
』
に
記
載
が
な
い
。

註
29
　  

山
崎
屋
。『
便
覧
』
一
五
六
頁
。『
小
芝
居
』
三
四
四
頁
に
、
松
竹
に
戻
る
と
あ
る
。

註
30
　  

明
治
二
十
一
年
～
昭
和
二
十
八
年
。
松
本
幸
四
郎
の
弟
子
。『
小
芝
居
』
四
三
九
～
四
四
〇
頁
、『
挽

歌
』
一
一
八
～
一
二
三
頁
、『
思
い
出
』
六
○
頁
に
詳
し
い
が
、『
便
覧
』
に
記
載
が
な
い
。

註
31
　  

松
尾
、
前
掲
書
、
一
七
四
頁
。

註
32
　  

昭
和
四
年
八
月
二
七
日
、
読
売
新
聞
朝
刊
記
事
。

註
33
　  

明
治
十
八
年
～
昭
和
三
十
一
年
。『
小
芝
居
』
三
五
四
頁
、『
挽
歌
』
五
六
～
五
九
頁
に
詳
し
い
。

註
34
　  『
小
芝
居
』
三
三
二
頁
に
「
大
阪
中
芝
居
の
若
手
人
気
者
」
と
あ
り
、
大
正
七
年
一
月
二
月
、
四
谷

大
国
座
に
出
演
。『
便
覧
』
に
は
記
載
が
な
い
。

註
35
　  

小
宮
麒
一
「
寿
劇
場
興
行
総
録
」『
総
覧
』
第
三
版
、
平
成
三
年
、
五
八
～
六
九
頁
。

註
36
　  

沢
村
田
之
助
、「
銀
座
つ
れ
づ
れ
」、
銀
座
百
店
会
発
行
『
銀
座
百
点
』
二
○
一
二
年
二
月
号
、

N
o.687

註
37
　  

昭
和
五
十
五
年
没
。
豊
島
屋
。『
便
覧
』
三
五
頁
。

註
38
　
京
屋
。『
便
覧
』
三
二
頁
。

註
39
　  

時
若
に
つ
い
て
の
経
歴
は
岩
井
小
紫
師
か
ら
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
に
加
え
、『
義
太
夫
協
会
会
報
』
第

九
五
号
、
二
○
一
二
年
、
及
び
亀
岡
典
子
「
竹
本
の
人
々
　
豊
澤
時
若
①
②
」
演
劇
出
版
社
『
演

劇
界
』
二
○
○
三
年
五
・
六
月
号
、
及
び
「
竹
本
人
に
き
く
―
豊
澤
時
若
師
の
巻
―
」『
義
太
夫
協

会
会
報
』
第
七
六
号
、
二
〇
〇
三
年
を
参
照
。

註
40
　  

子
供
だ
け
で
歌
舞
伎
を
行
う
芝
居
を
チ
ン
コ
芝
居
と
呼
ん
だ
。

註
41
　  

近
代
歌
舞
伎
年
表
編
纂
室
『
近
代
歌
舞
伎
年
表
京
都
篇
別
巻
』、
平
成
一
七
年
（
以
下
『
年
表
京
都

篇
』
と
記
す
）
五
二
頁
な
ど
。

註
42
　  

初
代
市
川
団
四
郎
に
つ
い
て
は
川
島
康
男
「
函
館
発
東
京
大
歌
舞
伎
」『
聞
き
が
た
り
北
の
大
衆
芸
』

み
や
ま
書
房
、
昭
和
五
五
年
及
び
、
二
代
目
市
川
団
四
郎
師
な
ど
へ
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
に
よ
る
。

註
43
　  

宇
野
信
夫
「
市
川
鶴
之
助
の
こ
と
」『
役
者
と
噺
家
』
九
藝
出
版
、
昭
和
五
三
年
。
小
芝
居
関
係
の

書
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
市
川
鶴
之
助
だ
が
、『
便
覧
』
に
は
記
載
が
な
い
。

註
44
　  

明
治
十
八
年
～
不
詳
。『
小
芝
居
』
三
九
五
～
三
九
六
頁
、『
挽
歌
』
一
四
七
～
一
五
〇
頁
、『
思
い

出
』
六
四
頁
。
こ
れ
ほ
ど
に
取
上
げ
ら
れ
る
役
者
だ
が
、『
便
覧
』
に
は
記
載
が
な
い
。

註
45
　  

三
島
由
紀
夫
『
芝
居
日
記
』
中
央
公
論
社
、
一
九
九
一
年
、
二
九
頁
。
五
○
頁
で
も
称
賛
し
て
い

る
ほ
ど
の
役
者
だ
が
、『
便
覧
』
に
は
記
載
が
な
い
。

註
46
　  

小
宮
騏
一
「
昭
和
一
〇
年
代
に
お
け
る
他
の
歌
舞
伎
小
芝
居
等
」『
総
覧
』
第
三
版
　
平
成
三
年
、

七
〇
頁
。

註
47
　  
昭
和
十
四
年
「
亡
父
中
村
鴈
治
郎
追
善
興
行
　
関
西
青
年
歌
舞
伎
　
中
村
扇
雀
大
一
座
」
の
番
付

に
二
人
の
談
話
が
載
る
。か
な
り
腕
の
あ
る
役
者
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、『
便
覧
』に
は
記
載
が
な
い
。

註
48
　  
初
演
、
寛
政
十
一
年
七
月
、
大
坂
中
の
芝
居
『
雪
ゆ
き
の
な
ど
こ
ろ
よ
め
お
ど
し
だ
に

国
嫁
威
谷
』
の
通
称
。
蓮
如
上
人
奇
蹟
譚
。

主
役
は
老
婆
茨
。

註
49
　  

昭
和
七
年
十
二
月
二
三
日
。
読
売
新
聞
夕
刊
記
事
。
福
太
郎
に
つ
い
て
も
初
代
扇
雀
の
女
房
役
を

勤
め
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
便
覧
』
に
は
記
載
が
な
い
。
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註
50
　  

留
美
坂
英
編
『
定
本
嘉
穂
劇
場
物
語
』
創
思
社
出
版
、
昭
和
五
二
年
、
一
八
三
頁
。
創
思
社
出

版
九
州
編
集
部
編
『
定
本
福
岡
名
士
劇
総
覧
』
創
思
社
出
版
、
昭
和
六
十
年
、
三
九
頁
お
よ
び

二
六
五
頁
。『
便
覧
』
二
四
頁
。

註
51
　  『
歌
舞
伎
事
典
』
平
凡
社
、
一
九
八
三
年
、
一
五
一
頁
。

註
52
　  『
年
表
京
都
篇
』
二
九
頁
。
昭
和
一
八
年
三
月
、
三
友
劇
場
。

註
53
　  『
年
表
京
都
篇
』
五
二
頁
。

註
54
　  

森
毅
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
「
特
集
森
毅
的
歌
舞
伎
の
青
春
」
演
劇
出
版
社
『
演
劇
界
』
第
五
六
巻
第
五
号
、

平
成
一
〇
年
。

註
55
　  『
小
芝
居
』
四
五
七
頁
に
「
故
市
川
鶴
之
助
の
未
亡
人
」
と
あ
る
。
宇
野
、
前
掲
書
に
前
名
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。

註
56
　  

昭
和
二
十
一
～
二
十
四
年
の
北
海
道
新
聞
や
西
日
本
新
聞
の
宣
伝
の
中
に
そ
の
名
が
出
て
く
る
。

註
57
　  

昭
和
十
九
年
か
ら
二
十
一
年
頃
の
北
海
道
新
聞
に
「
片
岡
延
若
大
一
座
」
の
宣
伝
が
多
出
す
る
。

註
58
　  

二
代
目
猿
之
助
の
弟
子
。
経
歴
等
は『
小
芝
居
』四
五
六
～
四
五
七
頁
に
詳
し
い
。
中
村
義
裕「（
聞

き
書
き
）
沢
村
可
川
」
歌
舞
伎
学
会
『
歌
舞
伎
　
研
究
と
批
評
』
一
一
、一
九
九
三
年
、
一
〇
七
～

一
二
五
に
松
竹
を
出
て
小
芝
居
で
活
躍
し
た
時
代
の
活
動
に
つ
い
て
可
川
自
身
が
述
べ
て
い
る
が
、

『
便
覧
』
に
は
女
猿
、
可
川
の
名
跡
は
と
も
に
記
載
が
な
い
。
ま
た
『
小
芝
居
』
に
「
哥
川
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。

註
59
　  『
便
覧
』
四
九
頁
。

註
60
　  

現
在
ま
で
に
新
鋭
歌
舞
伎
に
在
籍
し
て
い
た
「
菊
太
郎
」
は
発
見
で
き
て
い
な
い
。
自
分
で
「
新

鋭
に
い
た
と
き
」
の
話
を
し
て
い
た
と
い
う
の
で
、
新
鋭
当
時
は
別
な
芸
名
で
あ
っ
た
可
能
性
が

あ
る
。

註
61
　  

十
一
代
目
仁
左
衛
門
の
門
下
で
、
昭
和
二
十
年
代
か
ら
三
十
年
代
に
か
け
前
進
座
に
客
分
と
し
て

在
籍
し
て
い
た
。
前
進
座
の
河
原
崎
長
十
郎
が
彼
の
芸
を
褒
め
て
い
た
と
い
う
。
小
池
章
太
郎
氏

の
御
教
示
に
よ
る
。

註
62
　  

三
代
目
八
百
蔵
は
昭
和
十
九
年
に
死
去
し
て
い
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
八
百
蔵
は
『
便
覧
』

一
八
九
頁
に
あ
る
、
代
数
な
し
で
記
載
さ
れ
て
い
る
八
百
蔵
と
思
わ
れ
る
。

註
63
　  『
便
覧
』
五
八
頁
の
三
代
目
権
三
郎
は
昭
和
五
年
に
没
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
権
三
郎
で
は
な
い
。

註
64
　  『
便
覧
』
一
四
八
頁
や
『
小
芝
居
』
三
四
九
頁
の
三
代
目
長
太
夫
は
昭
和
九
年
に
没
し
て
い
る
。
こ

こ
で
取
り
上
げ
た
長
太
夫
は
瘤
の
あ
っ
た
人
だ
と
い
う
。

註
65
　  

市
蔵
劇
団
の
番
付
の
中
に
は
「
市
村
喜
代
子
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。


